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    　おかしい。これは夢だ。


    　二学期も始まったばかりの教室。昼休み、向き合う男女。


    　これくらいなら、もしかしたらよくあること？


    　でも女子のほうが──つややかな髪と透すき通るような瞳ひとみを持っていて、彼女が微笑ほほえむだけで世界に平和がもたらされるんじゃないかっていうくらいの、とーっても可愛かわいい女の子──七なな竈かまどあかりちゃんで。


    　その対面に座っている男子が、貧相きわまりない体つきで顔もとりたててパッとせず、頭の中身も──ええ、まぁ僕ですけど。強しいて他の人と違うところを挙あげるならＤＮＡの半分は「悪魔」という程度で。


    　あかりちゃんが、僕の目の前にいる。


    　うん、わかってる。それくらいなら夢だと疑うほどじゃないね。


    　でもね……そのあかりちゃんがね、


    「はいデモンくん、あーん」


    　見るからにおいしそうな卵焼きを、ハシでつかんで僕に差し出しているのだとしたら？


    　えっと……夢、だよね？　確かに僕はあかりちゃんに「今日はお弁当がないみたいなんだよね」って言った。言いました。事実だったし、ええ、僕だって自分のことくらいわきまえてますよ？　あかりちゃんにおかずを分けてもらおうなんてこと、考えもしなかったよ？


    「デモンくん、お弁当ないのはしょうがないけど、だからってご飯食べないわけにはいかないもんね……それなら私のお弁当、半分こにする？　あ、そうだ、それじゃあおハシもないんだよね──」


    　と言って、あかりちゃんが下した結論は、


    「しょうがないから今日はこれで我慢してね」


    　で、「あーん」ですよ。


    　リアリティナッシングですよ。


    　周囲を見回すと、こちらを注目するクラスメイトたち。ほら見て、みんな凍りついてるよ。それにしても夢にしちゃ妙にリアルだけど──。


    「デモンくん？　卵焼き……嫌いだったっけ？」


    　リ、リアル……え、これって現実なの？


    「好き、好きっ、だけど」


    「よかった！　それじゃぁ食べてっ。はい、あーん」


    「あ、あーん」


    　ぱくり。


    　舌の上にとろりとする卵焼きがのっかる。


    　はむっ、はむはむっ……。


    「ど、どうっ？」


    「────」


    　甘みがじわりと広がって、それでいて卵の深い味わいもあとから響く。嚙かみごたえは柔やわらかで、さくさくするりと呑のみ込める──。


    「お、おいしひ……」


    「ほんとっ!?　よかったぁ」


    　うおおおおおおおおうめええええええええええ!!


    　危なかった、叫ぶところだった！


    　叫んであかりちゃんの顔を僕の唾だ液えきだらけにするところだった！


    　あ、それなんかちょっと、えっちくて──っていやいや！　なに考えてるんだ僕！


    　ほら、いつもならそういうことをしてるとビリビリビリッとちょっかい出してくる我が家の使い魔が──。


    「…………」


    　しーん。


    　誰も、なにもしてこない。我が家の使い魔は教室内にいないみたいだ。


    　僕にお弁当がない理由は、そもそもビスコがお弁当をくれずにどこかに行っちゃったからなんだ。うちのお弁当はふだんからビスコが作ってくれるんだけど。


    　……いない？　ほんとにいないの？


    　僕、この瞬間を（夢かもしれないけど）満喫してていいの？


    「デモンくん。まだまだあるから、いっぱい食べてねっ」


    「は、はいっ！」


    　うれしいぃぃ。それにしてもどうしちゃったんだろう僕、急にモテ期きた？　おかしい、こんなの夢だ。なのに夢じゃない。おかしい。僕幸せすぎる。幸せすぎて死にそう。ていうか一生分の幸せ使い切って明日には死ぬかもしれないレベル。


    「次はデモンくんも好きなミートボールだぞぉ。はい、あーん」


    「あーん！」


    　明日までもたない！　二秒後くらいに死ぬかも！


    　ぱくりっ。


    　ミートボールを嚙みしめながら僕はいっしょに幸せも嚙みしめていた。


    「────」


    　ふとそのとき、気がついた。


    　ビスコはお弁当を作るのを忘れたんじゃなくて、僕にお弁当を渡すのも忘れるくらい急いでどこかに行っちゃった、って、こと？　そんなに大事なことあったっけ……？


    「デモンくん、次は──」


    「はいっ」


    　ま、いいや！　今がよければそれでいいや！


    　僕はあかりちゃんのお弁当に全神経を注ぐことにした。


    



    



    　うーむ、それにしてもあかりちゃん、どうしてこんなに積極的になったんだろう。


    　思えば僕らがあかりちゃんのお祖じ父いちゃん家ちに行ってから、あかりちゃんの雰ふん囲い気きが変わったような気がする。


    　あかりちゃんとの距離はこれまでの「幼なじみ」っていう距離からぐっと近づいた。「あーん」までくるとさすがの僕も驚くけど！


    　ただちょっとだけ複雑なのは、やっぱり僕はまだあかりちゃんにほんとうの自分を打ち明けられないわけで。


    　僕はハーフの悪魔。あかりちゃんは魔界と人間界をつなぐ「扉」を無意識のうちに開いてしまう能力者。そしてあかりちゃんの能力は「悪魔」という存在を知ってしまうともっと強まってしまうから、僕はふつうの人間だとあかりちゃんをだまし続けている。


    　僕らはあかりちゃんを守ろうと決めた。あかりちゃんを守る──それはすなわち悪魔をあかりちゃんに近づけないこと。そうすればあかりちゃんは覚かく醒せいしないまま大人になる。大人になると能力は消えていくらしいから。


    　でも──あかりちゃんを守るには僕ひとりじゃどうにもならなくって。


    　ビスコたちの力を借りなくちゃ、僕ひとりじゃ扉を探すこともままならない。


    　で、協力してくれるはずのもうひとりが、実は──。


    「デモンくん？」


    　あかりちゃんに言われ、僕はそちらに向けていた視線をあわてて戻した。


    「あ、ごめん、なに？」


    「……エリスちゃんのこと、考えてたのかな」


    　ずばり聞かれて、僕はうなずいた。


    　エリスは今日、欠席していた。


    　始業式のあった昨日も欠席。


    　夏休みの終盤も終盤、八月末からずっと──連絡が取れなくなっていた。
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    　学校から帰って夕方まで部屋でパソコンをいじったりゲームをしてたりした僕は、そろそろ夕飯かなあとリビングに顔を出した。


    「あはっはははは。こいつバカですー。『月つき極ぎめ』のこと『ゲッキョク』とか言ってるですけどー。これならカルラのほうが全然頭がいいですー」


    　ソファに転がってテレビのクイズ番組に笑いこけているのは、つい先週、


    「このゲッキョク駐車場って南極とか北極的なアレなんですかねえ？」


    　と僕に言っていたカルラだ。


    　ふんわりしたネコミミフードつきのパーカーは今日初めて見るぴかぴかの新品。そんなものを買うお金がどこから出てきたのかは、怖いから聞かないでおく。


    　銀色の髪に紫色の瞳ひとみ。どこからどう見ても日本人じゃないし、名前も「カルラ」とか言っているのだけれど僕の従妹いとこということで同じ中学校に通っている。


    　カルラは悪魔だ。


    　死者や霊れい魂こんを操あやつるネクロマンサー……のはずだけど、カルラはもっぱら機械の発明ばかりしていた。


    　発明とは言ってもこの世界をわずかでもよくするような要素はまったくない、カルラだけが喜んでいるものばかりなのだけれど（五秒で設置できるアスファルト用落とし穴とか。なにに使うんだなにに）。


    　背は僕よりも低くて、細い手足をばたばたさせて笑っている姿は小学生と言っても通じるかもしれない。


    「ねえカルラ」


    「あーっはっはっは、ゲッキョクとかバカですけどー」


    「カルラってば」


    「あはははははは、ふつーツキギメくらい読めますよねえ」


    「……カルラ、これなんて読むかわかる？」


    　僕は紙に「美人局つつもたせ」と書いた。


    「びじんきょくですか？　アナウンサーの採用試験は全部顔採用だとウワサのテレビ局のことですか？」


    　ああ、なるほど、もういいや……やっぱり、カルラは結構おバカなのだとみた。


    「──デモンにバカ呼ばわりされたくないですけど」


    　心を読まれた!?


    　と思ったら、カルラが僕の頭になにかを押し当てていた。


    「な、なにこれ!?」


    　あわてて振りのけると、


    「頭にくっつけた相手の心を読める──」


    　びしゃり、となにかが絨じゆう毯たんの上に落ちた。


    「──ぬるぬるしてて生なま臭ぐさい感情も読み取っちゃう心リーダー『うなちゃん』です！」


    　ウナギが絨毯の上でじたばたしていた。


    「なんでウナギだよ！　ウナギに心を読む能力とかないから。百歩譲ゆずってナマズなら地震を予知するらしいけど。しかもホントに生臭いし!!」


    「そんなツッコミでカルラに勝った気ですか!!　いい加減にするです!!」


    「逆ギレ!?」


    　僕はぬるぬるした粘ねん液えきをティッシュで拭ふき取った。


    「はぁー、お腹なか空すいたですー。お姉ねえちゃんどこですか？」


    「そうだ。今日の夕飯なんだろ？」


    「なんも用意してねーよ」


    　するとキッチンからビスコがやってきた。


    　黒のショートヘアにいたずらっこのようにキラキラした目。ピンクのプリントＴシャツに黒のホットパンツ。


    　我が家の使い魔にして、家事全般をやってくれる──悪魔ビスコ。


    　僕の父が悪魔で母が人間。僕は悪魔と人間のハーフということになるのだけれど、うちの両親はだいぶおおらかというかテキトーというか、僕を置いてヨーロッパに行ってしまった。ビスコは、その母が連れてきた使い魔だった。


    　ビスコは両手にチョコレート菓子の袋を抱かかえて、手を突っ込んではチョコを口に放り込んでいた。


    「え、ないってどういうこと？」


    「ないもんはない」


    「……キッチンでなにしてたの？」


    「チョコ食ってた」


    　これがキッチンドランカーならぬキッチンチョコホリックか……！


    　そんなどうでもいいことを考えている場合じゃなかった。


    「えーっ。カルラの夕飯がないですか!?」


    「ねーよ」


    「えーっ。僕のご飯が──」


    「ねえっつってんだろ！」


    　ええーっ!!　僕だけ怒鳴られた!?


    　ビスコはソファにどっかり座った。なんだか機き嫌げんが悪そうだ。それを察したカルラはささささっとリビングを出て行く。


    「え、えーっと……僕も部屋に」


    「デモン」


    　ひぃっ。


    　ビスコはチョコレートを口の中でもごもごさせながらテレビに顔を向けていた。そのくせテレビ番組などまったく見ていない感じ。


    「アンタさー、あたしになにか言うことあるんじゃないの？」


    　……法ほう条じよう（クラスメイト、バカ）に借りたギャルゲーの存在がバレた？　ビスコのことが好きらしい隣のクラスの男子に「ビスコは最近太ったかなーって悩んでたよ」って言ったことがバレた？


    「特になにもないかな」


    「言え」


    　ひぃぃっ。


    「び、ビスコさんが冷蔵庫にしまい込んでいたとっておきの生チョコを食べました！」


    「それじゃねーよ」
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    「え、違うの!?」


    「っていうかあれ食ったのアンタだったのか……！」


    「墓ぼ穴けつ掘った!?」


    「それとこれとは話が別だろーが。……あたしが聞きたいのは、今日の昼のことだ」


    「ああ、そういえばビスコたち教室にいなかったね」


    「まー、最近悪魔がらみでごたごたがあって、こっちにも影響しないように情報収集が忙いそがしかったからな。アンタだけじゃなくて、あかりのこともあるから些さ細さいなことでも調べとかないといけねーし」


    　へえ……ビスコ、そんなことをしてくれてたんだ。自分や僕のことだけじゃなくて、あかりちゃんのことまで気にしてくれるなんて。


    「そうなんだ、いろいろとありが──」


    「アンタはなにしてた？」


    「え？」


    「昼休み。渡し忘れた弁当、どうしようかと思ってたけどアンタは連絡してこねーし」


    「え？」


    　ことん、とビスコはテーブルに僕もよく知っている布袋を置いた。お弁当だ。あの感じだと、まだ中身は入っている……。


    「あたしはとーっても忙しかったんだ。弁当渡し忘れたのは申し訳ないと思ったよ？　でもアンタは──見たところ昼ご飯抜いた感じでもないみたいだし？　なにしてた？」


    　うん。


    　お昼、お昼ね……。僕はあかりちゃんと、その、ね。


    「……えっと、法ほう条じようの買いパンをちょっともらったかな」


    「あかりといっしょに仲むつまじく食べてたって、その法条が教えてくれたけど」


    　法条ォォォォ！　あいつあとでチャットで文句言ってやる！


    「べっ、別にしょうがないじゃん！　お腹なか空すいちゃったし！」


    「そうだな。あたしがどんな思いでアンタらを守ろうとしてるかにもアンタは興味ないみたいだしな」


    　ぐさっ。


    　興味はあるよ……あるんだけど、なんか聞かないほうがいいかな、って……僕が手出ししても足手まといになりそうだから。


    「だから、あたしは止やめた」


    「止めた……ってなにを？」


    「飯、作るの」


    「ええええええええ!?」


    「食事はあかりが作ってくれるみたいだし、あたしは作らなくていいってことだろぉ？」


    「どうしてそうなるの!?　僕が隠し事したから!?　ビスコのやってることに興味ないように見えるから!?　違うよ、そんなことない、そんなことないんだけど──」


    「ちげーよ……あたしが作った料理はそんなにおいしそうに食べてくれないくせに……」


    「え？　なに？」


    「なんでもねー！　とにかく今日の夕飯はありません！」


    「ええーっ!?」


    　そしてビスコはリビングから出て行ってしまった。


    「ビスコ……」


    　う、うう、なんか妙なところに引っかかったのかな。怒りっぷりがいつもとは違う気がするよ。


    　僕はテーブルの上にあるお弁当を手にした。


    　中はいつもどおりのビスコが作ってくれるお弁当で──。


    　いつもどおり、おいしかった。
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    「デモンくん……味はどうかな？」


    「──うん、おいしいよ！」


    「ほんとう？　うふふ、ありがとーっ」


    　またもお弁当を広げている僕とあかりちゃん。あかりちゃんは今日は僕の分までお弁当を作ってきてくれたのだ。ううう、なんていい子なんだ。


    　うん、ビスコの機き嫌げんは今朝になっても直ってなくてさ、もちろんお弁当なんてあるわけもなくって。


    　でも、災わざわい転じて福となすとでも言うのかな。


    　あかりちゃんのお弁当を二日連続で食べられるなんて……！


    　そんなわけで──昨日と同じように机をくっつけてお弁当を食べている僕たち。


    　昨日もあったことだからか、クラスのみんなもちょっとはこの光景に慣れたみたい。


    　ビスコはと言えば、相変わらずカルラを連れてどこかへ行ってしまっていた。


    「……デモンくん？　やっぱり具合悪い？」


    「そ、そんなことないよ」


    　ぼうっとしていた僕を気き遣づかわしげにあかりちゃんが見つめていた。


    「あ、わかった」


    「え!?」


    「デモンくん……あの人のこと考えてたでしょう？」


    　ぎくり、と身体からだが硬直する。そんなに僕は顔に出やすいんだろうか？　誰のことを考えていたかもバレちゃうくらいに？


    「──エリスちゃんのこと」


    　違った。


    　ビスコのことだよ、と訂正しても面倒なので、


    「うん、実はそうなんだよね……」


    　もっともらしくうなずいてみた。あかりちゃんもかわいらしく眉み間けんにしわを寄せてうんうんとうなずく。


    「ずっとお休みだもんねぇ……」


    「どうしたんだろ。夏休みの後半からだよね？　あかりちゃん、連絡取れた？」


    　ふるふると首を横に振るあかりちゃん。


    「具合が悪いってことなのかな？　でも、それなら僕らに連絡ありそうだよね」


    「うん、お兄さんも来てるし連絡できないってことじゃないと思うよ」


    「そうなんだ──って、お兄さん？」


    「デモンくん知らなかった？」


    　あかりちゃんが言うには、夏休みに駅にいるエリスとばったり遭そう遇ぐうしたんだとか。そのときエリスが言ったことには、この町に来る兄を待っていたのだという。


    「お兄さん……ってドイツから来たのかな？」


    　エリスはドイツ人だし、家族は世界中に散らばっているとか言っていた。


    　まぁ退魔士エクソシスト一家で、世界中の悪魔を追っているのだからしょうがないのかな。


    「ううん、わからないけど……お兄さんもエリスちゃんに似て美形なのかなぁ」


    　確かにエリスは顔だけは美形だからな……思考回路がぶっとんでるだけで。


    「…………」


    　退魔士エクソシストの兄、か。


    　僕がエリスにメールしたり電話したりしても返事がないことに関係してるのかな？


    「エリスちゃんがいないと、部活始められないねえ……」


    　あかりちゃんの言葉で意識が引き戻される。


    「い、いやいや、そんなことない、そんなことないですよ」


    　僕はあかりちゃんを説得した。


    　ビスコもエリスもいないとなれば、あかりちゃんと僕は……ふたりっきりの部活動。


    　やりましょう部活！　始めましょう青春！


    「いつエリスが来てもいいように、始めようよ！」


    「うん──そうだねっ」


    　あかりちゃんは表情を輝かせてうなずいた。


    　僕らは映画部。


    　僕と、あかりちゃんと、ビスコと、エリスと、カルラを合わせて五人の映画部だ。


    　そのメンバーのうちひとりは退魔士エクソシスト、ふたりは悪魔、ひとりはハーフの悪魔、もうひとりはこの世界と悪魔の世界をつなげる扉を開く能力の持ち主なんだけど。


    「デモンくん覚えてる？　約束したこと」


    「約束……」


    「あの神社で」


    　神社──あかりちゃんのお祖じ父いちゃんの家に行ったとき。


    　ああ、そうだ僕はあかりちゃんと約束をした。


    　あかりちゃんは言った。


    　みんなで、映画を撮ろうと。


    　みんな──映画部のみんな。あかりちゃんと、僕と、ビスコと、カルラと、エリス。この五人が映画部なのだから。


    「映画、撮ろっ！」


    「──うん！」


    　僕はうなずいて返して、やっぱり学校に来ていないエリスのことが気になっていた。映画を撮る。映画部みんなで撮る。それならばやっぱりエリスが必要だ。


    



    



    　放課後、僕はひとり東とう鈴りん中学校を出た。


    　部活は明日からだったし、ビスコとカルラは買い物に行くと言っていたし、あかりちゃんは生徒会があった。


    　プリントアウトした地図を手に通学路とは違うほうへと歩いていく。


    　見たことのない町並み、見たことのない人たち。


    　そう言えば、初めてだったよなぁと改めて気づく。


    　エリスの家に行くのは。
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    　退魔士エクソシストの住んでる家って、ふつうはどんなのを思い浮かべるだろうか？


    　ツタのからむ洋館？　黒い鉄てつ柵さくで囲まれたお屋敷？　大きな十字架が掲かかげられてる？


    　うん、まぁ大体そんなところだよね。


    　でね。


    　あった。


    　そんな家が。


    　まずでかい。明らかに日本人の家じゃなさそう。


    　ピカッと暗くら闇やみに雷かみなりでも走ればコウモリがわさわさわさーっと飛び立ちそう。


    　っていうか……これ退魔士エクソシストっていうかむしろ悪魔的じゃない？


    「べ、ベタだなっ」


    　軽くツッコミを入れてみたけれど応える人間なんてどこにもいない。


    　敷地内に入って、十メートルくらい先の巨大な玄関へと向かう。


    　大きな木製扉の横には表札が掲かかげられていて。


    「えーと……Ｂ…………？　うん、エリスの家だな」


    　Ｂのあとは読めなかったけどエリスの名字は「ブリュンヒルド」だから合ってるよね！


    　僕はこんこんと扉を叩たたいた。


    「すみませーん」


    　しーん。


    「す、すみませーん……」


    　しーん。


    　な、なんだこれ、誰もいないの？　押せばピンポーンと鳴るようなインターホン的なものはないの？


    　僕は意を決して思いっきりドアを叩いた。


    「すみま……うぉっ!?」


    　バサバサバサッ、と僕に迫ってくる黒い影！


    「うあっ!?　なに、黒い！　キモイ！　ぎゃー!!」


    　コウモリだ！　大群だよ!?


    　僕は頭を抱かかえて逃げ出した。退魔士エクソシストの家なのに、とんだ悪魔屋敷だ！　も、もしやエリスは退魔士エクソシストと見せかけて悪魔……なのか？


    　だとしたら衝撃の発見だよ！


    　敷地を抜け出すと、コウモリはどこかへ飛んでいった。


    「あ、危なかった」


    「なにが危ないですか？」


    「ひゃん!?」


    　いきなり背後で声がした。


    「かっ、カルラ……？」


    　我が家の小さな同居人がそこにいた。


    「そうだ！　カルラ聞いてよ、実はエリスは退魔士エクソシストじゃなくて悪魔邸に住んでる──」


    　言いかけて、僕はカルラの持っているものに目を留める。


    　黒いボックスを両手で持って、そこにはボタンやらレバーやらがくっついてる。でもって飛び出している二本のアンテナらしきもの。


    「実はエリスがなんですか？」


    　……どうしてカルラがここにいる？


    　……どうしてカルラはそんなコントローラー的なものを持ってる？


    「……どうしてニヤニヤしてんの？」


    「カルラもこの辺に用があったですけど……『あれまあ、この屋敷の前でうろうろしているデモンがいるではありませんか？　【コウモリと色彩の魔術師】ことカルラはデモンにある仕掛けを施ほどこしました』」


    「なにその二つ名！　……もしかしてあのコウモリって」


    「『するとどうしたことでしょう。コウモリに驚くデモンが予想以上の無ぶ様ざまさで転がり出てくるではありませんか』」


    「やっぱりお前の仕し業わざかー！　あとそのよくわからないナレーション口調なに!?」


    「『その無様な姿をちゃんと録画した匠たくみの遊び心』」


    「録画したのかよ!?　それに匠ってなに!?」


    　カルラは胸を張った。


    「当然です！　カルラが編集する『無ぶ様ざまなデモン』シリーズはヌコヌコ動画で絶賛公開中ですから」


    　なにぃぃぃ！　いつの間にか僕の動画がインターネットに公開されている!?


    「ちなみに動画によくつけられるタグは『完全に出落ち』『すべて実写』『ブザモン』などです!!」


    「『ブザモン』！」


    　あとで検索してみないと、なんていう思いは一気に失うせた。


    「さてデモン」


    　散々痛めつけられた僕にカルラはトドメを刺した。


    「エリスの家は、こっちじゃなくて道路の反対側ですよ」


    



    



    　道路の反対側──そちらにあったのはマンションだった。マンション……退魔士エクソシストがマンション……う、うん、まあいいか。


    　そのマンションは五階建てで、エリスはその二階に住んでいるのだそうだ。


    　前からビスコやカルラはエリスがここにいることを知っていた。


    「カルラ遅い──」


    　マンションの入り口はオートロックの自動ドア。その前に立っていたのは、東とう鈴りん中学校の制服の少女──ビスコだった。


    「なんでデモンがここに……」


    「マンションの前にいたです」


    「あのなぁ、いつもめんどくせー生き物は拾ってくるなって言ってるだろ」


    　虫やトカゲのように言うなよ！


    「デモン、なにしに来た？」


    「そりゃ心配になるじゃん。ビスコだってエリスのことが心配で来たんだよね？」


    　僕はビスコの様子をうかがった。


    　もともとエリスとビスコは仲が悪い。


    　エリスは退魔士エクソシストだし、ビスコは悪魔だからね。仲がよくなる理由なんてひとつもないんだけどさ。


    　ただ──僕らは……僕と、ビスコと、エリスは、あかりちゃんを守るためにいっしょに行動してきた。その間にもふたりはケンカしてたけど、大事なところでは協力してくれた。


    　だから真剣に仲が悪いってわけじゃないと思うんだよね。


    「あたしはあのボケ退魔士エクソシストの間まの抜けた顔を見なくてすんで最近は超気分いいけど」


    　前言撤回。仲の悪さは折り紙つきだった。


    「じゃあビスコこそなにしてるの？　ここ、エリスの家なんでしょ」


    「あー……デモンは知らないかもしんないけど、ここにゃエリスの」


    「お兄さんがいる、でしょ？」


    　僕が先んじて言うと、ビスコは「へぇ」と小さく言った。


    「ふっふっふ、僕だってビスコより先に情報を仕入れることだってあるんだよ？　見直してくれちゃっていいよ」


    「ああ、見直したよ」


    　ビスコは素直にうなずいた。


    「今からその兄貴の退魔士エクソシストをボコボコにするけどデモンも手伝ってくれるんだろ？」


    「もちろん僕にできることなら手伝う──」


    　ハァ!?


    　なに、なにビスコさん真剣な顔してそんな物騒なことおっしゃるの!?


    「片かたっ端ぱしから悪魔を魔界に送ってやがる退魔士エクソシストだからな。やられる前に先手を打ったほうがいいだろ？」


    「え、でも、でも、っていうかあの、エリスのお兄さんってそんなに怖い──」


    「……デモン、知らずに来たのか？」


    　一転して、トゲのある声。


    　うっ、なにも知らずに来ました。


    「デモン……アンタねぇ、なにも知らずにヤツと会ったら、問答無用で魔界送りにされてたかもしんねーんだぞ!?」


    「う……うう」


    「……ったく、後先考えずに行動するの止やめろよ」


    「だってさ、ビスコだっていつもナイショで行動するじゃん！」


    「そりゃそうだろ！」


    「おかしいよ！　僕には教えてくれないなんて！」


    「あのなぁ！　アンタに教えてアンタが首突っ込んできたら、ケガするような危険だってあるかもしんない──」


    　え……？


    「ひょっとしてビスコって……ビスコがナイショで行動するのって」


    「違うっ！」


    「ふごぅ!?」


    　僕の腹に衝撃がッ!?


    　息が詰まって僕は前のめりに咳せき込む。ビスコはするりと右みぎ拳こぶしを抜いた。


    「ひ、ひどい、ビスコ……」


    「ほら、ケガしたろ」


    「そういう意味!?」


    「あ、当たり前だろ！　大体、あたしがアンタの心配なんて、別に……」


    　ビスコがもごもご言っていたときだった。


    「お姉ねえちゃん」


    　それまでなにも言わず僕らのやりとりを眺めていたカルラが呼んだ。


    「オートロックのドア、開いたですけど」


    　エントランスに、他に人影はない。なのに自動ドアが開いた。


    　誰かが──マンションに住んでいる誰かが解かい錠じようしたのだ。


    　誰かが。


    「ちっ」


    　ビスコはちらりと天井に取り付けられている監視カメラを見上げた。


    「退魔士エクソシストさんはあたしたちを歓迎してるみたいだな」
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    　階段が見あたらず、二階へはエレベーターを使った。


    　エレベーターから出ると、すぐ目の前に金属製のドアがあるきりだった。


    　プレートに書かれていたのは、


    「『財団法人日本退魔士エクソシスト協会』……？」


    　財団法人っていうものがよくわからなかったけれど、なんだか退魔士エクソシスト協会って社会に認められてる団体なんだなあと今さら思った。


    「あの退魔士エクソシストの兄貴はちょっとした有名人なんだよな。腕の立つ退魔士エクソシストなんだってよ」


    「カルラも聞いたことあるですねー。有名みたいです」


    「へえ……」


    「まあいい。行くぞ」


    　ビスコはドアノブをひねった。


    　中に入るとそこは──赤の絨じゆう毯たん。


    　両脇には四人ずつ腰掛けられるイスが奥に向かって並んでいる。


    　ここ……マンションだよな？


    　うん、入る前は確かにマンションだった気がする。


    　一番奥は一段高くなっていて、体育館のステージにあるような説教壇があった。


    　その上には、大きな十字架。


    　十字架の背後にステンドグラス。ステンドグラスの裏から光が入ってきていて、十字架に後光が差してるみたいだ。


    　教会……なのかな。


    「──我がドイツの生んだ哲学者フリードリヒ・ヴィルヘルム・ニーチェはこう言った。『神は死んだ』と。だが見たまえ──世界は光にあふれ、闇やみは駆く逐ちくされゆく。これはすなわち神の所しよ業ぎようではないか？」


    　不意に声が響いてきた。中音域で深い、男の人の声。たぶんこういう声を美声とか言うんだろう。


    　その声の主は、説教壇のすぐ前のイスから立ち上がった。


    「ごきげんようグーテンターク、皆さん」


    　すらりと背が高い。


    　髪の毛は金色、若じやつ干かんウェーブがかかっていて長い。


    　上下ともに真っ白の服。右手を胸の前で握りしめ、肩掛けのようにひらひらとしたものが背後に流れている。


    「東とう鈴りん中学校の生徒だろう？　こちらへ来なさい」


    　僕らは入り口で彼を見つめていた。


    　その人がエリスのお兄さんだということを僕は疑わなかった。目の色は澄んだ湖みずうみのようにブルー。色は白く、切れ長の瞳にどことなくエリスと重なる面おも影かげがある。


    　こちらを見る視線は敵意こそないけれど冷たく光っていた。


    「私はアルベルト＝ブリュンヒルド。エリスの兄だよ」


    　アルベルトは胸元で握っていた手を離した。十字架のネックレスが、ぽん、と彼の胸で跳ねた。


    　口を開こうとした僕を、ビスコが手で制する。


    　その目は深しん紅くに輝き、アルベルトと名乗った男を警戒しまくっていた。


    　アルベルトは──僕はこのときまで彼がそんなことをできるとは想像もしなかったけれど、にこりと微笑ほほえんだ。


    「話は聞いている。黒くろ羽ばデモン、ビスコ、カルラ。うむ」


    　アルベルトはうなずいた。


    「三名ともに悪魔だな」


    



    



    　ばちり、とビスコの右手に青色の光が宿る。


    　それはビスコの能力──電撃。


    「──待ちたまえ」
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    　ビスコが行動を起こす前に、制するようにアルベルトは言った。


    「君らを魔界送りにするつもりはない。そこのネクロマンサーも、奇妙な発明品を出さないことだ」


    　アルベルトはビスコの裏でサブマシンガンを取り出したカルラを止めた──ってサブマシンガン!!　どっから持ってきたんだよそんなもん!!


    「おいカルラ、それブッ放したらさすがにあの退魔士エクソシスト死ぬぞ」


    「え～。ダメですか？」


    「だっ、ダメだよ！　片付けてカルラ、それ！」


    　僕が言ったとき、


    「片付けるには及ばない。我われ々われが預かっておく」


    　声が真横から聞こえた。


    「!?」


    　アルベルト!?


    　いつの間にこの距離を縮ちぢめたんだ!?


    　反射的にビスコが電撃を放った──振り返った僕の、目の前にいるアルベルトに。


    　ゆらりと身体からだが揺れたように見えた。


    　電撃はアルベルトの残像を貫つらぬいて、一直線にステンドグラスにぶち当たった。


    　派手な音とともにステンドグラスは砕け散ると、その背後に大量のＬＥＤ電球が見えた。ニセモノの光なのかよ！　……さすがマンション。


    　ＬＥＤの光の中、こぼれ落ちていくガラス片。


    　アルベルトの姿を僕は見失っていた。


    「あっ」


    　カルラの間まの抜けた声が聞こえた。


    　アルベルトがカルラの黒い機銃を取り上げていた。


    「あー、あー、それ手に入れるの苦労したですー！」


    　カルラがジャンプしてサブマシンガンに手を伸ばすけれど、アルベルトはひょい、ひょい、とカルラをかわした。


    　そりゃ手に入れるのには苦労したろうけど！　文句言うのそこじゃないだろ!!


    「私の話を聞く気になったか？　サキュバス」


    「…………」


    　アルベルトの言葉に無言のビスコ。


    　バチッ、バチッ、と身体中から青白い電撃がほとばしっている。


    　近寄られたことに気づけなかった、横を抜かれた、カルラのサブマシンガンを取り上げられた──つまり出し抜かれたことにビスコが怒っている。


    「ああ、アンタの話を聞いてやる」


    　目から電撃でも飛ばしそうなほどににらみつけながら、ビスコは素直に言った。


    　アルベルトはいつの間にか銀色の丸い珠たま──悪魔を魔界に送り返すあの道具を、カルラの頭上にちらつかせていたのだ。


    



    



    「君たちのことはあらかた知っている。──ああ、勘違いしないでくれたまえ。エリスが話してくれたのではない。退魔士エクソシストのネットワークで仕入れた情報だ」


    　僕らは教会の一番前、説教壇に面したイスに腰を下ろしていた。


    　通路側に僕、隣がカルラ、ふてくされてイスふたつ分を占領してそっぽを向いているビスコという順。カルラはと言えば、説教壇に載せられたサブマシンガンばかり見つめている。


    「……デモン、デモン」


    　と言って僕の服の袖そでを引っ張ってくるけれど、カルラ、僕にはあれをどうこうできないよ……。っていうか正直な話、君がサブマシンガンを持っているより安全な気がするよ……。


    　アルベルトはさらさらの髪の毛をかき上げ、長い髪を揺らした。


    　ほう、と息を吐いてから僕に視線を向ける。


    「私がなぜ日本に来たのかわかるかね、黒くろ羽ば弟で門もん」


    「それはわからないですけど……あのー、それよりエリスは？」


    「チッチッチッ」


    　アルベルトは人差し指をぴんと立てると横に振りながら言った。


    　うん、キザったらしいのが好きなんだね、この人。


    「……うぜぇ」


    　うん、ビスコは独り言にしては大きいからね。


    「……サブマシンガン」


    　うん、カルラはあきらめようね。


    「今この場で主導権を握っているのはこの私だ。無用な発言は慎つつしみたまえ。しかし──そうだな、君たちが今までエリスと行動をともにしていたのだな。であればエリスを心配する気持ちも理解できる」


    「あ、はい、元気だったら別にいいんですけど」


    「ふむ、デモンと言ったか……君はエリスに好意を寄せているのだな」


    「はい。──はいぃ!?」


    　好意って、え、好きってこと？　ああ、ほら、好きか嫌いかでは言ったら好きだし、もちろん僕らは友だちとして……、


    「エリスのことを思って夜も眠れないんだろう？」


    「話が飛びすぎてます！」


    「隠す必要はない。日本人はシャイだな。私など幼いころからずっと夜も眠れないぞ？」


    　それは病気だよ！


    「見み目め麗うるわしく楚そ々そとして全人類が理想と描えがく女性像のようなエリスに恋する気持ちもわからぬではない」


    「あ、あのぅ、アルベルトさん？」


    「エリスは昔から美しかったからな。ドイツにいたときにはまだ六歳にもならないというのに求婚者が一ダース半もいた」


    「ちょっと、聞いてます？　っていうか六歳に求婚って？」


    「うちのエリちゃんはかわいいからな……それだけに害虫もつきやすいのが問題だ。できることならエリちゃんのために一邸丸ごと無む菌きん室の屋敷を用意したいくらいだ。ドイツでは言い寄ってきた男を片かたっ端ぱしから血祭りに上げるのが私の日課だったが、エリちゃんが日本に来てしまってから手が届かなくなってしまった。だがもうその心配はない！　私はこうして日本に来た。日本の男どもよ、私はやってきたぞ」


    　ああ──僕はなんとなくわかった。


    　この人、妹を溺でき愛あいしちゃうタイプの人だ。


    「……うっぜぇな、このシスコン野郎」


    　そうそうシスコンっていう──ってビスコ、声がでかい！


    　ぴたり、とアルベルトの言葉が止まった。


    　右手でそっと耳にかかった髪の毛をかき上げる。


    「私は、断じて、シスコンなどではない……ッ!!」


    　ほら、なんか怒ったよ!?


    「考えてもみたまえ、ミロのヴィーナス像しかり、アルプス山脈の自然しかり──美しいものは率直に、虚きよ心しん坦たん懐かいに『美しい』と賞賛されるべきだ。それを『シスコン』などという、まるで私の目が曇くもっているかのごとき言葉を口にしないで欲しい」


    「わかってんじゃん。アンタの目が曇ってるって言ってんだよ」


    「エリちゃんが健康的な毎日を過ごせるように三人の栄養士と九人の料理人に食事を用意させるどこがシスコンだというのかね！」


    　うわあ、シスコンだぁ！


    「あんなアホ退魔士エクソシストのためにそこまで労力をかけられるアンタは見上げた野郎だよ。ああ、これ『見上げたバカ野郎』って意味な」


    「『アホ退魔士エクソシスト』とやらが私の家族を意味しているのならば、貴様は死ぬ覚悟をもってその言葉を吐いたのだな？」


    「わああ、待ってください、待ってください！　ビスコも電撃構えるの止やめて！　アルベルトさんもその退魔士エクソシスト道具一式みたいなのしまってください！」


    　僕はあわてて立ち上がった。ビスコはともかく、アルベルトの白い服の袖そでからジャキンとなんか刃物類がいっぱい出てきたのだ。


    　エリスのレーヴァテインといい、この人といい、退魔士エクソシストってのは隠し刀みたいなのが好きなのかな？　ひょっとして忍者なの？


    「僕らはエリスが心配で来ただけなんです。連絡取れなくなっちゃったから」


    　僕が言うと、するするするっと刃物類がアルベルトの袖に吸い込まれていく。ちらりとダイナマイトも見えたような気がするけど、この人はひとりで戦争でも起こすつもりなのか。


    　アルベルトは、こほんと咳せき払ばらいをひとつして、


    「ふむ……であれば認めるな？　我が妹のエリスに好意を寄せていると」


    「え、あ、え……は、はい、好意っていっても別に──ひゃんっ!?」


    　ビリッてきた！


    　ビリッて手にきたよビスコ！　素知らぬ顔で口くち笛ぶえ吹いてもビリビリできるのあなたしかいないでしょーが！


    「エリスは元気で、このマンションにいる。しかし今は我われ々われの話を進めるべきであると私は提案する」


    「……我々の話？」


    「知っているだろう。『開かれたままの扉』の話だ」


    　アルベルトはうかがうように僕を見た。


    　どきり、とした。


    「開かれたままの扉」。それは魔界と人間界をつなぐ「扉」のひとつ。「扉」はふつう一体の悪魔を通すと閉じられてしまうのだけれど、その「開かれたままの扉」は今まで開きっぱなしなのだ。


    　強力な悪魔が通ることも問題ないほどの力を持った「扉」だという。


    　そしてその「扉」は今でも成長を続けている。


    　さらにその「扉」を開いたまま固定化させようとしている悪魔がいるとかで、「扉」がどこにあるかは巧妙に隠されているのだとか。


    「扉」の固定化は、来年の「皆かい既き日につ食しよく」の日ではないかと言われている──。


    　僕は右手を握りしめた。


    　そこには二重の円と奇妙な文字が描かれている。


    　あかりちゃんのご先祖様から託された「開かれたままの扉」を閉じるという「カギ」だ。


    「僕たちと、扉と、なにか関係が……」


    　アルベルトが、まったく感情のこもっていない目で僕の顔を見つめる。


    　僕がついているウソを見破ってやろうとでも言いたげで。


    　それはとても居心地の悪い時間だった。


    「知らないはずはないだろうが……まあ、いい」


    　アルベルトが言うと、僕の周囲に張り詰めていた空気まで緩ゆるんだみたいだった。


    　ふっ、と僕が息をついたのもつかの間だった。


    「『開かれたままの扉』が開けられたのは今からちょうど十年前のこと。場所はイタリアのヴェネツィアだった」


    「イタリア……ヴェネツィア？」


    　聞いたことのある地名だった。それも、割りと最近。


    　僕が思い出す前にアルベルトは言った。


    「当時、イタリアへ旅行中だった七なな竈かまど一家。その長女にして四歳だった七竈あかり。彼女が扉を開けたのだ」
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    　沈黙が教会内を支配していた。


    　あかりちゃんが、扉を開けた？


    　扉を開ける、っていうだけなら珍しいことじゃない。あかりちゃんは無意識に「扉」を開いてしまう能力者だからだ。


    　でもその能力を持つ人間は世界中に何人もいるのだと聞いていた。あかりちゃんは特別な能力を持っているらしい……。けれど能力者の中では取り立てて特別じゃないはずだ。


    「『開かれたままの扉』を開いた張本人が、あかりだってことかよ」


    　ビスコは平然と言った。


    　僕の頭はまだ混乱していたのに。


    「そのとおりだ」


    「扉はヴェネツィアにあるのか？　イタリアにゃ退魔士エクソシストの総本山があるんだろ」


    「前者の質問への答えはノーで、後者はイエスだ。ミラノにある退魔士エクソシストの本部は当時混乱を極めており、巨大な扉が開かれたと気づくのにかなりの時間を要したという」


    「扉はどこにある」


    「目下探索中だ」


    「扉の存在もわからないのに、なんであかりが開けたってわかる」


    「…………」


    　一瞬、アルベルトは戸と惑まどったようだ。


    　僕らに言ってもいいものか──そう悩んでいるように見えた。


    「……悪魔観測所を知っているな？」


    　アルベルトの問いに僕は答えた。


    「天気とか、電波の乱れとか、なんかそういうのを観測してるところでしょ？　神しん格かく悪魔が出てきたときにわかるっていう」


    　神格悪魔──たとえばこの前、僕たちの前に現れたロキみたいなやつだ。


    　やつみたいなのがこっちの世界に出てくると、魔力が強すぎるために異常気象を引き起こしたりするらしい。


    　悪魔観測所はそういうのを観測して、神格悪魔の出現をいち早く察知する。


    「うむ。悪魔の力というものは、退魔の力と表ひよう裏り一体のものだ。悪魔の出現を感知しようとしていると思わぬ掘り出し物を見つけたりもする。──先日、悪魔観測所から連絡があった。強大な力を持つ『カギ』が出現したという」


    　カギ。


    　あかりちゃんのご先祖様である「予言者」が僕に託してくれたカギのことか。


    　……あ。


    　そっか──どうして「予言者」がこんなカギを僕に託せたのか。


    　それは「開かれたままの扉」を開けたのがあかりちゃんだから。


    　七なな竈かまど家に流れる血の力が扉を開き、扉を閉じるカギを生んだ。


    「カギの出現した場所は、日本だ」


    　それからアルベルトはある地名を口にした。


    　その場所は、あかりちゃんのお祖じ父いちゃんの家があるところ。僕らが夏休みに遊びに行って、僕がカギを託された場所でもある。


    　アルベルトはそこに七竈一族が住んでいたことを知っている。そしてあかりちゃんたちがイタリアに旅行していたことも把は握あくしている。扉の出現した位置とあかりちゃんのことを考えれば、自然と扉を開いたのがあかりちゃんだとわかる。


    「よもや君たちはカギについてなにか知っているのではあるまいな？」


    　アルベルトの目が疑うように光る。


    　退魔士エクソシストたちは、まだ僕がカギを手にしていることを知らない……？　エリスはアルベルトに話していないってことか？


    　どうしよう。話したほうがいいんだろうか？


    　そうだよね。カギを使って扉を閉めるなんて大役、僕ひとりじゃ果たせないだろうし。


    「あの──」


    「さっぱり知らねーけど。その退魔士エクソシストネットワークとやらで探したら？」


    　ビスコがさらっと言った。僕に向かって、


    「正直にしゃべったらあとでぶちのめす」


    　という視線を向けながら。ええ。なんていうか背筋にぞわーっと鳥肌立ちました。ええ。ビスコさんはここでようやくアルベルトに優越を感じてうれしいんでしょうね。ええ。口元にやけてますからね。


    「……そうか。ではお帰りいただこうか。これ以上我われ々われが話すこともないだろう」


    「あの、エリスは──」


    「エリスには会わせない」


    　きっぱりと、言い切った。


    「君たちを私の妹の視界に入れることは今後二度とない」


    「え、えええええ!?　なんで急に!?　僕たちが悪魔だったりハーフの悪魔だからですか？」


    「違う。それ以上に、あの『扉』を閉じるには──」


    　言いかけたアルベルト。


    　あの扉を閉じる……あの扉、って「開かれたままの扉」のこと？


    「閉じるには、なんですか？」


    　アルベルトは眉み間けんにしわを寄せ、吐き出すように言った。


    「……その話を今はしたくない。帰りたまえ。私はこれ以上の時間の浪ろう費ひを好このまない」


    「ああ、こっちだってこれ以上こんなところいたくねーや。行くぞ、デモン」


    「で、でも、ビスコ──」


    「行くぞっての！」


    　僕は首根っこをつかまれ、なかば引きずられるように赤い絨じゆう毯たんを歩いていく。


    「ああ、君たち──」


    　去りゆく僕らの背中にかけられた声は、


    「君たちが私の妹とともに、夏休みの間に起きたことを話そうというのならまたここに来るがいい。七なな竈かまど善ぜん次じの家でのことをね」


    　ビスコの足が一瞬止まり、また歩き出した。


    　アルベルトは知っていたんだ。僕らがあかりちゃんのお祖じ父いさんの家に行ったこと──カギのことを。


    　ちっ、とビスコは舌打ちした。


    　僕らは教会から外に出た。


    　エレベーターを待つ間、カルラが僕の肩をちょんちょんとつっついた。


    「……デモン」


    　その表情はどこか切なそうで。


    「ど、どうしたのカルラ──」


    　まさかエリスと会えなくなったことが悲しいのか？


    　そうか、そうだよね。


    　なんだかんだ言ってカルラだって、


    「……カルラのサブマシンガン…………」


    　そっちかよ！


    「せっかく手に入れたのにぃぃぃ！」


    「あきらめろよ！　むしろ僕は心のどこかでほっとしてるよ、カルラの手から凶悪なアイテムが取り上げられたことにね！」


    「ひどいです！　お姉ねえちゃん、デモンがこんなこと」


    「あたしもそれには同感だね」


    「ひどいですぅ！　ひぃどぅいぅぃですぅぅうぅぅ～。お、ちょっといいヴィブラートできたです」


    　僕らはエレベーターに乗り込んだ。


    　エリスに会えない、会わせないと宣言されたことで僕の気持ちは落ち込んでいた。


    　それはたぶん退魔士エクソシストと悪魔の関係ってやつのせいで。


    　でも──僕には落ち込んでいる余よ裕ゆうなんてなかったのだ。


    　翌朝、通学路。


    　いつもの待ち合わせ場所に、あかりちゃんは現れなかった。
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    　赤いポストの前が、毎朝の待ち合わせ。


    　今日は曇くもりがちで今まで残暑残暑なんて騒いでいたのがウソみたいなくらい、きゅっと冷え込んでた。


    「おい、デモン。いつまでここにいるんだよ」


    　ビスコがもう限界だという感じでつぶやく。


    　あかりちゃんが、今日は姿を見せなかった。


    　風か邪ぜを引いたときだって携帯電話にメールをくれる。それなのに今日はまったくなしのつぶて。僕からメールをしても返事がない。


    　寝坊した？　あかりちゃんが寝坊したことなんて今まで一度もないはずだ。少なくとも、物心ついたころからいっしょにいる僕の記憶にはない。


    「待って、あと三分」


    「あと三分で登校時間のリミットだぞ。ここから全力で学校まで走っても」


    「うん」


    「うんじゃねーだろ。どうすんだ、カルラなんてとっくに行っちまったしよー」


    「ビスコも行ってていいから」


    「バッ、なんだよその言い方！　いっしょに待ってやってるのに！」


    「う、うん、それはありがとう。ほんと、ありがと。でもビスコまで遅刻させるわけにいかないじゃないか。ね？　だから先に行って」


    「…………」


    「ビスコ？」


    「……やだ。あたしも残る」


    「どうして？」


    「……別に、あたしの勝手だろ」


    　ビスコは、ぷい、と顔を背そむけてしまった。


    　ああ、怒らせちゃったかな……でも怒るんなら先に行ってくれてもいいのに。


    「……デモン、さ」


    「ん？」


    「……ご飯、のことだけど」


    　ああ、最近作ってくれないご飯のことか。ちなみに言うと昨日の夜も作ってくれず僕はコンビニでお弁当を買った。朝はちょっと早くに起きてパンを焼いて食べた。


    　うん、僕の生活力ってやつは皆かい無むだね！


    「アンタがあたしのご飯を食べるとき、いつも当たり前みたいにするから作りたくなくなって──っていうか……あー、やっぱいいや」


    「え？」


    「やっぱりいいって」


    「う、うん……僕としてはそろそろビスコのおいしいご飯が恋しいというか」


    　まぁあかりちゃんのお弁当だっておいしいんだけどね。でもビスコが作ると年季が違うというか。中学生とプロの料理人の料理を比べたらダメだよなあというか。


    「恋しい……ほ、ほんとか？」


    　するとビスコが僕の顔を急にまじまじと見て、


    「まっ、まぁあたしが作ってるんだからおいしいに決まってるけどねー」


    　それから、ふふ、と小さく笑った。


    　なんだろう、ビスコの感情がころころ変化して意味不明だ。


    「あー、ごほん、そのぅ」


    　ビスコがカバンに手を突っ込んでごそごそやりだした。


    「ほら、これ」


    　差し出されたのは──お弁当だった。


    「……あたしさ、しばらく昼は忙いそがしいから……アルベルトのこととか調べないといけないしさ。だから先に渡しとく」


    「あ、ありがと」


    　そっぽを向いたまま、腕をぴんと伸ばして差し出されたお弁当は温かかった。


    　ビスコの顔もお弁当みたいに熱を持っているのか、ちょっとだけ赤い。


    「なぁデモン。いっそ、今からあかりのうちに行ったら？」


    　あかりちゃんの家まで行くだけで五分はかかる。


    　遅刻は確定。


    「まー、あかりがまったく連絡よこさないってのは確かに変だよな」


    　僕も妙な胸騒ぎがしていた。


    「そうだね、行こう」


    



    



    　チャイムを鳴らすと出てきたのはあかりちゃんのお母さんだった。


    「あら、デモンくん？　え？　うちの子ならいつもどおりに家を出たはずだけど」


    　僕とビスコは顔を見合わせる。


    「どうかした？」


    「あ、いいえ、すれ違っちゃったみたいです。私たちも学校に急ぎますね」


    　ビスコがぺこりと頭を下げ、僕も続いて頭を下げる。


    「しっ、失礼しました」


    　あかりちゃんの家を出ると、僕らはどちらからともなく小走りになっていた。


    「ビスコ、あかりちゃん、あかりちゃんは──」


    「落ち着け。事件に巻き込まれたとか思ってんのか？　そんならまず捜さがさなきゃいけないところがあるだろ」


    「捜さなきゃいけない……？」


    　はーっ、とビスコがため息をつきながら、


    「学校に決まってるだろ！」
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    　一時間目はすでに始まっていて、静まり返った廊下を僕とビスコはひた走る。


    　僕らのクラスは、一時間目は数学だった。


    　初老の先生で、いつもワイン色のベストに蝶ちようネクタイをつけている。眠そうな顔で眠そうな声で授業するのでついたあだ名が「ミスター催さい眠みん術」。


    　教室のドアにつけられた小窓から様子をうかがう──三つの空席。僕と、ビスコと、あかりちゃんだ。


    　やっぱり、いない──。


    　どうして？　ほんとうに事件に……あるいは交通事故とか？


    　昨日のアルベルトの言葉が頭によみがえる。あかりちゃんは「開かれたままの扉」を開けた。もし、もしも、人間に敵対している悪魔がそのことを知ってたら？


    「ビスコ、あかりちゃんはもしかして、ゆっ、誘ゆう拐かいとか……」


    「落ち着け」


    「だって！　あかりちゃん、どこにもいないんだよ……？」


    　鼻の奥がつんとして、思わず声が震ふるえた。


    　あかりちゃんにもしものことがあったら、僕は、


    「──ってぇっ!?」


    　頭をおもっきしひっぱたかれた。


    「落ち着けっての！　バカデモン!!」


    「だ、だってぇ」


    「仮にあかりがさらわれていたとして、アンタがここで取り乱したら問題は解決するの？」


    「しない、けど……でもどうしたら」


    　そのとき教室のドアが音を立てて開いた。


    「お姉ねえちゃん、ここでなにしてるですか？」


    　カルラだった。その向こう、クラスのみんながこちらを見ていた。


    「お姉ちゃん、あかりは無断欠席らしいですよ」


    　ビスコが小声で答える。


    「ほんとうか」


    「はいです。職員室の会話を盗み聞きしたらそんな声が聞こえたですから」


    　それなら確実──、


    「って、さらりとやっちゃいけないこと告白するなよ！」


    「デモンはケツの穴が小せぇです。大根でも突っ込まれて拡張されたらいいです」


    「なんの話!?」


    　僕の胸に、さっきの不安がむくむくと湧わき上がる。


    「──しょうがねーな。気は進まないけど、あそこ行ってみるか……」


    　あそこ……？　僕はビスコを見た。


    「いい機会だからアンタも来な。あそこなら情報があるかもしれない」


    「わ、わかった」


    「カルラも行くです！　バッグ持ってくるです」


    　とっとっと教室内に戻っていったカルラと入れ替わりで、数学の先生が廊下に出てきた。


    「黒くろ羽ば……どうした、遅刻か？」


    　先生に、僕とビスコはふたりで頭を下げた。


    「すっ、すみません！　体調悪いんで早退します！」


    「デモンは私がついていないとダメなんで、私も付き添いで早退します」


    　それを聞いたクラスメイトたちから、「うおー」とか「どういうことだよ」とか「ヒュゥー」とかよくわからない叫び声が上がる。


    「カルラも帰るですー！」


    「……カルラくんも体調悪いの？」


    　怪け訝げんな顔で聞く先生に、


    「別に。健康ですけど？」


    「…………君は授業を受けていきなさい」


    「ええぇ!?」


    　カルラはがっちりと両肩をつかまれてしまった。


    　僕とビスコは学校をあとにした。


    　校門を出たところでビスコが携帯電話を取り出した。


    　どこかに電話をかけると、一言二言話して、すぐに切った。


    「ちょうどいい、みんな集まってるみたいだ」


    「ね、ねえ、僕らどこに行こうっていうの？」


    「あたしが情報を集めるならひとつしかないだろ──悪魔の集会だよ」
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    　悪魔集会！


    　それはつまり、カラスが泣き叫ぶ墓地の真ん中、生いけ贄にえの死体が転がっていて、人外のものどもが奇声を上げる集会……！


    「う、うおぉ……」


    　その場所にたどり着いたとき僕は思わずうなってしまった。


    　うん、雑居ビルの一室だったからね。全然想像と違った。


    　なんていうかフツーのオフィスって感じ？　デスクとイスが並べられてて、ノートパソコンがあって、キャビネットには書類があって、窓にはブラインド、部屋の隅には観葉植物。


    　ただ明らかに「オフィス」じゃないところがあった。


    　中央、ガラスのテーブルを挟はさんで向かい合うふたり。


    　テーブルにはうずたかく積まれたチップとトランプ。


    　片方は──赤い髪で短髪。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男。タンクトップにカーゴパンツなんていうどこからどう見ても「俺ケンカ強いけど？」っていう雰ふん囲い気きだ。金のチェーンを首にさげていて、耳にも金色のピアスが三つ。


    　はっきり言って、怖い。


    　もう片方は頭にぐるりと手ぬぐいを巻いて、長なが袖そでシャツにニッカボッカという工事現場スタイル。見た目は結構年を取ってるようで、僕よりも背が低いんじゃないだろうか。


    　えーっと……ふたりとも悪魔、なのかな？


    　ビスコは黙ってそのふたりを見ていたので、僕も黙っていた。


    　ふたりの男は真剣な表情でにらみ合っている。


    　手元には五枚のカード──ポーカー？


    「へへ、旦だん那なぁ、ここは降りるのが得策じゃあないんですかい？」


    　工事現場スタイルの男が言った。


    「…………その手には、乗らない」


    　ぽつりと赤髪の男が答えた。


    「旦那ぁ、さっきはさっき、今は今でさーね。あっしがどんな手かって想像つくでしょう？　こいつぁすげぇですよ。旦那もカードに自信があるかもしれないですけどね、こいつぁすげぇですよ」


    「…………」


    　赤髪の男は肩を縮ちぢこませて自分のカードをじぃっと見た。カードを内向きにゆっくりと倒しそうになり、


    「…………」


    　また元の位置に戻す。自信が揺れ動いているのが見える。


    「ほらぁ、根こん拠きよのない強気を持ち出すのが旦だん那なの悪い癖くせだ。ここ一発に賭かけるような手なんですかい？　それをぶつければ絶対に勝てるようなすげぇ手？　あっしのはすげぇですよ。こいつぁすげぇですよ」


    「……よくしゃべる男は、自信のない男……」


    　赤髪の男がぽつりとつぶやいた。けれど、よくしゃべらない彼が自信のある男にはとうてい見えなかった。


    「いいんですかい？　そんなら──勝負！」


    　ふたりは同時に手の内を明かした。


    　赤髪の男は──スペード、ハート、クラブのエース。おおっ、スリーカード！　これって結構強いんじゃない？


    「…………」


    　強い──はずの男が、凍りついていた。


    　工事現場スタイルの男が出しているのはハートとスペードのクイーン、それに八が三枚。


    　フルハウス──スリーカードよりも強い。


    「ね、旦那。だから言ったでしょ？　さっきはあっしがブタの手でツーペアの旦那を降ろさせた。今度も同じブタなんじゃないかと疑うのもわかりまさぁがね、毎度毎度同じ手を使うほどあっしも安く──うほぁ!?」


    　男が叫んだのには理由があった。


    　赤髪の男の周囲がゆがんで見えた──というか赤い炎がちらちらと見える。


    「だ、旦那ッ！　燃えちゃダメでしょうがっ！　あ、ああ、あああ──トランプが燃えちまったぁ!!　もう、何枚燃やすんですか！」


    　トランプどころの騒ぎじゃない、ソファにまで引火して表面が黒くなっている。僕もあわてて水を探したけれど水道は見あたらない。


    　赤髪の男がぽつりと言った。


    「…………死にたい……」


    　いやいや、火事で死ぬのはこっちだよ!!


    「おい、こいつを見ろ！」


    　そこへ飛び込んできたのはビスコだった。


    　手に持っていたのは──鉄製のカゴ。


    「…………!!」


    　赤髪の男の動きが止まる。


    　カゴの中にいたのは、ハムスターだった。


    「……ムスちゃん……」


    　火が収まっていく。


    「……ムスちゃんを燃やすわけには、いかないよな……」


    　うおおおい、僕らは燃えてもいいのかよ！


    　やがて男の周りの火はおさまり、ソファに燃え移った火もそこらにあった膝ひざ掛かけを上からかぶせて鎮ちん火かした。


    　はー、来て早々ぼや騒ぎとか……。まあ、疲れたけどひとつはっきりした。


    　この人、悪魔だ。


    　自分で火を起こしても自分は燃えていない。悪魔の能力だ──。


    「デモン。こいつらだけど」


    　火を消し終わるとビスコが言った。


    「そっちの建設作業員みたいなやつは『ホビット』だ」


    「へい」


    　ホビット……ホビットって、あの、ＲＰＧに出てきたりする？　悪魔なの？


    「んでこっちは──」


    　赤髪の男が暗い目でこちらを見た。うおお、こええ！


    「……お前が、黒くろ羽ば弟で門もんか…………」


    　男は僕の目の前まで歩いてきた。


    「あ、は、はい、そうですけど」


    「…………死にたい」


    「はいぃ!?」


    「あー、ほっとけ。こいつの『死にたい』は口くち癖ぐせだから」


    　ビスコが教えてくれたけれど、


    「……俺やっぱり死ぬべきだよな…………それともこの町を燃やそうか……」


    　なんか物ぶつ騒そうなこと言ってますよ!?


    「こいつは『イフリート』。火の妖よう精せいっていうか火の神様。いわゆる神しん格かく悪魔だ」


    「大丈夫なの!?」


    　主にこの町の安全とか、僕の身の危険とか！


    「死ぬ死ぬ言ってるやつほど死なないから平気だよ。…………たぶん」


    　首かしげながら「たぶん」て言わないで。


    　集会、って言ってもふたりだけ？　──と思ったそこへ、やってきたひとつの気配。


    「ちょっとぉ、焦こげ臭くさいじゃないのぉー!!」


    　振り返った僕の目の前に──。


    　胸があった。


    　ぱっくり開いた胸元は谷間がくっきり。


    　紺こん色のナイトドレス。


    　僕の鼻に漂ってくるすさまじいまでの香水の香り。頭の奥がくらくらするくらいに強烈で、いいにおいというかむしろ、食欲をそそるような不思議なにおいで。


    　おそるおそる見上げる。髪の毛はブロンドで、長くウェーブがかかってる。白い肌に赤のルージュが生える。まつげが長くて右の目め尻じりに泣きぼくろがあった。


    　身体からだは完全にもう大人の女性で、肉感たっぷりだ。


    　ネックレスのダイヤモンドがきらきらと目にまぶしい。


    　でも……なんていうか、この場にそぐわない格好というか。あのう、ここはパーティー会場ではありませんよ……と思わず言いたいというか。


    「あらぁ？」


    　女性が僕にようやく気づいたとばかりに言った。


    「私のおっぱいばっかりじろじろ見ちゃぁダメよぉ？」


    　身体がかぁっと熱くなった。いやいやいやいや、そそそそんなことはないですよ、見てないですよ、あ、いや、見てたかもしれないけどそれってそういう服が悪いというか──って思いながらも改めて胸を見てしまった。
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    　お、おお……でかい。ああ、谷間にほくろがひとつある。ビスコとは比べものにならないくらい大きいよな。


    「──デモン」


    　背後から声。


    「いつまでもじろじろ見てんじゃ──ねぇっ!!」


    　振り向いた僕の耳がとらえたのは、ゴゥッという風を切る音。そこにいたのは思いっきり足を上げたビスコで。


    　──そんなに足を上げたらスカートの中が見え……。


    　まで考えた瞬間、横っ面つらに思いっきりビスコのケリが入り、僕の意識は消し飛んだ。


    



    　　　　　　４


    



    　はっ、と目覚めたときには僕はソファに寝かされていた。


    　ずきんと首筋に痛みが走った。それがビスコに蹴けり飛ばされたことだと気づくのには少々時間がかかった。他に身体からだのあちこちが痛いのは、蹴られてすっ転んだせいかもしれない。


    　一瞬見えたビスコのスカートの中は……。


    「あらぁ、起きたの？」


    「ひゃい！」


    　思い出そうとしたことをあわててかき消す。


    　ソファの上から僕をのぞき込んでいるのは先ほどの女性だった。


    「私はサンラミア＝ディ＝ディードよぉ」


    「あ、あの、黒くろ羽ば弟で門もんです……」


    「わかる？　私も悪魔なの。ビスコと同じ悪魔、と言ったほうがわかりやすいかしらぁ」


    　ビスコと同じ──え、サキュバス？　いや、サキュバスならしっくりくるかも。むしろビスコがサキュバスっていうほうがしっくりこないというか。


    「……ふぅん」


    　サンラミアは僕をじろじろ見てからぺろりと舌なめずりすると、振り返った。


    「ビスコぉ……あなたのこっちでの名前も確か『黒羽』だったわよね？」


    　にやにやしながら、こちらへやってきたビスコを見る。ビスコの肩がぴくりと動いた。


    「この見るからにヒンソウなオトコノコがあなたの下げ僕ぼく……な・ん・て・こ・とはないわよねぇ～？　まっさかねぇ～？」


    　ヒンソウ……貧相な男の子？


    　ああ、なんだ、僕のことか。って、わかってもうれしくない！


    　大体下げ僕ぼく、って──ああ、サキュバスって確か、男をたぶらかして下僕にするんだよね。それが実力の証明というか。


    　ビスコは僕をちらりと見てから言った。


    「……あるわけねぇだろ」


    「そ、そうですよ。僕は下僕なんかじゃないですよ。ビスコはうちの使い魔だもん」


    　ソファから立ち上がりながら僕が言う。


    「バッ、デモンっ！」


    「使い魔……使い魔ぁ!?」


    　サンラミアはビスコと僕の顔を交互に見て、


    「使い魔！　使い魔ぁっはっはっはっはっはっはっは！　あのプライドばっかり高いビスコが使い魔!!　あははははははは！」


    「～～～～」


    　ビスコが真っ赤になりながらぷるぷる震ふるえてる。え？　なに？　言っちゃまずかった？　ていうか「使い魔」って意味がほんとは僕ちょっとだけわかってないんだけどね。


    「ね、ねえビスコ」


    「アンタはあとで四回殺す」


    「どうして!?　人は一回しか死ねないはずだけど!?」


    「正確に言うと死ねばよかったと思えるくらいの苦痛を四回味わわす」


    「ひぃぃぃ!?」


    　僕がビスコから死の宣告を受けているところへサンラミアが口を挟はさんだ。


    「坊や。この小娘はねえ。いつも私に自慢してくれたものよ。『あたしはいずれメチャクチャかっこよくて強い人を連れて歩くんだ』ってね」


    「ビスコ……」


    　僕は我が家の同居人を見つめた。


    「あてのない自慢をしていたなんて、ビスコは痛々しいやつだったんだね……」


    「うるっさいな!!　アンタが言うな！」


    　なんだろう、ビスコが必死になって否定している。ビスコがあわてるなんて珍しいこともあるものだ。


    「あらぁ？　ひょっとして」


    「止やめろ……黙ってろサンラミア」


    「まぁさかぁ、この坊やがあなたの言うところの『メチャクチャかっこよくて強い人』なんてわけないわよねぇ？　まぁさかねぇ～？」


    「そ、そっ、ば、バカ、そんな、そんなわけ」


    　あまりにテンパってなにも言えないビスコ。


    　く、我が家の同居人がいじられている！　助けてあげられるのは僕しかいない。


    「そんなわけありませんよ。僕は見てのとおり平均点未満の男子だし、かっこよくもないし強くもありませんから」


    「アンタは引っ込んでろバカぁっ！」


    「ひぎゃんっ!?」


    　電撃が飛んできたのであわてて伏せると、歩いてきたイフリートの身体からだにバチバチバチッと当たった。


    「…………」


    　イフリートは電撃の当たった部分──左肩あたりに触れて、その手を見た。


    「……死にたい……」


    　他に言うことないのかよ！


    「さぁってビスコの姐ねえさん、わっしはこれから仕事はいっとりますんで手短にお願いできやすか。新築マンションの案件が入って大おお忙いそがしなんですわ」


    　イフリートの陰から出てきたホビットが言う。見た目どおり建設業界の人らしい。


    「わかってるよ。みんないるなら話そうか」


    　ビスコの言葉で僕はここに来た目的を思い出した。


    　あかりちゃんのことを調べなきゃ。


    「ああ、黒くろ羽ばの旦だん那な──そこの紙袋を取ってもらえます？」


    「紙袋？」


    　デスクのひとつに載っている紙袋に気がついた。


    　言われるままに紙袋に手を伸ばすと、


    「うおっ!?」


    　がさがさがさっ、といきなり紙袋が動いた！


    「彼女をお話の仲間はずれにしちゃあいけませんでしょう？」


    　ホビットが歩いてきて紙袋を取り上げた。


    「か、彼女……？」


    「へい。見てみますか？」


    　紙袋をぱっと僕の目の前で開いた。


    「────」


    



    　くっせぇぇぁぇひょわぅぁあああああああああああああああああ!!


    



    　鼻が曲がった！　九〇度くらい!!


    　これは、あれだ、かつて嗅かいだメタコロギリス並みの悪臭だ!!


    　紙袋の中に入っていたのは──。手だけ。なんだ、手か。


    　ていうか怖いよ！


    「慣れないとちょっとこのニオイはくるかもしれねえっすね。なんせ彼女は」


    　ホビットはにやりとした。


    「ゾンビですからねえ」


    　ゾンビ!?


    「イタズラにしてはちょっと趣味が悪いわ。田た中なかさんに返してらっしゃいよぉ」


    　田中さん!?


    「い、イタズラだったの……」


    「へい。ゾンビの田中さん。今日は右手だけ来たんですわ」


    　紙袋の口から、緑がかった指の先がはみだしている。すっ、すっ、と横に動いたけれど、なにを言おうとしているか僕にはさっぱりだった。ていうか、わかりたくない。


    「そんじゃ改めて聞くけど」


    　ビスコが言った。


    「教えてほしいんだけど、この辺の悪魔で人さらいをしたやつとか、これからしようとしてたやつとか知らねーか？」


    　うおお、単たん刀とう直ちよく入にゆうというか直球だな。


    　三人の悪魔は顔を見合わせた。


    「さぁ～？　最近はここいらも平和だけどねぇ」


    「…………知らない、死にたい」


    「わっしも聞いたことありませんなぁ」


    　ゾンビの指は引っ込んでいた。


    　全員、ノーってことかな。


    「おいおい」


    　ビスコはやれやれとでも言いたげに首を横に振った。


    「あたしらはこの町に住む同じ悪魔の仲間だろぉ？　なに隠し事してんだよ」


    「ビスコはあとから来た悪魔でしょぉ？　それに隠し事なんてしてないわよぉ。ねぇ？」


    　サンラミアがホビットとイフリートを見る。


    「へい。サンラミアの姐ねえさんがおっしゃるとおりで」


    　と視線を横にずらしながら答える。隠し事してる雰ふん囲い気きもりもりじゃないか！


    「……イフリート。そうなの？」


    　ビスコが念を押すと、イフリートは顔を伏せてもじもじと手を組んだり離したりした。


    「ちょっとぉ、変な言いがかり止よしなさいよ」


    　サンラミアが言ったけれど、ビスコはそれを無視してイフリートに詰め寄った。


    「イフリート、こっちを見て」


    「…………」


    「ハムスターのムスちゃんに誓ちかえる？　隠し事はしてないって」


    「……お、俺、隠し事なんてしてない……」


    「ムスちゃんにウソつくの？」


    「……俺……別にサンラミアに女の居所を口止めなどされてはいない……！」


    「やっぱり知ってるんじゃねーか！」


    「ああっ……死にたい……」


    「ちょっとぉ、死になさいよバカイフリート！」


    　サンラミアが声を荒らげると、


    「死ぬのはアンタよサンラミア！　なんで隠そうとすんのよ！」


    「べっつにー。ただ嫌いやがらせしようとしただけだけどぉー？」


    「それがダメだっつうのよ！　デカ乳ちち！　シリコン！」


    「でかっ──シリコン、って、あ、あなた、自分が貧乳だからってそういう言いがかりみたいな悪口止やめてくれるかしら!?」


    「貧乳だぁー!?」


    　ビスコの身体からだが青白い電撃に包まれ、サンラミアが両手に黒い魔力を漂わせたので、僕はあわてて声を上げた。


    「あ、あのっ！」


    　うおお、ヤバイ、言わなきゃよかった。サキュバスがふたりそろって殺人ショーでも開きそうな目でこっち見てくる。


    「あのう、そのう、ケンカは止めましょうよ、ね？」


    　するとホビットが小声でイフリートにささやくのが聞こえた。


    「あの旦だん那な、確実に死にましたねぇ」


    「…………」


    　黙ってうなずくなよイフリート！


    「あらぁ、ちょうどいいわぁ。ねぇ坊や。坊やはおっぱいが大きいのと小さいの、どっちが好きかしらぁ？」


    「え？」


    「ちょっ、サンラミア！」


    　いきなりすさまじい質問がぶつけられたと思うと、サンラミアが胸の下で腕を組んだ。ずっしりと重そうなふたつの、お、おっぱいが、腕にのっかって震ふるえている。


    「ふう……」


    　なんて悩ましげなため息が似合うほどにその存在感はある。


    　っていうか……い、今僕が気づいたことを口にしていいだろうか？


    　サンラミアは──ブラジャーをつけていないのではないだろうか？　俗に言うところの「ノーブラ」という状態ではないだろうか？


    　だとしたらこれは大変な事態だ！　だって、あの大きさでブラジャーをつけていなければ、走ったときとか、大きな動きがあったときとかに、そ、そのう。


    「この格好で運動すると、はみでちゃうのよねぇ」


    　やっぱりぃ──!!　や、や、や、やっぱりぃ──!!


    　僕が──僕だけじゃなく、ホビットやイフリートもサンラミアの胸に釘くぎ付づけになる中で、


    「ふう……」


    　腕組みをしたビスコがため息をついた。


    「どうしたの、ビスコ。この部屋暑い？」


    「死ねバカァ!!」


    「ぎゃああああああっ!?」


    　握られた腕からほとばしる、か、雷かみなりっ!!


    　たっぷり十秒ほどは僕の身体の骨組みが透すけて見えるほどに電流を走らせて、


    「はぁっ、はぁ、はぁっ、アンタ、は、もう……バカヤローっ！」


    　床に倒れている僕に向かってビスコは毒づいた。


    　ああ、世界が白くぼやけて見える……。


    



    



    　ようやく僕が復活したころには、ホビットは仕事があるからとどこかに行ってしまっていた。紙袋のゾンビ（右手）も連れて。


    　話はさっき中断されたままらしい。


    　ビスコはぶすっとした顔で外を見ているので、僕は改めてイフリートとサンラミアに聞いてみた。


    「あの……できたら教えていただきたいんですけど。あかりちゃんがどこにいるか……ご存じなんです、か？」


    　サンラミアは僕を見ると、ばつが悪そうにこめかみを人差し指でかいた。


    　ビスコの電撃をくらった僕に同情しているのかな？


    　まぁ間違いなくあなたのせいですけどね！


    「えっとねぇ……悪魔といっしょってワケじゃないけどぉ。あなたたちが知ったところでなにもできないわよ」


    「どういうことですか」


    「あの子は保護されたのよ……退魔士エクソシスト協会に、ね」


    　退魔士エクソシスト協会。


    　あかりちゃんを保護したことに、アルベルト＝ブリュンヒルドが関与している!?
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    　　　　　　１


    



    　保護された、というのはどういうことかわからなかったけれど、サンラミアが言うにはあかりちゃんを連れて行ったのは退魔士エクソシストで、当然アルベルトも関係しているのだそうだ。


    　だから──昨日に引き続き、やって参りました退魔士エクソシスト協会のあるマンションに。


    　マンションが見える通りの角で、僕らは立ち止まっていた。


    「人の出入りが結構あるな」


    　ビスコに言われて見てみると、なるほど昨日は誰もいなかったマンションのエントランスに、黒服の男が立っている。ぽつりと人が入ったり、出て行ったりもしていた。


    「あれって退魔士エクソシスト？」


    「だろーな。さて、どうするか……」


    　ビスコは僕の肩をぽんと叩たたいた。


    「二手に分かれるぞ。マンションに他に入り口がないか探せ」


    「えぇ!?　ふつうに入っていけばいいじゃない。昨日だって、アルベルトは僕らを傷つけようともしなかったし」


    「アンタはどこまでお人好しなんだよ。百万歩譲ゆずってあのタコ野郎が紳しん士しだとしても、他の退魔士エクソシスト全員が悪魔に対してウェルカムってわけじゃねーんだ。……二手に分かれよう。マンションの真裏で合流だな」


    「ええーっ!?」


    「しくじるなよ」


    　ビスコはさっさと行ってしまった。


    　マンション周囲は二メートルくらいのフェンスに囲まれていた。しかも内側には茂みがあるので容よう易いに中はうかがえない。


    　周囲を見回すと閑かん静せいな住宅地。


    　マンションの敷地と道路の合間には大きな木が生えていた。木の種類はわからないけれど、子どもたちが遊んでいるのだろうか幹みきは泥どろだらけで、ところどころ皮がはげていた。


    　ぴこーん。


    　ひらめいた。ひらめいちゃいました。ここ、登ってみたらいいんじゃね？


    　道路を一本挟はさんでいるからマンションの中には入れない。でも、木の上から見回すことはできる。よしよし、我われながらグッドアイディア。


    



    



    「…………ひっ、ひっ、はぅ、ふぅ」


    　案ずるより産むが易やすしということわざはたぶん間違ってる。なんだよ、なんでこんなに登るの大変なんだよ!?　木の枝にしがみついてる最中で散歩されてる犬に吠ほえられるし、犬を連れてるお姉ねえさんは青い顔で震ふるえるように僕から顔を逸そらすし、なに、僕の顔そんなにひどいですか!?　それとも必死すぎて怖いですか!?


    「んしょ──っと」


    　ナメクジのようにずりずりと、一本の太い枝をよじ登った僕。


    　ちょうど高さは二階くらいでマンションのフェンスも目線より下にある。


    　確か二階全部が退魔士エクソシスト協会のものなんだよな……あかりちゃん、ここにいるのかな？


    　それに、エリスも。


    「むう」


    　教会ふうだった内装に比べて、外側はふつうのマンションだった。


    　ベランダがあって、部屋ごとにしきられてる。


    　僕から真正面の部屋──そこのカーテンが半分、開いていた。


    「あれ……もしかして」


    　中は寝室みたい。ベッドのようなもの、タンスなんかが見える。


    　でもってベッドに腰を下ろしている女の子。


    　長い金髪を左右でぎゅっと縛っている。ちょっとだぶついたロングＴシャツに膝ひざ丈たけのスカート。ハイソックス。


    「エリスだ……！」


    　気づくかな？　大声を出したら他の退魔士エクソシストにも気づかれちゃうだろうか？　でもエリスならあかりちゃんがどこにいるか知ってるかもしれない。


    「エリ──」


    　声が止まった。


    　エリスが不意に立ち上がったのだ。そして髪を縛っていたゴムを両方いっぺんに、器用に外してしまった。


    　ふわりと広がる金色の髪。


    「え、エリス……さん……？」


    　エリスはがばりとＴシャツを脱いだ。


    　え？　え？　え？　なに、なんなの？


    　思う間まもなく下に着ている薄ピンクのタンクトップがあらわになった。白くて細い二の腕。こちらに背を向けて髪を整える。


    「や、待って、それ以上は、ちょっと、ちょ──」


    　エリスはタンクトップの裾すそを両手でつかむと、ぐっとまくり上げた。白い背中、すらりとした横腹がまぶしくて。


    「ウウウウゥゥゥゥゥゥゥ……」


    　僕はうなり声を上げると──え、うなり声？


    「ウアォゥッ！　バウバウッ!!」


    「犬!?」


    　僕じゃない！　眼下、路上でこちらを見上げて吠ほえている犬。黒くてデカイ犬。空港とかにいて麻薬のニオイとか嗅かぎつけてはワンワン言ってそうな。


    「おい、お前なにしてる！」


    　って、その犬連れてるのって退魔士エクソシストさんじゃないですか!?　ダークグレーのスーツで、がっちりした体型。首にロザリオ。これは間違いない。


    「い、いやっ、あのっ、別に僕、怪しい者では……」


    「中学生が制服を着て平日の昼間から木登りか！」


    　怪しさマックス！　指摘が的確すぎる！


    「いったいなんの騒ぎ──」


    　がらりとガラス戸の開かれる音がした。


    　ベランダに顔を出した金髪の少女は、


    「──デモン？」
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    　驚いて目を見開いていた。


    　僕もびっくりした。


    「エリス……」


    「どうしてあなたがここに？　今日は学校では」


    「エリス、久しぶり──の前に、あのね」


    　僕は言った。


    「服を……着てくれないかな」


    　タンクトップも脱いで、その、エリスは上半身にピンク色のブ、ブラ的なものしか身につけてなくてですね？


    「～～～～」


    　甲かん高だかい叫び声とともになにかが飛んできた。ガムテープ、花か瓶びん、クッション、カッターナイフ──って、


    「エリス、カッターは危ないよカッターは！　痛ッ！」


    「バカですわっ！　こっちを見ないでください!!」


    　当たった！　辞書がおでこに当たった！


    「……なかなか楽しそうだな」


    　僕が木の上でバランスを崩しつつおでこの痛みに堪こらえていると、冷たい声が聞こえた。


    　路上から見上げている白い服の退魔士エクソシスト。


    　アルベルトは無表情なまま僕に告げる。


    「下りたまえ。我われ々われは話をしなければならないようだ」


    「あ、あの、その」


    「……妹を傷つけたことをどう償つぐなってもらおうか」


    　ヒィィ！


    　退魔士エクソシストなのに悪魔的に怖い！


    　僕が必死で助けを探すと、すでにエリスはカーテンを閉め切っていた。


    　僕の仲間は──そうだ、ビスコ！


    　ビスコは逆回りでそろそろこの辺りまで来ているはず──やっぱり！　遠くの家の陰にビスコがいる！


    　するとビスコは、


    「え？」


    　すんごい笑顔で親指一本立ててウインクして見せた。


    　で、姿を消した。


    　ビスコぉぉぉ!?　見捨てないでよ！


    　すでに五人ほどの退魔士エクソシスト（と、犬）に囲まれている中、僕はのろのろと木から下りた。


    　すぐさま両腕をつかまれ、連行される犯人のように僕はマンションへと連れ込まれた。
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    　教会の最前列。膝ひざを床について両手を組んで頭こうべを垂たれている──僕。


    　ステンドグラスは半壊したままだった。


    「懺ざん悔げせよ。さすれば罪は許されよう」


    　説教壇の前、アルベルトが言う。


    「え、えっと、木に登っちゃいました……」


    「それで」


    「えーっと……それだけかな……」


    「ウソをつけ！」


    　パァンッと説教壇が鳴った。木の棒でアルベルトが叩たたいたのだった。


    　怖いよこの人！　ていうか罪を許す気なんか絶対ないでしょ！


    「え、エリスと目が合いました！」


    「それで」


    「えーっと……それだけです」


    　パァンッ!!


    「のぞこうとかそういうつもりじゃなかったんですよ！　ほんとですって！」


    「……私ですらまだ見たことがないというのに……！」


    「え？」


    「エリちゃんの下着姿を目撃しエリちゃんの清らかな姿に欲情し、『お兄ちゃん……今日はいっしょに寝よっ』と無理矢理言わせただとぉぉぉぉ!!」


    「それはあなたの願望でしょう!?」


    「認めん、認めんぞ、貴様と妹の婚約など！」


    「なんで今その話がッ!?」


    　っていうかアルベルトも知ってるってことは、うちのバカ父が勝手に話を決めたらしいエリスと僕の婚約話ってのは本気なのか？


    「ふぅーっ、ふぅーっ、ふぅーっ、ちょっと興奮してしまったようだ……」


    　アルベルトは説教壇に置かれていた水差しからグラスに水を注ぐと、一息に飲み干した。


    「あの……大丈夫ですか？」


    「大丈夫だ。君を苦しめるための刑けい罰ばつを百六十ほど思いついただけだ」


    　大丈夫じゃないのは僕のほうだった!!


    　そこへがちゃり、と奥へと続く扉が開いた。


    　そこから出てきたのはふたりの少女。


    「エリス──あかりちゃん！」


    「デモンくん」


    　制服姿のあかりちゃんが小走りにこちらに駈け寄ってくる。


    　立ち上がった僕に、


    「待ってたんだよっ」


    「え？」


    　あかりちゃんの思いがけない──よくわからない一言。


    　やってきたエリスは僕から目を逸そらしながら言った。


    「彼女はデモンが来るまで協力しないと言うのですわ」


    　あ、あれ？


    　その目の逸らし方って……なんていうかさっきの下着のことを怒ってるとかそういうんじゃなくて。


    　なんだかこう、僕を拒絶するような……。


    　よそよそしくて。僕は初めて会ったときのエリスのことを思い出した。


    　事情がよく呑のみ込めない僕にアルベルトが言った。


    「──実は七なな竈かまどあかりさんの家に、彼女を誘ゆう拐かいするという予告状が届いた」


    「誘拐!?　それって犯人は悪魔──ふごぉっ!?」


    　突き刺さった。アルベルトの突きが、僕の横腹に！　しかもあかりちゃんからは見えない角度で！


    「……愚おろか者、言葉を考えろ」


    　耳元でアルベルトの声。


    　そ、そっか、あかりちゃんの前で「悪魔」とか言ったらダメじゃないか。


    　あかりちゃんの能力は魔界とこちらの世界をつなげる「扉」を開く能力だ。その能力は今は未完成だけど、もしも覚かく醒せいしてしまうと「開かれたままの扉」が大きさを増して、いろんな悪魔がこっちの世界に来てしまう。


    　覚醒させないためには、悪魔を意識させないこと。というか悪魔を秘密にしておくことだ。


    　だから僕はあかりちゃんに吸血鬼のこととかいろいろ隠してきた。


    「誘拐……」


    　そうか、「誘拐」というのはあかりちゃんを保護するための口実か。


    　僕が理解したよとうなずいて見せると、アルベルトも小さくうなずいて返した。


    「誘拐が実行される前に我われ々われが七竈さんを保護したというわけだ。七竈さんはここにいる限りは安全──この秘密警察本部なら」


    「ぶっ」


    　噴ふいた。噴き出したよ。秘密警察本部って！　今どきどんなウソついてるんだよ!!


    「すごいよねぇ～。秘密の警察なんだって」


    　あ、あかりちゃん。人を信じるのもたいがいにしたほうがいいよ！


    「あのね、デモンくんが来たら相談したかったの」


    「相談？」


    「私、イタリアに行かなくちゃいけない……んだって」


    「はぁ!?」


    「危機が去るまでは日本を離れていたほうがいい。今、七なな竈かまどさんのご両親を説得しているところだ」


    　アルベルトが淡たん々たんと言う。


    　危機が去るまで──というのは「開かれたままの扉」が片付いたらってことだろうか。退魔士エクソシストはこの問題を解決する方法を知っているんだろうか？


    　でも、それにしてもムチャクチャだ！　あかりちゃんだってすげぇ不安そうな顔で僕を見てるし。確かにいきなり「明日から君はイタリアで暮らすんだ」と言われれば、誰だって不安になるだろうよ！


    「強引すぎる……」


    　僕が言うと、アルベルトは、


    「しかたない。だが我われ々われは急いでいる──敵はすぐそこに迫っているからな。もちろん彼女の両親が納得しなければならないが、それには自信がある」


    　アルベルトはこっそりと人差し指と親指でわっかを作って見せた。うおい、金で解決する気かよ！　とはいえ、退魔士エクソシストなら術かなんかでご両親をごまかすくらいのことはしそうだ。


    「もちろん日本政府にも話をするがな」


    「政府!?」


    　どんどん話が大きくなる。僕は現実感のない言葉の連続に頭がくらくらした。


    「デモンくん……私どうしたらいいのかな」


    　服の袖そでを、そっとつかまれた。


    　ハッとした。そうだ一番不安なのはあかりちゃんじゃないか。僕がちゃんとしなくてどうするんだ。


    「あかりちゃん、平気。あかりちゃんが危険なことはひとつもないし、なにがあっても僕はあかりちゃんの味方だから」


    　そしてアルベルトに向き直る。


    「ここまで強引な方法を使うってことは、あかりちゃんがイタリアに行ったあとなにをするかも決まってるってことですか」


    「そうだ。犯人の目星はついている。イタリアには我々の本部もあるから安全だ」


    　犯人、とは「開かれたままの扉」のことだろう。


    　あの「扉」がどこにあるか、もうわかっているというのか？　それならば確かに、一時的にでもあかりちゃんがイタリアに行くのもいいかもしれない。イタリアの退魔士エクソシスト協会の本部があかりちゃんを保護してくれるのなら、それでも……。


    「ちなみに、問題が解決するまでどれくらいかかりそうなんですか？」


    「一年、長くても二年か」


    「二年！」


    　そ、そんなに!?


    　二年先ってことは僕はたぶん高校生だ。


    　そんなにも長い間会えないの？　大体二年も会わなかったら、あかりちゃんはイタリアでかっこいい彼氏とかできちゃうんじゃないの？


    「だ、ダメだよ。イタリアなんてダメだよ」


    　気づけば僕はそう言っていた。


    　あかりちゃんがイタリアに行く、イコール、僕があかりちゃんとずっと離ればなれになっちゃうってことにしか思えない！


    「やっぱり、よくないよね……」


    　あかりちゃんが不安そうな顔をすると、そこにアルベルトが割り込む。


    「黒くろ羽ば弟で門もん、君は彼女を不安にさせるためにここにいるのか？」


    「違います、違いますけど、イタリアに行くなんて僕には賛成できない」


    「なぜ」


    「なぜ、って」


    　あかりちゃんとずっと離ればなれになるのなんて絶対にダメじゃないか──。


    　言おうとしたところで、


    「あ、あのっ」


    　あかりちゃんが声を上げた。


    「デモンくんもいっしょにイタリアには、行けないんでしょうか……」


    　え。


    　ええ。


    　ええええええ!?


    　僕もイタリアに……？　あかりちゃんといっしょにイタリアに？


    　ふたりでイタリアの学校に通うってこと？


    「な……」


    　なにそれ。すばらしくね？


    　希望が僕の前に現れた。


    「そういうことなら！」


    「ダメだ」


    　ばっさりとアルベルトが言った。


    「君を連れて行くわけにはいかない」


    「えぇぇぇ!?　どうしてですか!?」


    「君はリスクだからだ」


    　リスク……リスク？　危険？


    　危険、って──僕の身体からだに流れる血。悪魔の血のことを言っているんだ。


    　あかりちゃんのそばにいたらやがて僕がハーフの悪魔だと気づかれ、あかりちゃんの能力覚かく醒せいを早めてしまう──そういうことか？


    「おかしいよそんなの。僕らは……今までだっていっしょだったし、リスクなんてこと」


    「君は意志が弱い。だからだ」


    「うっ」


    　意志が弱い。意志が弱くて、あっという間に悪魔化しちゃうときがある。あの、なんていうか、女性が近くにいて興奮したりすると、ね？


    「僕、誓ちかいますから！　あかりちゃんに迫ったりしません！」


    「えぇっ!?　デモンくん!?」


    　しまった、あかりちゃんの目の前でとんでもないこと言った！


    「話にならないな」


    「そっ、そんな──ねえ、エリス。君からも言って。僕は危険なんかじゃないよね？」


    「…………」


    　エリスはこちらに背を向けてしまった。その肩が、小さく震ふるえている。


    　どうしたんだよ──なんでエリスは、そんな……。


    　泣いてるみたいなんだ？


    「理解したまえ。我われ々われは本気だ」


    　相変わらず感情の起伏も見せず言うアルベルトを、僕はにらんだ。


    「……僕だって、このことについては今までずっと本気だった」


    　僕は、半分悪魔の自分を受け入れることを、覚悟した。


    　あかりちゃんを守ろうと決意した。


    　そのどれも、ちょっとの曇くもりもない真実の気持ちだ。


    「ならばその本気、試ためしてみるか」


    「……どういうこと？」


    「私は強い人間が好きだ。君の人間としての強さをここで証明してみせよ」


    　差し出されたのは一本の木刀。


    「私と勝負しなさい」
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    　アルベルトがパチンと指を鳴らすと、整然と並べられていたイスが自動で壁かべ際ぎわに寄せられ整列していった。


    「こういうこともあろうかと用意しておいた機能だ。ちゃんと作動してよかった」


    　アルベルトが自慢げに言ったが、どう考えても無駄な機能ではないだろうか？　言い方から察するにほとんど使われてないみたいだし。


    「デモンくん、止やめようよ……ケンカみたいなこと」


    　あかりちゃんに言われたけれど僕は首を横に振った。


    　そこへかぶせるようにエリスも言う。


    「どんなにひいき目に見ても……デモンに勝ち目はありませんわ」


    　昨日のビスコとのやりとりを見ても、アルベルトはめちゃくちゃ強いんだろう。


    「わかってる」


    「ならば……なぜ？　ケガをしますわよ？」


    　心配と、不安がない交ぜになったエリスの顔。


    「ようやくちゃんとこっち見てくれたね」


    「──えっ」


    「エリスに嫌われちゃったかと思ってたけど、今の顔見たら安心したよ。連絡取れなくなっちゃってみんな心配してたんだよ」


    「べっ、別に……わたくしはただ」


    「準備はもうできているのだぞ」


    　アルベルトから声がかかった。


    　彼は反対側──教会の入り口のほうにいた。白い服の袖そでをまくり、木刀を右手につかんでいた。


    「デモンくん！」


    「デモンっ」


    「平気」


    　とは言ったものの、平気なわけはなかった。


    　アルベルトは「人間としての強さ」を証明しろと言った。つまり──僕に悪魔の力を使うなって言っているのだ。


    　悪魔の力を使わない僕は。


    　まぁ……ただの貧相な少年かな……。


    「ちょっと勝負してくる」


    　それでもやらなきゃ。


    　あかりちゃんのそばにこれまでずっといたのは、僕だ。


    　これからもそんな僕でありたい。


    　だから、


    「準備はいいよ」


    　持ち慣れない木刀を両手でつかんで僕は言った。


    　小さくうなずいたアルベルト。


    　僕が彼の姿を認識できたのは、そこまでだった。


    



    



    　五分後、身体からだ中じゆうがばらばらになるかと思うくらいの痛みが僕を襲おそっていた。


    　いきなり背中を打たれ、木刀をそっちに振り回すと横腹に蹴けりをくらう。


    　転がった僕にアルベルトは「立て」とだけ言った。


    　立ったところで勝負になんてならなかった。


    　腕を打たれ、腹を突かれ、足払いをかけられた。


    　頭はふらふらするし、口の中を切ったのか血の味がした。


    「デモンくん……もう止やめて。あのっ、お願いですから止めてください！」


    　あかりちゃんが叫ぶ声が聞こえたけれど、耳がぐわんぐわんいっていてよく聞き取れなかった。あかりちゃんにエリスがなにかを言って、なだめたみたいだ。


    「おあああっ！」


    　アルベルトが立っていたところへ木刀を振り下ろす。


    　直前まで、直前までそこにいたはずなのに、木刀は空くうを切った。


    「完全に素しろ人うとか」


    　耳元で声が聞こえたと思うと、すさまじい力で頰ほおを張られた。僕はぐるんと身体を回転させて、前のめりに床に転んだ。


    「う……ぐ」


    　木刀を杖つえのようにして立ち上がる。


    　膝ひざに力が入らなくて、立っているのもやっとだった。


    「これで終わりだ」


    　アルベルトは右手で──最初から右手しか使っていなかったけれど──木刀を振り下ろした。


    　一直線に振り下ろされた木刀は、僕の頭に当たった──らしい。


    　衝撃が走った瞬間、僕の視界は真っ暗になった。
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    　目が覚めた。


    　なにかまぶたに貼りついている感じで、目を開けるときにちょっと苦労した。


    　においがした。


    　ふんわりした甘いにおいだった。


    　身体からだを起こしたとき──僕はなにが起きたのかよくわかっていなかった。記憶があいまいだとでも言うのかな。


    「あ……そっか」


    　アルベルトにぼこぼこにされたんだっけ。両手にぐるぐる巻きになっている包帯を見てわかった。でも僕の身体に流れる悪魔の血が、もう傷という傷を回復させてしまっていた。


    　不器用にぐるぐる巻きの包帯。誰が巻いたんだろう……ビスコはこういうの上う手まいんだよな。ちょっと苦にが笑わらいしながら包帯を外したとき、僕は自分のいる部屋に気がついた。


    　花柄の布団ふとん、木製のベッド、本棚には分厚い事典や見知らぬ言語の本。床に落ちているぬいぐるみが数体。ここは──さっき木に登っているときに見た、


    「……デモン？」


    　イスに座っていたエリスがくるりと振り向いた。


    「ここってエリスの部屋──」


    「デモン──デモン！」


    「ふぁっ!?」


    　イスから飛び出したエリスがそのまま僕に突っ込んできた。


    　両手で抱きつかれてそのままベッドに突つっ伏ぷす。


    「エリス、エリスさん!?」


    「わ、わたくし、あなたがお兄様に、こ、殺されてしまったかと──」


    　痛いくらいに強く、抱きしめられていた。


    　女の子に密着されて興奮するとかそんなことの前に──僕は戸と惑まどった。エリスの動揺に。


    　どうしていいかわからなくて僕はエリスの肩にそっと手を触れた。


    　小さい肩だった。


    　やっぱりエリスは変わってない──そう思って安心している僕もいた。


    「どうして……あんなふうに冷たい態度を取ってたの？　僕らのこと──僕のことが嫌いになったから？」


    　僕がたずねると、ぴくりとエリスが反応した。


    「…………」


    　そのままエリスは震ふるえたみたいに身体からだを揺らす。


    「……エリス？」


    「わっ、わたくしがデモンのことを嫌いになるわけが……なるわけがないでしょう！　どうしてそんなことをおっしゃるの……」


    　ひっく、としゃくりあげるような音。


    　抱きついたまま離れないエリス。


    　ひょっとして……泣いてる？


    　どうして？


    　どうしてエリスがそんなに悲しむことがあるの？


    　イタリア行きだけじゃない──僕にはぴんときた。なにかがある。エリスはなにかを知っていて、それを隠している。だから連絡が取れなくなった？


    　でもそれって、なんだ？


    　泣くほどに重要なこと──僕には想像もつかなかった。


    「……エリス！」


    　僕は明るく言った。


    「エリスは包帯を巻くのが下へ手ただなぁ。ほら見てよこれ、包帯がぐるぐる巻きじゃない。僕のケガは治りやすいの知ってるだろ？　だからこんなふうにしなくても」


    　身体を起こしたエリス──その赤くした目に涙が見えたのと、


    「ほ、包帯があまってるから多めに使っただけですわ！　感謝されることはあってもダメ出しする権利なんてデモンにはありませんの！」


    　思いっきり怒鳴られた。


    「す、すみません」


    「──デモン」


    　エリスの顔は、僕の顔のすぐ上にあった。


    　その目はやっぱり赤くって。


    　左右で縛った金髪がこちらに垂たれていて、小さく揺れていた。


    「デモン、ひとつ質問がありますわ」


    「な、なに？」


    「…………」


    　言うか言わざるべきか、一瞬迷ったように見えたけれど、


    「もしも……あなたが思いを寄せている相手と、今後一生離ればなれにならなければいけないとしたら」


    　その「もしも」はさっきの、僕とあかりちゃんのことを言っているのかと思った。


    　でも、違った。


    「そしてもしも、相手がそのことを望んでいるとしたら、あなたはどうしますの？」


    　望んでいる。


    　あかりちゃんが僕と離ればなれになることを望んでいるなら？


    「……相手は……僕と離ればなれになることを喜んでいる？」


    　エリスは首を横に振った。長い髪が遅れて揺れた。


    「喜んでなどいませんわ。でもそれがみんなのためだとわかっているから……」


    　みんなのためだと、わかっている。


    　離ればなれになることが？


    「……それなら、デモンはどうしますの？」


    　僕は。


    　ぎゅっ、と両手を握りしめた。


    「僕は……その人といっしょにいたい」


    「でも」


    「最後の最後まで。一分一秒でも長くその人といっしょにいたいんだ。最後の一秒で事態がよくなるかもしれない。その希望を持っていたい」


    「────」


    　エリスの目が見開かれた。


    「そう──そうですわね」


    　エリスの顔は明るくて。とても柔やわらかなほほえみで。ああ、エリスにもこういう顔ができるんだな、って僕が思って──。


    「え？」


    　エリスのその顔が近づいてきて。


    　僕の顔とエリスの顔との距離が、ゼロになる──。


    「──そろそろ目覚めたか？」


    　がちゃり、とドアが開いてアルベルトが顔を出した。


    　時間が、凍りついた。


    　僕とエリスの距離はゼロ、いや、ゼロコンマ四センチくらい？


    　触れた？


    　えっと、唇くちびると唇が触れた？


    　でもどうして、その前に僕とエリスが、このタイミングでこんなことに──。


    　アルベルトにかけられていた時間を止める魔法が、解けた。


    「滅めつす」


    　そして銀色の剣をどこからともなく取り出した。


    「待ってください!!　これは事故、事故です!!」


    「お、お兄様!?」


    「問答無用」


    　両手に銀色の剣を握りしめたアルベルトが跳躍した！


    「いやあああああああ!?」


    　僕はさっきの勝負よりもひどい目に遭あった。


    



    



    「まったく、事故なら事故だと最初に言えばよいものを。余計なものを叩たたいたおかげで私の剣が汚けがれてしまった」


    「汚れた!?　っていうか事故だって言いました！　ねえエリス──エリス？」


    「…………」


    　エリスはものすごい勢いで顔を背そむけていた。首筋は真っ赤だった。


    　僕らは教会に戻っていた。壁かべ際ぎわに寄せられていたイスは元の通り整列している。


    　たぶんエリスと僕の距離が急接近したのは事故だ。事故だと思いたい。でないと、どうしてそんなことになっちゃったのかわからない。


    　あかりちゃんは──僕がボコボコにやられた姿を見てショックを受けたんだとか。それで僕が気を失うのと同時に失神してしまったらしい。だからここにはいない。


    「さて……君は私との勝負に負けた。そうだな」


    　そのとおりだった。


    　初めから勝てるわけもない勝負だと言えばそうなのだけれど。


    「でも……僕は、あかりちゃんのためを思って行動して」


    「待ちたまえ」


    　アルベルトは僕の発言を遮さえぎった。


    「君は弱い。あの程度の実力では悪魔に襲おそわれたとき太た刀ち打うちできない。彼女の前では悪魔の力を使うことも許されない」


    「…………」


    「今まで君は自分の弱さを、使い魔や我が妹に肩代わりさせてきた」


    　するとエリスが腰を浮かせた。


    「お兄様！　わたくしはそんなつもりはありませんでした。肩代わりしているつもりも、デモンの身代わりになっているつもりも──」


    「待ってエリス」


    　僕はエリスを止めた。


    「そのとおりだと、思う……」


    　アルベルトの言うことは真実だった。


    　僕は、人間のままでは弱い。


    　弱い僕を助けてくれたのは、ほかならぬエリスやビスコだ。


    「デモン……デモンは、間違っていますわ」


    「え？」


    　僕が見るとエリスは下した唇くちびるをぎゅっと嚙かんでいた。


    「デモンは弱くなんかありません……弱くなんかっ……！」


    　エリスは兄へと顔を向けた。そこには強い視線が宿っていた。


    「どうしてそんなことをおっしゃって傷つけようとしますの!?」


    「私は事実をそのとおりに述べているだけで」


    「お兄にい様なんて嫌いですわ！」


    「き──嫌い……？」


    　アルベルトの表情が凍りついた。


    　ふぅ、ふぅっ、と肩で息をしているエリス。


    「え、エリス、エリちゃん？　ウソだよね？　お兄ちゃんのこと嫌いだなんてウソだよね？」


    　なんかアルベルトの目に涙が浮かんでいるように見える……な、なんていう見たくない光景なんだ。僕はこんな人にボコボコにされたの？


    「もう一度お聞きになりたいのでしたら──」


    「待って、もう聞きたくない！」


    　アルベルトは両耳に手を当てるといやいやと首を振った。うわあ、情けない！


    「そんな、どうして、どうして私が嫌われる……」


    　耳をふさいだままぶつぶつと話し始めた。途中にドイツ語が混じるので半分くらいしか僕にはわからなかったけれど。


    「……エリちゃんは日本に来て……私は悪くない。公平無私で聡明な私が間違っているわけが……そうか間違っているのは日本か、日本だけではない……黒くろ羽ば弟で門もん、こいつが全部悪いんだ……」


    「ちょっと!?　どうして僕が悪者に!?」


    「お兄様」


    　両手を腰に当て、仁に王おう立だちのエリスが言った。


    「初めからデモンが勝てない勝負でしたことはお兄様もおわかりでしょう。フェアではありませんわ。ですから──もう一度チャンスをお与えになって」


    「チャンス……？」


    　聞き返したアルベルトは、僕へのチャンスというより「お兄ちゃんへの愛を取り戻すチャンス」とでも理解しているかに見えた。


    「え、エリちゃん、そ、そうすれば私のことを嫌いにならないのかい？」


    「さっきの言葉は取り消して差し上げますわ」


    「よ、よ、よかったぁ～」


    　アルベルトはへなへなとその場に座り込んでから、三秒後、急にしゃきんと立ち上がった。


    　こめかみの髪の毛をかきあげながら言う。


    「黒くろ羽ば弟で門もん。君にもう一度チャンスを与えてやろう」


    「……はあ」


    　なんだろうこのちっともありがたくない感じ……。


    「どうした、うれしくないのか」


    「う、うれしい、です」


    　言葉を発するたびにアルベルトがちらちらエリスの様子をうかがっているのが気になる。


    　ほんとに大丈夫だろうかこの人。


    「こほん。話を続ける。黒羽弟門、私が最初に言ったことを覚えているか？　君は──『意志が弱い』と」


    「え、ええ」


    　いきなり話が飛んだけど、それがなんなんだろう？


    「私との勝負で、君は最後まで木刀を放さなかった……そしてなによりも私との勝負に逃げずに向かった。それは強い意志のなせる業わざだ。だから最初に言った言葉は訂正しよう。しかしだからと言って君が『単純に弱い』ということを正当化できない。それに私は君を認めていない。君は妹を泣かし、妹の裸を見、妹で汚けがらわしい想像をしたからな……！」


    「してませんけど!?」


    「お兄様!!」


    　僕とエリスが交互に叫んだ。どんだけ暴走するんだこの人。


    「冗じよう談だんだ」


    　ほんとうに冗談だったのか怪しいけれど、アルベルトは言った。


    「つまり、だ。もう一度のチャンス……うむ、そうだな、ワン・モア・チャンスだ」


    「なんで英語で言い直したんですか？」


    「私は君をもう一度だけ試ためそう。この試練を切り抜けられるのならば君の望みを叶かなえてやらないこともない」


    　お、おおお。やった──僕はエリスを見た。エリスも小さくうなずいてくれた。


    　アルベルトが言う試練さえ乗り越えれば──。


    　僕の望み。


    　それはつまり、


    「そうだ」


    　アルベルトはうなずいた。


    「我が妹との結婚だ」


    「わかりま──ええええええぇっ!?」


    「お兄様!?」


    「冗じよう談だんだ」


    　なんて心臓に悪い冗談だよ！


    　アルベルトが直後につぶやく。


    「……あんな婚約など私が全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって破は棄きしてやるからな……！　ククククッ」


    　こっちのほうは冗談には聞こえなかった。


    「君が試練を切り抜けたら、約束しよう、君をイタリアに連れて行くことも検討する」


    「わ、わかりました……」


    　話が戻ってきて安心した。


    「ところで試練の内容ってなんですか」


    「内容自体はそう難しいことではない。七なな竈かまどあかりに悪魔を近づけさせずにすむか──という、それだけだ」


    「？」


    「実は悪魔の一体を我われ々われは保護した。魔界へ送るべきか迷ったが、その悪魔はどうしてもひとつ願いを叶かなえたいという──学校に通いたいのだそうだ」


    「はあ」


    「はあ、ではない。君にはその手伝いをしてもらおう。その者を一日、『中学校へ連れて行っていっしょに授業を受けさせる』だけだ。ただし悪魔だと他の者に知られてはならない」


    「なるほど。でも、どんな悪魔ですか？」


    「君も知っている悪魔だと思うが」


    　え？　僕が知ってる悪魔ってかなり数が少ない──あ、いや、今日数名に会った。


    「雑居ビルにいた悪魔なのだが」


    　ああ、やっぱり！


    　っていうかあそこにいた悪魔たちなら楽勝じゃないか。見た目が中学生じゃないという問題はあるかもしれないけど、逆に言えばそこさえフォローできればいいってことだ。


    　う、うん、まぁサンラミアはちょっとかっこいい中学生がいたら誘惑しかねないし、イフリートは自じ殺さつ未み遂すいをしかねないっていうのは怖いけど。


    　でも、やってやれないことはない。


    　意外だけどね、あの悪魔たちが「中学校に通いたい」だなんて。彼らなら協力してくれるだろうし、これは楽勝じゃないか？


    　ん……そうか、わかった。アルベルトは僕のがんばりに応えようとしてくれてるんじゃないか？　痛いの我慢したし。ていうかアルベルト的にはエリスが無事ならどうでもいいわけだろうし。


    「誰を学校に連れてけばいいんですか？」


    　言いながら、ふと思った。


    　何時間か前に会ったんだよな、三人の悪魔に。


    　でもそれから……保護されたの？　いつ？


    「ここに連れてきてもらおう──おい、入れ」


    　ドアが開くと、そこには白い人がいた。もとい、白い服、っていうか白い防護服を着た人がいた。ガスマスクもついていて完全防備、みたいな雰ふん囲い気きのスーツ。


    　その人は退魔士エクソシストだった。


    　なんで防護スーツなんて着ているのか──その理由はすぐにわかった。


    　悪魔は、その人の陰に隠れていた。


    　ぴちゃり。


    　足音が鳴った。


    　ぴちゃ……ぴちゃ。


    　足音が近づいてきた。


    「────!?」


    　エリスが腰を浮かせた。


    　わかる、気持ちはわかる。


    　僕だって鼻をつまんでる。


    　うちの中学校の制服を着ていた──着せられていた。ところどころシミがある。


    　首をかくんとかしげていて、右肩がずるりと下がっている。歩行速度は人間の三分の一くらい。


    　肌の色は緑がかった茶色。髪の毛は数本しかなくて、左目が今にも落ちそう。


    「彼女がその悪魔だ。名前は田た中なかという」


    　そのゾンビは確かに女子の制服を着ていた。


    「田中存ぞん美みとして明日一日中学校に通ってもらおうか」


    「────」


    　僕はアルベルトを見た。まったく表情を変えないアルベルトが──ちらりとほくそ笑んだ。


    　こ、こ、こいつ……試練を成功させてくれる気なんてまったくないな……！


    「ウ……ボアァホォゥ」


    　田中さんは照れたように（想像）頭を下げた。


    　その拍ひよう子しに、頭が落ちて教会の床を転がった。


    「…………」


    「…………」


    「…………アウゥ？」


    　無理だァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ!!
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    　家に帰り着いたころには日も暮れていた──そう言えばビスコからもらったお弁当、まだ食べてなかったな──。


    「あーっはっはっは」


    　なんて思いながら帰ったら、いきなりリビングからアホみたいな笑い声が聞こえてきた。


    　カルラがテーブルにお菓子を広げ、口のまわりをべたべたにしながらほおばっている。


    「ああ、デモン帰ったですか？」


    「うん。ただいま──って臭くさッ！　なんだこれ!?」


    　魚を腐くさらせたようなニオイが漂っていた。


    　と思ったら、


    「ウゥゥ……アァ……？」


    　いたぁ！　田た中なか存ぞん美み！　座ってるソファに変なシミがいっぱいできてる！


    「田中さんを引き取ることになったですか？　さっき退魔士エクソシストが来てそう言ってましたけど」


    「引き取らないよ！」


    　僕は事情を話した。


    　明日一日学校に連れて行かなければいけないこと。ゾンビを人間として押し通さなければいけないこと。


    「なるほどです」


    　うんうんとうなずきながらカルラは魚肉ソーセージをむしゃむしゃ食べている。このニオイの中でも食欲があるというその神経の太さは尊敬に値あたいする。


    「そーいうことか」


    　リビングにビスコが入ってきた。


    「あ、ビス──」


    　顔にはガスマスクをつけていた。


    　あからさまだな！


    　息をするたびにシューと妙な音が鳴る。


    「んで、どうしてアンタはそんな条件を呑のんだんだ？　アルベルトの言いなりになってどーすんだよ」


    　ちょっと迷ったけれど、僕はビスコに正直に話した。


    　あかりちゃんをイタリアに連れて行こうとしているアルベルト。勝負に挑いどんで僕が負けたこと。ゾンビを学校に連れて行くことが僕がイタリアに行く最後のチャンスだってこと。


    「…………」


    　壁に寄っかかって腕組みをしたままのビスコ。


    「へー」


    　たった一言「へー」が、感想のようです。


    　うん、こういうときはよくわかんないけどビスコは怒ってるときが多い。


    「妹のほうの退魔士エクソシストはどうしたんだよ」


    「エリスのこと？　どう、って……別になにも」


    「アンタがボコボコにされてもなにもしなかったのか」


    「……まぁ、僕の勝負だったし」


    「チッ」


    　ビスコは舌打ちした──ように聞こえた。ガスマスクがついているのでその辺はよくわからない。


    「……あたしだったら乱入してぶちのめしてたのに……」


    「え？」


    「んで、退魔士エクソシスト連中はあかりをイタリアに連れて行ってどうするんだ？」


    「どう、って……」


    　僕は首をひねった。


    「アルベルトの言い方を聞いてると、あかりちゃんをイタリアに連れて行って、それから『開かれたままの扉』をどうにかするってことじゃないかな。もしかしたら『扉』がどこにあるのかもう見当がついてるのかも」


    「ふん……ってことは閉じる『カギ』のことも知ってやがるな」


    「えぇ!?」


    「『扉』の場所が見当ついてるのは疑いないだろ。あんだけ強引な手を使ってるのは、つまり事を急ぎたいってわけだ。あかりを無理矢理イタリアに連れて行ったとして、いつまでイタリアにいさせるんだ？　ほんとうの理由を話さずに二年ももつと思うか？　ということは、連中はなるべく早くケリをつけたい。さらにはケリをつける方法もわかってる──閉じるための『カギ』があたしたちのうち誰かに託されていることも知っている。アンタをイタリアに行かせたがらないのもその証しよう拠こだよ」


    「なるほど……すごいビスコ！」


    「ハッ、こんなの別にたいしたことねーよ」


    　マスク越しで表情は読み取れないけれど、息がプシューシュコーと漏もれている。どうやら照れているようだ。


    「じゃあ、あとはゾンビをどうするかだね」


    　僕が言うと、


    「別にゾンビはどうでもいい」


    「え……？」


    「アンタがあかりといっしょにイタリアに行ってどうすんだよ？　あかりをイタリアに連れて行くってことはイタリアは安全──イタリアに『開かれたままの扉』はないってことだ。『カギ』を持ってるアンタがイタリアに行っても意味ねーじゃん」


    「そ、それはそうだけど……」


    　そうなんだけど、そうなんだけどさ！　あかりちゃんといっしょにいたいだけなんだよ！


    「ビスコにも、きょ、協力して欲しいなー……なーんて」


    「…………」


    　う、ビスコの沈黙が怖い。バレバレですか？　僕の狙ねらいなんてバレバレですか？


    「……あたしがなにをしたところで結局アンタは……」


    　ぽつりとビスコがなにかを言った。


    「え？」


    　するとプシューとひとつ大きなため息とともに、


    「カルラ」


    「なんです、お姉ねえちゃん」


    「ゾンビに死に化粧エンバーミングをしてやりな」


    「えー？　田た中なかさんはこのままでも十分可愛かわいいですけどねぇ」


    「アゥゥ」


    　田中さんは照れたのか、右手で頰ほおをかこうとした。


    　でも、右手がどっかにいってた。


    　ああ……そう言えば右手はホビットが持ってたっけ……。


    「エンバーミングって、なに？　なんの話？」


    「死に化粧だ。死んだ人間の顔色ってのは悪いだろ。葬そう式しきとかそのままだと見み栄ばえが悪いから化粧をするんだよ」


    「え？　うん、それが？」


    　僕がまったくわからないでいるとビスコは投げやりに言った。


    「わかった。アンタにもわかるよう最大限簡単に言ってやる。エンバーミングっつーのはな、ゾンビをふつうの人間に見せる、悪魔の能力だよ」


    　え……？


    　おおおお、そんなものがあるのかよ！


    　すごいじゃん！


    「……ん、でもどうしてカルラがそんなもの使えるの？」


    「ちっ、ちっ、ちっ」


    　カルラは人差し指を振ってみせた。たぶんアルベルトの真ま似ねだ。


    「デモンはバカですねー。カルラがなんの悪魔か忘れたですか？」


    「あ」


    　僕は、ようやく気がついた。


    　こんなにも身近に強力な仲間がいたことに。


    　カルラは死霊術師──ネクロマンサーで、死体や霊れい魂こんを操あやつる悪魔だ。


    「そうだ……そうじゃん！　すごいじゃん！」


    　僕ははしゃいだ。田た中なかさんは背の高さ的には他の悪魔たちより中学生の体型に近い。見た目とか腐くさってるところが最大の問題だったのに、それをカルラの能力でどうにかできちゃうならアルベルトの出した試練はクリアできる見込みがあるってこと！


    「ありがとう、ビスコ！」


    「──あたしはなんもしてねーだろ。それにはしゃぎすぎんな」


    「だってうれしいじゃん！　これでアルベルトの試練をクリアできたら、僕はイタリアに行ける──ぶほっ!?」


    　な、なにかが飛んできて僕の頭にぶち当たった!?


    　頭をさすりながら床を見ると、ガスマスクが転がっていた。


    　投げつけてきたのはビスコだった。
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    　ガスマスクをいきなり取ったせいで髪の毛が乱れてる。


    「あたしは……この家の使い魔だよ。でもアンタの便利屋じゃねーんだよ」


    　ビスコはそう言い捨てると、なにがなんだかわからないでいる僕を置いて部屋を出て行ってしまった。


    「……あーあ、お姉ねえちゃん怒らせちゃったですね。デモン死ね」


    「ちょ、カルラ!?　なんで……ビスコ怒っちゃったんだろ」


    「さあ？」


    　カルラは小さい肩をすくめて見せた。


    　僕はビスコの言った言葉を思い返す。


    「ねぇカルラ……あのぅ、『使い魔』って実際のところなんなの？」


    「────」


    　僕が聞くと、カルラは両手を頰ほおに当てて今にも叫び出しそうな顔でのけぞった。


    　うん、わかったから。そういうオドロキポーズはいいから。


    「今までそんなことも知らずにいたですか？　無知は死ねと森もり崎さきジョセフも申しておりますけどねえ」


    　カルラがワラ人形を僕に突き出しながら言った。


    　おっ久しぶりの登場。……でもワラ人形の森崎ジョセフはぐったりと首をうなだれていた。


    「いや、あのー、意味を教えて欲しいだけで……うわっ!?」


    　がばっと森崎ジョセフの顔が起き上がる。


    　そしてワラ人形がゆっくりと話し始める。


    「『使い魔』とは契けい約やくした相手のためになんでも用事をこなす悪魔のこと。その対価として契約主は使い魔に対して労力に見合った褒ほう美びを与える……」


    　すっ、とカルラは森崎ジョセフを後ろに引っ込めた。


    　今の腹話術的演出になんか意味あるのか？


    「使い魔、ってそういうものなのか……」


    「お姉ちゃんは確かにこの家の使い魔として契約してるですね。今この家にいるのはデモンだけじゃないですか？」


    「うん、そうだけど」


    「だったらデモンがお姉ちゃんの契約主になるですよ」


    「え──」


    　考えもしなかったことに驚く僕に、カルラは言った。


    「お姉ちゃんがしてくれる料理とか洗濯とか掃除とか……そういうのの『対価』を、デモンはちゃんと支払ってるんですかねえ？」
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    　翌朝、快晴。


    　東とう鈴りん中学校に向かう通学路を歩いているのは、ハーフの吸血鬼、サキュバス、死霊術師ネクロマンサー、ゾンビという組み合わせ。晴れの天気にまったくそぐわないね！


    　ビスコは昨日から僕とほとんど会話を交わしてくれない。


    　夕飯には、食べそびれていたビスコの作ってくれたお弁当を食べた。それはとてもおいしかった。


    　そして今朝は、いつもどおりに朝ご飯が作ってあった。


    　そのまま家を出て、言葉数も少ないままに僕らはいつもの待ち合わせ場所、郵便ポストの前にやってきたのだ。


    　うう、ちょっと気まずい……！


    　郵便ポストの前には、


    「……おはようございます」


    　中学校の制服を着た金髪の退魔士エクソシストがいた。


    「エリス！　学校に行けるの!?」


    　ちょっとためらいがちにエリスは「はい」と言った。


    「よかった──もうずっと学校に来ないんじゃないかって思っちゃった。もしそうなったら僕のせいだもんね……」


    「そ、そんなことはありませんわ！」


    　強く否定してから、


    「わたくし、決めましたの」


    「なにを？」


    「……最後まで希望を持っていること、ですわ。一分一秒でも、その人と長くいようと思うことにしましたの」


    　え……？　その話って、昨日の「もしも」の話？


    　でもそれって僕とあかりちゃんのことじゃなくて？


    　僕がわからないでいると、


    「それにしても、デモン、今日は悪魔を連れて行くんじゃありませんの？　いつものメンバーに──そちらの方は？」


    　エリスが聞いたのも無理はない。僕とビスコにカルラ、そこにいるもうひとりはうちの中学校の制服を着ている少女だった。


    　髪の毛は黒くて長く、ふたつにわけて三つ編みにしている。さきっちょに赤のリボン。


    　顔色は白くて──うん、生せい気きがないって言ってもいいかな。


    　雰ふん囲い気きは、昭和時代の女学生って感じだろうか。


    「えーっと……田た中なかさんです」


    「────」


    　エリスは口をパクパクさせていた。カルラが自慢げに胸を張る。


    「カルラがちょろ～っと手を加えればゾンビの田中さんもこのとおりです！」


    「なるほど──死霊術師ネクロマンサーのエンバーミングですか」


    　さすが退魔士エクソシスト。カルラの能力にすぐ思い当たったようだ。


    「それにしてもよくできてますわね……」


    　エリスが顔を近づけると、田中さんはおびえたように身じろぎした。


    「……ち、近づくとにおいますわね」


    　鼻をつまんでエリスは後じさった。半径十センチくらいになるとさすがにごまかしきれなくなる。


    　ちなみに田中さんのどっかにいってた右手も、今はちゃんとある。昨晩なぜか「生えた」とカルラは言っていた。もうなんでもアリだな。


    「これなら……希望を持てますわね」


    「うん！　今日一日なら大丈夫だと思う」


    「そんなことはどうでもいいんだよ」


    　そこへビスコが割って入った。


    　ビスコが突然話に割り込んできたのが僕からするとちょっとした驚きだった。


    　今朝から僕に言った言葉なんて、「ん」「ああ」「うん」とかそれくらいだったからね！


    「退魔士エクソシストさんは今回やたら派手に動くじゃねーか。片かたっ端ぱしから魔界送りにしやがって」


    　え──どういうことだろう。


    「アルベルトが日本に来てから、今朝までに六人の悪魔が送られたって連絡があった。どいつもこいつも人間として社会に溶け込んでいたやつばかりだ」


    「そうなの!?」


    　僕の言葉は無視してビスコはエリスに詰め寄る。


    「あたしから見たら人間を殺す人間のほうが、よっぽど悪魔より危ないと思うけどね」


    「…………」


    　エリスは黙ったままだった。


    「エリス、ほんとう？」


    　僕がたずねると、


    「事実ですわ」


    「そんな──」


    「でも！　わたくしたちが一番に優先しなければならないのは『開かれたままの扉』ではありませんの!?　あかりさんのそばに悪魔がいないようにするために、この一帯の悪魔に警告を発しました。それでも従わなかったから──」


    「そんなら真っ先に排除されるべきはあたしたちだろーが」


    「そ、それは……」


    「でもあたしたちは排除されない、なんでかわかるか？」


    　ビスコは僕を見た。僕はわからずに首を横に振った。


    「連中が一番気にしてるのは『カギ』を誰が持っているか、だ。退魔士エクソシストのアンタは持ってない。とするとあたしかデモンかカルラってことになる。それなのに同じ退魔士エクソシストであるアンタは口を割らない。だからあたしたちにはまだ手をつけられない──そんなところだろぉ？」


    　エリスはぎゅっと口を結んだままだった。


    「悪魔には強硬手段、だが知っているはずの身内のアンタは甘やかして詰きつ問もんすることすらしねー。とことん身内に甘い野郎だ。退魔士エクソシストはどこまで腐くさってんだよ」


    「ビスコ言い過ぎだよ！」


    「ウゥァゥ？」


    「いや、腐ってるって言っても田た中なかさんのことじゃないですよ」


    　カルラになだめられて田中さんは落ち着かないふうに目をきょろきょろした。


    「エリスはさ、その……悪魔退治に参加したの？」


    「…………」


    　ちゃんと見なければわからないくらいかすかに、首を横に振った。


    　やっぱり、と思った。


    　エリスが僕たちに連絡を取らなかった理由はそれだったんだ。


    　悪魔を排除する兄。アルベルトを、僕らから遠ざけようとしてくれた。僕らと会っていればやがてはアルベルトと直接会うことになりかねない──ま、まぁ、それ以前に僕らがエリスの家まで行っちゃったんだけど。


    　せめて悪魔退治に参加しないこと、なにも話さないことがエリスにできる精一杯の抵抗だった、ってことだ。


    「エリスも、つらかったんだよ。ねえビスコ、あまりエリスを責めないで」


    「あたしは別に──」


    「お願いだから」


    　僕が懇こん願がんすると、ビスコは舌打ちしてそっぽを向いた。


    　これは怒っているなりに「わかったよ」というビスコのサインだった。


    「ありがとう」


    　僕が感謝すると、


    「ただ言っておくぞ。あたしはともかく他の悪魔どもはかなり頭にきてる。アンタたち、狙ねらわれるかもな──無害な悪魔に」


    「……覚悟していますわ」


    　エリスは小さくうなずいた。


    「デモンくーん！」


    　そこにかぶせるようにひときわ明るい声──あかりちゃんだ。


    　こちらに向かって大きく手を振っている。


    「おはよーっ」


    「お、おはよっ」


    「ごきげんよう」


    「……おはようございます」


    「おはようです」


    「アウゥ？」


    　田た中なかさんはしゃべらなくていいから！


    　僕があわてると、カルラが田中さんの口になにかを放り込んだ。


    「……おハヨうござイマス」


    　田中さんがしゃべっ──なんか変だ!?


    「カルラの発明品、どんなゾンビもしゃべれるという『タナカサンノオシャベリ』です！」


    「なるほど、さっぱり理解不能だけどありがとうカルラ！」


    「？　あれ、デモンくんこの人って」


    「あ、えーっと、ええと」


    「田中さんっておっしゃるそうですわ。今日は一日体験入学だとか」


    　エリスが代わりに答えてくれた。


    　これ、真っ赤なウソってわけじゃないんだよね。実際退魔士エクソシスト協会が中学校に話を通してくれてるって聞いたし。


    「そうなんだー」


    　それを信じてくれるあかりちゃん。ああ、あかりちゃんだけは人を疑うということを覚えないで欲しい！


    「デモン……」


    　小さくエリスがなにかを言った気がした。


    「ん？」


    「…………」


    　しばらくためらってから、


    「……いいえ、なんでもありませんわっ」


    　そしてさっさと歩き出してしまった。


    　ん……なんだろ？


    「ハヤくいかなイト、遅刻しちャうヨ」


    　よりにもよって田た中なかさんに急せかされ、どこか割り切れない思いもありながら僕は学校に向かった。
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    　田中さんを僕のクラスに連れて行くと、すぐに人だかりができた。


    「ねえねえどこから来たの!?」


    「おお、クラシック美少女きたこれ」


    「その制服って今日だけ借りたの？」


    「田中さんて今どこに住んでるのー？」


    　などなどなど。ホームルームが始まるまでは人だかりがなくなることはなかった。


    　よもやみんな、彼女（？）がゾンビだとは思いもよらない。


    　田中さんはそのたびに、


    「マかいからキマした」


    「くらしっく？」


    「制服はキョウだけときいテいます」


    「イマは墓地のシたに暮らしてイマす」（ここで爆笑するクラスメイト。ジョークだと思ったらしい）


    　盛り上がる中、先生が教室に入ってきた。


    「おーい、みんな座れー。ん、なんだ……なんかにおわない？」


    　先生がくんくんと鼻をひくつかせる。


    　ニオイ……ニオイ！


    　僕は田中さんを見た。た、田中さん、首筋にウジが湧わいてるよ！


    「カユい、カユい」


    　生えたばかりの手でぽりぽりかくとウジが三匹ほど床に落ちた。


    「──今なにか」


    「ふんっ！」


    　クラスメイトが気づく前に僕はウジを踏みつぶした。う、うう、いやすぎる！


    　席に着くと、田中さんは僕の前に座った。田中さんの隣にはカルラがいる。田中さんのエンバーミング効果が切れそうになったらすぐに行動できるようにという配慮。


    　そこはちょうど窓まど際ぎわ一番後ろ。


    　僕の隣には法ほう条じよう五ご刻こく。美少女ゲームと美少女アニメが大好きな僕の悪友。こいつなら、なにか見ちゃいけないものを見てしまったとしてもごまかせる自信が僕にはある……！


    「ん……やっぱりなんか腐くさったようなニオイがしねぇ？」


    　と法ほう条じようが言ったので、


    「気のせいだよ。寝てなよ」


    　僕は言った。


    「そうする」


    　法条は眠りに落ちた。


    



    



    　一時間目、国語。


    　題材は芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの『羅ら生しよう門もん』だ。


    　この小説は戦乱の「羅生門」で死体から髪の毛を引き抜いてカツラを作って暮らす老女と、そこにやってきた盗とう賊ぞくの話。


    　僕にとっては……まぁ、なんていうか、よくわかんない話？


    　横の法条五ご刻こくなんて授業開始五分で寝てた。ああ、ちなみに前のカルラも寝てる。こいつらは……。


    　でも、


    「──ぅうっ」


    　田た中なかさんは、違った。


    　田中さんの両目からぽろぽろ涙がこぼれていた。


    「……こんなツラいヨノナカでも、イキていかなクチャいけないロうじょ……」


    「田中」


    　国語の先生も、突然の田中さんの涙に驚きを隠せなかった。


    　うん、確かにそこは感動するポイントじゃないもんね！


    　そのあと、田中さんが一言漏もらした。


    「……ナツカしい……」


    　懐かしいのかよ！　経験者!?


    　確かにひとくちにゾンビって言っても何年前の死体かわからないし……！


    「あちゃー、田中さんの脳みそに混ぜものしたから記憶が混こん濁だくしてるですねー」


    　とカルラがもぞもぞと起きつつ、とんでもないことを言った。


    「……脳みそに混ぜものとかダメでしょうがぁ！」


    「だってそうしないと半分以上削られた、腐った脳みそが安定しなかったですよ。ちなみに使ったのは一千年以上歴史があるという老舗しにせ味み噌そ屋の麹こうじ味噌です」


    　それが超古い記憶の原因か！


    「ウウウッ」


    　感動のあまり（味み噌その記憶せいで!?）、目を覆おおった田た中なかさん。


    　みんな心配そうに見つめているけど──田中さん？　涙といっしょに右目が落ちかかってますよ？


    「田中、お前の感受性が強いのはわかったから」


    　先生が近寄ってくる！　待て、待て待て待って！　今はやばいです、右目が落ちるところだから！


    「た、田中さん、これっ」


    　僕はあわてて後ろからハンカチを差し出した。


    　くるりと振り向いた田中さん。


    　こぼれかかった右目をすくい上げながら押し込む！


    「アゥー」


    　田中さん、ごめん、ちょっとめり込んだ。


    　するとそこへやってきた先生が、


    「おー、黒くろ羽ばもいいところあるじゃないか。女の子にハンカチを差し出すなんて」


    「え？」


    　すると周囲が口くち笛ぶえ吹く、きゃーきゃー騒ぎ出す。


    「お前は田中さんにまで手を出そうというのか！」


    「デモンずりぃぞ！」


    　なんてはやしたてられた。


    「ち、違います、涙を拭ふいてあげようとかそういうんじゃなくて……」


    「じゃなくて？」


    「目玉を」


    　じゃなかった！　なに正直に言おうとしてるんだ僕！


    「……も、もう、それでいいですっ」


    　なんだか僕まで真っ赤になって座るはめになったよ！　なんなんだこの展開。


    　二時間目は音楽で、これは割りと安全に過ぎていった。リコーダーでの合奏だったからね。問題があったとすれば僕のリコーダーをカルラが勝手に田中さんに与えてしまい、田中さんが吹いたその笛が茶色く変色したということだろうか……。


    



    　　　　　　４


    



    　二時間目が終わると十五分休みだ。水飲み場で僕は顔を洗った。午前中もまだ半ばだけれど精神的にちょっときつい。


    　いつもなら僕自身が悪魔とバレないようにしていればそれだけで問題はなかったのに、今回は田た中なかさんだ。


    　しかも田中さんは悪魔の中でもかなりバレやすい部類だからね。


    「ふぅっ」


    　ハンカチをポケットから出そうとして、さっき田中さんに押しつけたことを思い出した。そうだ……腐くさった涙が付着しているハンカチだ……これで顔は拭ふけないよな……。


    「ビスコー。タオルとかハンカチとか、余分なやつ……」


    　さっきまでそこにいたはずのビスコを呼んだけれど、どこにもいない。


    　田中さんがぽつんと立っているだけだった。


    「あ、あれ？　田中さん、ビスコどこにいるか知らない？」


    「……？　どコカ、行っタ」


    　それはそうなんだろうけど、どこに行ったのかを知りたいんだよね……。


    　でも田中さんの腐った脳みそに（悪口じゃなくて事実としてね）期待するのも酷こくかもしれない。


    　僕は田中さんを連れてビスコを捜さがすことにした。ちなみにカルラは田中さんのエンバーミングに必要な材料が足りないとかで技術室に行っている。理科室じゃないのか……。


    「でモン」


    「ん、なに、田中さん」


    「こウシて歩いテイルト、でーとミタい」


    「ブッ」


    　違う、断じて違う！　ていうか男女ふたりが廊下を歩いているだけでデートとかおかしいでしょうが！　それに君はゾンビで僕は生身です！


    　でも田中さんの間違いを正してもしょうがないので、


    「そ、そうだね」


    　と無ぶ難なんな返事をした。


    　そこへやってきた我が悪友、法ほう条じよう五ご刻こく。


    「おお、デモン。なんだなんだ田中さんと歩いたりして。デート気分か？」


    「お前がどういう勘かん違ちがいをしているかわからないけど、余計なことを話す前にビスコを見たかどうかだけ教えてよ」


    「ああ、さっき階段で見たよ。外階段」


    　外階段は廊下の突き当たりから出るところにある。


    「なんでそんなところに……」


    「ビスコちゃんは聖せい天てん使し猫ねこ姫ひめ様さまといっしょにいた」


    　聖天使猫姫とか久しぶりに聞いた単語だ。


    　それは法ほう条じようが好きなアニメのキャラクターで、法条はそのキャラクターをエリスに重ねている。だからエリスのことを聖せい天てん使し猫ねこ姫ひめと呼んでいるわけだが、できればそういうイタイ言葉を学校とかで言わないで欲しい。


    　とりあえず、まぁビスコはエリスとともに外階段にいるってことかな？


    「じゃ、デートを楽しめよ」


    「意味不明な言葉と貴重な情報をありがとう」


    「うフ、でモンは照レてイルだけ」


    「田た中なかさんも余計なこと言わなくていいから」


    　僕は田中さんを連れて外階段に向かう。


    「そう言えば田中さんって、どうして学校に通いたかったの？」


    「……死ンだ！」


    　いきなり物騒な言葉を叫んだ。


    「死ンだカラ！」


    「わ、わかったよ。ごめんよ」


    　なにに対してかわからないけど、僕は謝あやまった。


    　田中さんは難関と言われていた学校を受験して見事合格した。だけれど入学式のその日、通学途中で事故に遭あって亡なくなってしまった──。


    　今思いついたでたらめだけれど、そんな事情だろうと僕は勝手に納得した。


    「ワタしの、初恋……」


    「え？」


    「まダ、きっすもシてない……」


    「…………」


    　それも心残りなの？　学校に通うだけじゃ満足してくれないの？　思わせぶりな言い方止やめようね？　あとなにかを期待するような目で僕を見るのも止めようね？


    　とか話していたら、外階段に着いた。


    　金属製の扉を開くと、外から熱気を含んだ風が入り込んできた。


    「ビスコ──」


    　と言おうとしたところで、人の気配に気づいた。


    　外階段はコンクリートで造られた階段だ。右側に伸びる三階へと続く階段。その折り返しに人が立っている。


    　その人は折り返す階段の陰にいるから僕からは身体からだの半分とスカート、それにすらりとした脚しか見えない。


    　でもそれだけで誰かわかった。


    　なびく金髪は、エリスのものだ。


    「わたくしにそんな頼み事をするなんてどういうつもりですの？」


    　声が、はっきり聞こえた。


    「……ただ確認しただけだろ……協力してほしいとかそういうんじゃねーし……」


    　代わってビスコの声。こちらはちょっと聞こえづらい。


    　なんだか──真剣な話？


    　それって僕には関係ない話、なのかな。


    「協力みたいなものですわ。『なにもしない』というただそれだけでも。それよりもあなたはなにを考えていますの」


    「……あたしのことは……それよりアンタはどうなんだ……」


    「ど、どうって……」


    「…………」


    　うむむ、盗み聞きみたいで悪いな。やっぱり声をかけたほうが……。


    　と思っていると、僕の下から田た中なかさんがニュッと顔を出した。


    「デモンのことは気にしていますわ」


    　いきなり僕の名前が出てきて、びっくりした。


    「だからってそれが──」


    「……あきらめられんのかよ。あいつがイタリアに行くってことは、アンタがあきらめるってことだろ」


    　声が大きくなってビスコの声がはっきり聞こえた。


    　あきらめる？　なにを？


    「どうしてそう性急な結論になりますの」


    「……アルベルトはアンタを手放さない。イタリアに行くのはあいつらふたりだけだ。ふたりっきりにさせるってことを、アンタは納得してるんだな？」


    「そ、それは」


    「あたしはそんなの……イヤだ。自分からなにもせず結果待ちなんてイヤだ」


    「だったらどうするつもりですの」


    「……今回の試練を……だからアンタはなにもしないでてくれ」


    「それは──」


    　んんんん？　言葉が断片的で聞こえづらい。でもこれって僕のこと話してる？


    　僕がビスコの声を聞こうと首を伸ばそうとして、異臭に気づいた。


    　……ん？　下から妙なニオイが。


    「────ぁぁぁぁあああああっ!?」


    　思わず叫んだ。


    　た、た、た、田中さんが溶け始めてる!?


    　腐ふ食しよくの限界を超えて身体からだが溶解を始めているよ!?


    「誰ですの!!　──え、デ、デモン？」


    「カルラを呼んでぇー!!」


    「え、えぇっ!?」


    　僕があわてて田た中なかさんの身体を抱かかえようとするそばで、走り出すエリス。


    　そして、階段を上がっていく足音──ビスコが遠ざかっていく音が聞こえた。


    　田中さんは暑さのせいで、予想よりも早くエンバーミングが解けてしまったのだ。


    　カルラが田中さんの化粧を直すと、田中さんは、


    「さっキノことは、フタりだけノ秘密だネ」


    　と僕にささやいた。


    　うん、なんだか盗み聞きしていたのは気まずいし秘密にしてくれるのはありがたいんだけど、そんなふうに思わせぶりに言わなくていいからね。


    「おー、秘密とは妬やけちゃうですけど～」


    　うん、カルラも心底どうでもよさそうに言わなくていいからね。


    　……それにしてもビスコとエリスの会話はなんだったんだろう。
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    　三時間目は数学だ。


    　数学は「ミスター催さい眠みん術」との呼び声高い先生。先生は今日も絶好調でみんなに催眠をかけている。


    　授業開始十分ですでに生徒の半分が居眠りモードだ。


    　言うまでもなく僕の隣の法ほう条じよう五ご刻こくはお休みモードだった。よだれが机に垂たれているので、こちらに来ないよう机をちょっと離しておく。


    　エリスは一番前の席で、じっと先生の話す内容を聞いている。偉えらいなあ。


    　ビスコはもう最初から授業を聞く気もないみたいだった。ほおづえをついてなにかをノートに書きつけている。


    　さっきのふたりの話は気になったけれど、聞けずにいた。よっぽどまずいことならビスコから言ってくるだろうけれど、そんな様子もない。


    　……っていうか避さけられてる？


    　ま、まさかー。ふだんからいっしょに生活してるのに避けられてるなんてこと。


    「…………」


    　な、ないよね？　避けられてないよね？


    　僕が不安になっていると、こちらを見ている視線に気づいた。あかりちゃんだ。あかりちゃんは僕の正反対、廊下側の席だった。


    　あかりちゃんがこちらを見て小さく手を振ってくれる。なにその仕草、かわいい。僕も小さく手を振って返した。なんだろうこれ、ちょっと幸福感がすごいんだけど！


    　にやにやしながら視線を前に戻した。


    　イタリアかあ。イタリアに行くならあかりちゃんといっしょにイタリア語の勉強しなくっちゃなあ。ビスコやカルラも来られるかな？　アルベルトが文句言いそうだけど、ビスコならうまいことルートを見つけていっしょに来てくれる気が──。


    　──アンタの便利屋じゃねーんだよ。


    　耳元でビスコの声がよみがえった。


    　便利屋だなんて……思ったことないのに。どうしてビスコはそんなふうに言ったんだろ。


    　どうしてだろう……。


    　なんだか胸がチクチクした。


    「ん」


    　ふと気づくと目の前の田た中なかさんが揺れていた。ああ、田中さんも眠いんだな……っていうかゾンビにも眠いとか眠くないとかあるんだな。


    　先生の声は低くて遠くに聞こえて、生ぬるい教室の空気がよりいっそう眠気を誘う。


    「……くぁ」


    　僕まで眠くなってきた……。


    　ん？


    　田中さんの首に、テープがついてる……。カルラ、ひょっとして田中さんをくっつけるのにテープを使ったのか？


    　うつらうつらと首を前後にする田中さん。


    　ミシ……。


    「え？」


    　ミシリッ。


    　田中さんの首が後ろに振れた瞬間──もげた。


    　首がもげた。


    　ぴっ、と血しぶき的なものが僕の顔に飛んで。


    　眠ったままの安らかな田中さんの首が、床に落ちてゴッと音を立てた。


    「……と」


    　取れたァ──────!?


    　田中さんの首がポロッといったァ──────!!


    　テープなんかで留めるからだよ!!


    　首が取れてもなお、田中さんの身体からだは前後にうつらうつらしている。ええい、睡眠ってのは頭がやるもんだよ！　身体からだだけ寝るな！　しかもどうして首のつなぎ目に、銅線とかＬＡＮケーブルとかがあるんだよ!?


    「……カルラ、カルラッ……！」


    　教室の半分くらいが眠っているおかげで、幸さいわいまだこの状況には誰も気づいていない。言うまでもないけどカルラは田た中なかさんの横で爆睡している。


    　僕はあわてて腕を伸ばしてカルラの脇わき腹ばらをちょんっと突っついた。


    「ひゃはっ」


    　妙な声でカルラが目覚めた。


    　ぼんやりした目で僕を見ると。


    「デモン……教室内でカルラを襲おそおうとしてるですか？」


    「……ないから!?」


    「夢の続きですね？」


    「どんな夢見てたんだよ……!!」


    　僕は田中さんを指さした。カルラは、ああ、とうなずいて、


    「やっぱり取れたですかー」


    　聞き捨てならないことを言ったけれど、誠まことに残念なことに僕が頼れるのはカルラだけだ。追及している場合じゃない。


    「デモンの足あし下もとに首が転がってるですよ。取ってくださいです」


    　僕は机の下をのぞきこんだ。


    　ほんとだ、僕の上うわ履ばきの数センチ横に転がってる。うつむいた田中さんの顔。


    　首から生えてるケーブルみたいなのが動いているように見えなくもないけど気にしないことにしよう。


    　僕はイスを引いて身体を机の下に入れ込んだ。


    　おそるおそる手を伸ばして、田中さんをつかむ。うっ、重い……。


    「……えいっ」


    　力を込めて持ち上げた。


    「寝てる……」


    　田中さんもよだれを垂たらしていた。進行形でスリーピングナウ。


    　うう、よだれが手につく……ん、でもそんなに臭くさくないな。さっき新たに施ほどこしたエンバーミングが効いてるのかな？


    　思いがけず顔を近づけてくんくんとニオイを嗅かいでいた僕。


    　これが、悪かった。


    「クワッ」


    　田中さんが目覚めた!!


    「田た中なかさ──ふむんっ!?」


    　え、なにこれ……僕の唇くちびるに田中さんの唇が当たって、


    「ん……んんん、んん…………んん──!?」


    　なんでなんでどうしてこんな田中さんと僕がキスしてんの!?


    「……あナタ、ふごふご、どうしテ先に逝いッテしまッたの……」


    　田中さんそれは夢だよ！　夢で見た誰か（しかも味み噌その仕し業わざである可能性あり）と僕を勘かん違ちがいしてるんだよ!?


    　でもなんだろう、臭くさいどころか防ぼう腐ふ処置のおかげかレモン味──。


    「ファーストキスはレモン味ですか」


    　ぽつりとカルラが言ったのを聞いてすっげえ勢いで我われに返った。


    「──ぶはっ」


    　田中さんを引きはがした。つぅーと唇から糸を引いた。うおおおお、なんだよこのやり場のない怒り！　どこにぶつけたらいいんだ！


    「貸すです」


    　カルラは僕の手から田中さんを奪うと、胴体にカシャンとくっつけた。……カシャン？


    「──黒くろ羽ばぁ、なにしとる？」


    「は、はいっ」


    　いきなり先生に呼ばれて僕は起立した。


    「一番後ろだからってもぞもぞすんなー」


    「すすす、すみません」


    　謝あやまりながら僕は口をぬぐった。高速でぬぐった。ゾンビとキスなんてとんだホラー映画じゃないか……ま、ま、まあ、田中さんは見た目は昭和時代の女学生って感じでちゃんとかわいらしい……とかそんなこと考えるな僕！


    　ともあれピンチは切り抜けた。ちゃんとカルラが田中さんの首を胴体に装着し──。


    「────」


    「デモン、どうしたです？」


    　逆ゥゥゥゥ!!


    　首が後ろ前逆だろうがよぉぉぉ!!


    　田中さんの胴体は前を向いているのに顔はこっち向いてるじゃないか!?


    「……カルラ、逆、逆だよっ」


    　僕が言うと、おお、なんて言ってカルラが手を拍うった。


    「黒羽ぁ」


    　先生の声。


    「はははははひっ」


    「さっきからなにをごちゃごちゃと……」


    　ぶちぶちっ。


    　カルラがいきなり田た中なかさんの首を引っこ抜いた。


    「ああああああ!?」


    　僕はなりふり構わずどこか遠くを指さした。


    　先生が振り返り、僕の指した方を確認する。


    　抜くなァァァァァ!!　ホラー映画になってるだろうがァァァァァ!!


    「……なんだ、まだ授業時間は終わってないぞ」


    　僕が指さした先には時計があった。授業はあと三十分くらいある。


    　カシャン、と目の前で音がした。あ、あぶねえ～。カルラ、ちゃんと確認して首を装着してくれないと、


    「だから逆だっつうのォォォ!?」


    　顔は前を向いてる。確かに。


    　でもなんで上下逆なんだよおおおおおおお!?


    　頭のてっぺんを胴体にくっつけて、首から飛び出したケーブル類が髪の毛のようにふさふさとかなんなの!?


    「あれぇ～？　間違っちゃったですぅ」


    　こつん、なんて右手でげんこつを作って頭にぶつけてみせるカルラ。


    　こっ、こいつ、最初から僕をハメようとした!?


    「……お姉ねえちゃんをいじめるデモンは死ねばいいです」


    「なっ──」


    　僕がいじめた？　ビスコを？　むしろふだんからいじめられてるのは僕のほうじゃない？


    　いや、今はそんなことを考えている余よ裕ゆうはなくって!!


    　田中さんをどうにかしなくちゃ。田中さんを、


    「──おい、あれ、なんだ……やばくね!?」


    「うわぁっ!?」


    　叫び声。


    　ヤバイ、見られた──田中さんがふつうじゃないことがバレた。


    　終わった。


    　終わった。


    　終わった。


    　ここまでうまくいってたのにどうして。


    　完かん璧ぺきに終わった。


    　目の前が暗くなる。


    　僕は頭を抱かかえてその場にしゃがみ込もうとした。


    「燃えてるぞ！」


    　そう、田た中なかさんが燃えてる……燃えてる!?　田中さんが!?


    「なんだよあれ」


    「怖い」


    　こっちじゃない、みんなは窓の外を見ていた。窓まど際ぎわの生徒が立ち上がってなにかを言っている。


    　僕もつられてそちらを見ると、異変にはすぐに気づいた。


    　校門脇にあるケヤキの木が火を噴ふいて燃えている──そばに人影はない。


    「何事でスカ？」


    　田中さんが目覚めた。自分で頭をつかむと、ごきごきっと元の位置に戻す。


    　うおい、自分でできるんじゃないか！


    「そうだ、カルラ──」


    　わざわざ田中さんのことをバラそうとしたとしか思えないカルラの行動を僕は責めようとした──けれど、カルラの姿はどこにもなかった。く、逃げ足の速いヤツ！


    「先生だ……消火器持ってる」


    　横であかりちゃんの声がした。


    　いつの間にかみんな窓際に来ていた。


    「なんだろうね。怖いな……」


    　あかりちゃんが僕の服の袖そでをそっと握った。


    　どきん、と高鳴る僕の胸。


    「う、うん。自然発火ってわけじゃないと思うけど……なんだろうね」


    　どきどきしている僕は、消火器を持ってきた先生の消火活動を眺めた。


    「……怖イ」


    　と田中さんがあかりちゃんの真ま似ねをしようとしたのか、右手を僕の腕に伸ばした。


    　でもその手は生えたばかりでうまく扱えないのか、僕の腕をつかもうとして、つかめないようだった。


    　自分の手を見つめた田中さんは、残念そうに言った。


    「……つかメなカッタ…………夢……」


    　ぼそっと変な言葉をつけくわえないでね。


    　数学の時間はこのまま終わりそうだったのは、まあよかった。


    　でも燃えたケヤキのことより、僕にはこちらのほうが気がかりだった。


    　次の時間。


    　四時間目は、体育なのだ。

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    　　　　　　１


    



    　そして四時間目の開始を告げるチャイムが鳴った。


    　はい、来ました。本日一番の山場。体育。


    　今日は持久走の予定。ゾンビに持久走。それはあまりにも無理がある！　っていうかそもそも走ることすら無理！


    　どうやって田た中なかさんを「見学」扱いにするか理由を考えた。


    「田中さんは走ると足がとれちゃうんです！」……確かにとれると思うけどいきなり言われても説得力ないよね。


    「田中さんは走ると（みんなの）気分が悪くなっちゃうんです！（ニオイで）」……そんなこと言ったら、つらいのが持久走だ、とか言われそうだな。


    「先生……田中さんを走らせたら、呪のろわれますよ」……無理か……。


    　やっぱり無ぶ難なんに「具合が悪い」かな。顔色も悪いし。


    　うん、それにしよう──と思ってグラウンドに出てきた田中さんを見て、僕は絶句した。


    　ジャージを上下着ている田中さん。それはいい。それはふつう。


    　でも、


    「田中さん……その靴くつ、なに？」


    　登校中に履はいていたものとは明らかに違う。


    　なんていうか、蛍光色のビニールとかでコーティングされたすげえ軽そうな、アスリートが履いていそうなヤツだ。


    「田中さんは生前長距離ランナーだったですよ」


    　横から口を出してくるカルラ。


    「そ、そうなんだ──っていうかカルラ、なんでさっきは！」


    「ふひっ」


    　ささささっと逃げ出すカルラ。くっ。田中さんを置いて逃とう亡ぼうするとは。


    　その田中さんは空を見上げて、


    「……今日ハ、風がつヨソウだ……コのレースは荒レル」


    　走る気満々じゃないか！


    　お願いだから止やめて、走らないで──と懇こん願がんした僕だけれど、田中さんは頑として「走ル」と言って聞かなかった。ビスコもエリスも素知らぬ顔。ううう、ひどい！　どうして急に協力してくれなくなったんだよ！


    　でも──僕の心配は、杞き憂ゆうに終わったのだ。


    　授業が始まると──本来は男女別々のはずなのに校庭にみんな集められた。


    「今日は持久走はナシにするから。えーっと、外はちょっと危ないかもってことで……」


    　先生は言葉を濁にごしたけれど、僕はピンときた。


    　さっきの燃えていたケヤキか。


    　警察が来ているみたい。誰か危ないヤツがその辺うろうろしてるんじゃないか、ってことかな。確かに持久走は学校の外周を走るし。


    「…………」


    　田た中なかさんがさぞかし残念そうにするかと思ったけれど、意外とふつうそうだった。


    「……コのレースはアレる……」


    　単に先生の言ったことを理解してないだけだった。


    「先生ー、そんじゃ代わりになにやんのー」


    　質問に女子担当の先生が答えた。


    「今日はドッヂボールにするよー」


    　みんなの間から「ラッキー」やら「おー」やらの声が聞こえた。


    　ドッヂボールとか、お遊びじゃん！　今日はマジでラッキーかも！


    　……っていつもなら僕も思ったかもしれない。


    　ドッヂボールって、あの、ボールぶつけるやつですよね？


    「どっヂボーる？」


    　腐ふ乱らん死体の田中さんが首をかしげる。


    　もし田中さんにボールが当たったら──。


    「ひぃぃぃぃ！」


    　僕は死体が飛び散るシーンを想像して思わず叫んだ。


    　その声を聞きつけた先生が、


    「おー、黒くろ羽ば。怖がることはない、こういうのは勇気と度胸だ」


    「ち、違うんです、あの、その、これって男子と女子は別々なんですか？」


    「ん？　もちろんそのつもり──ほほう」


    　すると先生はにやりと笑った。


    「黒羽は女子の前でいいかっこ見せたいのかぁ？　それも面白いな──いいですか？」


    　隣にいる男子担当の先生にたずねると、こちらはかなり年配の先生が深くうなずいた。


    「じゃあ今日は男女合同でやるかー。女子は黒羽の後ろにいたら守ってくれるかもよ～？」


    　女子たちがきゃあきゃあ歓声を上げる。


    　うん、それは喜んでるんじゃなくて「えー、キモーい」とか「黒羽は逆に守ってあげなきゃね」とかそういうブラックな歓声なんだけどね。うん、わかってる。


    「田中さん、僕が守るから」


    　そんな声は無視して田た中なかさんに言った。


    　田中さんバラバラ殺人事件を起こすわけにはいかない！


    「…………」


    　理解できているのかいないのか、田中さんの目がきょろきょろしていた。


    「デモンくん……」


    　すぐ後ろであかりちゃんの声が聞こえた。


    「田中さんのこと──えっと、その」


    「え？」


    　なんだかあかりちゃんがもじもじしている。


    　あ──。


    　わかった。自分が言ったことのすさまじく勘かん違ちがいされそうな部分に気づいた。「僕が守るから」って愛の告白みたいじゃん！


    「や、あの、ほら、違うんだ！　田中さんとまだみんな慣れてないし、こういう、ね、ほら、ボールぶつけたりって怖いじゃん？」


    「あ……そう、だね──うん、デモンくんの言うとおりだね」


    　あかりちゃんが力強くうなずいた。


    　よ、よかった。我われながら突発的なうそっぱちだったけど悪くなかったみたい。


    「そういうことなら、私も守るね！」


    　するとあかりちゃんが言った。


    「え？」


    「私も田中さんを守る！」


    「い、いやっ、でも」


    「それじゃあカルラもー！」


    　そこにやってきたカルラが勢いよく手を挙あげた。


    　こいつ、いつの間にやってきた！　いけしゃあしゃあとよく言えたもんだ。


    　と、文句のひとつも言おうと思ったけれど、


    「そう言えばドッヂボールってなんです？　おいしそうなボール型のチョコです？」


    　カルラは単にノリで言っただけらしい。


    　……わかっていたこととはいえ……怒る気も失うせる。


    「わたくしたちは同じチームで──ひぅっ!?」


    　エリスが言おうとしたところで、ビスコに首根っこをつかまれていた。


    「あたしたちは敵チームだ」


    「え──」


    　待って、どうして、と言いかけて気がついた。


    　ビスコはエリスといっしょに敵チームで援護してくれるんだ。こんなに心強いことってないよね。ふたりとも運動神経はいいし。


    　……だよね？


    　僕はビスコを見たけれど、ビスコはすでにこちらに背を向けていた。


    　エリスの心配そうな顔がやけに気になった。


    「よぉーし、それじゃあがんばろー」


    　あかりちゃんが言って、僕は我われに返った。


    「お、おー！」


    「おうですー！」


    「……コのレースはアレる……」


    　田た中なかさんはまだ走る気だった。
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    　男女混合の体育なんてすごく久しぶりだった。だからだろうか、みんなほんわかしていてトラブルの気配なんてどこにもない。


    　よかった……一番危ないと思っていた体育を無事に乗り越えられそビュウウッ!!


    「──え？」


    　なにかが、今、とてつもない速度で僕の眼前を通り抜けた。


    　それは──ボールだった。


    　ドッヂボールはすでに始まっていたのだ。


    　ボールは遠くで着地すると、転がっていく。


    「こんなもんかな……」


    　ボールを投げた人間──いや悪魔、ビスコが言った。


    「ってビスコ!?」


    　なんで本気で狙ねらった!?　敵チームで僕らを助けてくれるんじゃないの!?


    「エリス……エリスっ！」


    　僕はエリスに声をかけた。だけれどエリスはコートの隅っこで腕を組んでいるだけだった。


    　難しそうに眉み間けんにしわを寄せて。


    「どういうこと……？」


    　わけがわからない。


    　遠くに転がっていたボールが返ってきた。ボールはすぐにビスコの手元に戻っていく。


    　ビスコは僕を見た。


    「デモン」


    「な……なに？」


    「これはアンタへの試練……そうだな？」


    　僕はごくりとつばを呑のんだ。


    　ふだんの口調。


    　学校でいつも口にしてるような、よそ行きの言葉じゃなくて。


    　どうしちゃったんだよ──どうしちゃったんだよビスコ。


    　もう、どうでもいいみたいに言うなんて。


    「あたしをあきらめさせてよ──アンタの覚悟で」


    「ど、ど、どういう……」


    　舌がもつれて言葉にならなかった。


    　周りのみんなも、ビスコの様子が違うことにざわついている。


    「受け止めな……あたしの覚悟を」


    　ビスコがボールを両手でつかむと、バチッ、と電流がほとばしった。


    　え？　ちょ、ちょ、ちょ！


    　ここ人前だよ!?　まさか悪魔の力なんて使わないよね!?


    　ビスコがゆっくりとボールを振りかぶる。


    「──ライトニング」


    　使わない──。


    「ボォォォォールッ!!」


    　使いやがったァ!?


    　ビスコの周囲には竜たつ巻まきのごとき風圧が発生し、砂すな埃ぼこりにみんな目を覆おおう。


    　ボールは放たれた。


    　ボールを押し出すようにほとばしる電流。


    　一直線に向かっていく──田た中なかさんへと！


    　おおおおおおおおい！　せめて僕じゃないのかよ!?


    「やばっ──」


    　身体からだが反射的に動いた。僕の運動神経はちょっと鈍にぶい。


    　鈍いけど。


    　すぐ横にいる田中さんを守ることくらい。


    　守ることくらい。


    　できる。


    　でき、


    「ふぼぉぉっ!?」


    　ボールに触れた瞬間、僕の、身体に、で、で、で、電流がッ!?　ボールを持っている感覚がないほどの震動と、麻ま痺ひが全身を襲おそう。


    　身体からだがふわりと浮いて。


    「ぬ──らはぁっ!!」


    　ボールを弾はじき飛ばした──ボールはどこかへ飛んでいく。


    　よ、よかった──。


    　なんとかこれで田た中なかさんの腐ふ肉にくがばらまかれることも……。


    「ん？」


    　浮いた、僕の身体は。


    　そのまま後ろに流されて──なにかにぶつかった。


    「────」


    　僕の身体はそのまま田中さんごと後ろに倒れていった。


    



    　ぽしゅっ──。


    



    　うん、なんか、そんな感覚だった。僕の身体が軽く麻痺ってるからかもしれないけど。


    　ともかくそんな感じ。


    　田中さんをつぶした感じは。


    「～～～～～～～～～～～～～～～」


    　声にならない声を発して、僕は凍りついていた。地面に落ちた、僕？　いや落ちてない。僕はなにかの上に乗っかったまま、空を見つめている。


    「たな、か、さん……？」


    　声がかすれた。


    　起き上がろうと左手を地面につけたとき、なにかに触れた。


    　冷たい。


    　田中さんの手──生えたばかりの手がちぎれていらっしゃる！


    　地面に膝ひざ立ちで、僕は田中さんを見た。


    　べっこりとへこんでいる胸。これは胸がないからＡカップとかそういう次元じゃなくて、むしろＢカップくらい。マイナスＢカップ。


    　ジャージを着ているせいで液体こそはねてはないけど、手足が、曲がってはいけない方向に曲がっている。


    　そして顔──よかった、顔はぶっ壊れてない。目と鼻が内部に向かって埋うめ込まれているだけで。


    「衛生兵カルラ、衛生兵カルラァァァァァァ──!!」


    　まだ誰もこの惨さん状じように気づいていない。不幸中の幸さいわいとはまさにこのことで、ビスコの巻き上げた砂すな埃ぼこりはまだ周囲を漂っているし、みんなゲホゲホしている。さらには砂埃が目に入ったせいで視界がふさがれているのだ。


    「デモン、どうしたですか？」


    「田た中なかさんが、田中さんが──ってなんでゴーグルつけてんの!?」


    「お姉ちゃんがライトニングボール使うのわかりましたから」


    「そういうことは教えてよ!?　いや、それどころじゃなかった！　早く田中さんを──」


    「わかってるです。デモン、手を貸すです」


    「ぼ、僕、なにか協力できるの？」


    「違うです。デモンが左手に持っている田中さんの右手です」


    「スプラッタァーッ!?」


    　思わず放り出してしまった右手。


    　カルラは落ちてきたところを見事にキャッチした。


    「これよりオペを開始するです──」


    　なぜか外科医気取りでカルラが田中さんに向かい合う──お、おおお、おおおお！　すごい、すさまじい手の速さ！　田中さんのパーツをシュバババ、コキ、コキ、とつなぎ合わせていく。


    「すごいよカルラ！」


    「感心している場合じゃないですよ。デモンにはやることがあるです」


    「え？」


    「デモン、くん、今なにが……」


    　目をごしごししながらあかりちゃんが近づいてきた。
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    　や、ヤバイ、この光景は絶対にあかりちゃんに見せてはいけないぃぃッ!!


    「ねえ、田中さんがどうかし──わぁっ!?」


    　田中さんを見ようとするあかりちゃんの顔をつかんでこちらへ振り向けた。


    「あかりちゃん、僕を見て……」


    「で、デモンくん!?」


    　僕の視界にはあかりちゃんの顔がいっぱいに映ってる。その隅っこでは赤い血しぶきが見えたような気がするけれど、血くらいなら土に吸われてすぐ消えるはずだ。


    　ゴム手袋をつけたカルラの血まみれの手が、二、を示した。


    　二分もたせろってことか!?　二分はきつい!!　あとどうしてドリル持ってる!?


    「デモンくん……？」


    「ハッ」


    　あかりちゃんが僕を見つめている。戸と惑まどっているようで、頰ほおを赤らめていて。


    　こんなふうにあかりちゃんと、至近距離で見つめ合ったのは──ああ、そうだ、夏休みのときだ。


    　夏休み、あかりちゃんのお祖じ父いちゃんの家に行った。


    　そこでお祭りに行って、すごい人混みだから僕はあかりちゃんに手を引かれて。


    　ふたりで誰もいない神社の境けい内だいに行ったんだ。


    「あかりちゃん……」


    　打ち上げ花火を見つめながら、僕はあかりちゃんと、なんだかくすぐったいような雰ふん囲い気きになって。


    「デモン、くん……」


    　それで僕らは吸い寄せられるようにお互いの身体からだに近づいていき──あかりちゃんは、ご先祖様に取り憑つかれた。


    　今はそんな邪じや魔まもいない。


    　あかりちゃんが見ているのは僕だけで。彼女の長いまつげも、柔やわらかそうなほっぺたも、きれいな唇くちびるも──今は僕のすぐそばにある。


    　それを意識するだけで僕の身体がかぁっと熱くなって、歯がむずむずして。


    　あかりちゃんに触れたい。
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    　あかりちゃんに咬かみつきたい──そんなふうに思ってしまう僕もいて。


    　それは悲しいことに、吸血鬼化してしまう前触れ。


    　ダメだ、ダメだよ僕、どうしてそんな悪魔的な発想しかできないんだ──。


    「どう、したの……？　こんなに強くつかんだら痛いよ……？」


    「ごめん──」


    　落ち着かせなきゃ。


    　僕はあかりちゃんから、無理矢理視線を外した。


    　視界の隅──田た中なかさんの胸がはだけていた。


    　うおおおい、落ち着かせようと思ったのに！


    　見えたよ!?　もろに胸を見てしまった!!


    「……デモンくん、目から涙が出てるよ」


    　あのね田中さん、あなたの胸からタラバガニの脚がいっぱい生えてた。


    　うん、すっかり興奮は静まった。


    「黒くろ羽ば、いったいなにがあった！」


    　そこへ駈けてくる体育の先生。


    「うわああ、こっ、このタイミングで来ないでくださいよ!?」


    「なんだと──ってお前、授業中に七なな竈かまどと!?」


    「え？」


    　顔を両手でつかんで見つめ合っているふたり（至近距離）。


    　加えて「このタイミングで来るな」発言。


    　ああ……なるほど、これじゃまるで僕がキスを迫って──。


    「しませんよそんなこと!?」


    「じゃあなんなんだ!?」


    　ごもっとも！


    「落ち着け黒羽。田中がどうのって叫んでなかったか？」


    　もう砂すな埃ぼこりは落ち着いている。先生がひょい、と僕の身体からだ越しに奥を見る。


    「あ、ダメ──」


    「できたっ、です！」


    　カルラの弾はずんだ声。できた──できた、って!?


    　よ、よかった、ぎりぎり間に合った──。


    「……田中、なのか？」


    「ウソ……田中さんなの……？」


    　先生とあかりちゃんが言葉を失っている。


    　ま、まさか、カルラ、まさか手術は失敗したのか──。


    　緊張のあまり、こちこちになった僕の身体からだ。


    　錆さび付いたドアみたいに音を立てながら、ゆっくり、ゆっくり、振り返る。


    　田た中なかさんは──立っていた。


    　──よかった。


    　顔だって陥かん没ぼつしている目と鼻も元通り。


    　なーんだ、ちゃんと成功……。


    「なんでモヒカンなんだよォォォ!?」


    　田中さんの髪の毛の両方がばっさりなくて、真ん中にすさまじいまでに長いモヒカンがそそり立っていた。


    　アレか、ゾンビのくせに「汚お物ぶつは消毒だぁ」とかそういうネタをやりたいのか!?


    「え？　前からモヒカンですよ？」


    　ウソつけネクロマンサァー!!


    「あヴァんギャるド」


    　田中さんも、まんざらじゃない顔するなよ!?


    　周囲がざわつき始める。


    「今の……なに？」


    「竜たつ巻まきでも起きた？」


    　ダメだ！　こんな田中さんをほかの連中にまで見せたら取り返しのつかない大騒ぎに！


    「実はこの髪型、ボタンひとつでこうなるです」


    　カルラが田中さんの後頭部を触ると、モヒカンがいきなり崩れた。


    　そのままふたつのお下げになって定着する。


    「な、な、な……」


    　うまく話せないでいる先生に、僕はあわてて説明した。


    「天然パーマですぅ──！　天然パーマがひどすぎて、そういう仕掛けを作ったんです！」


    「そ、そうなのか!?」


    「そうですぅ!!」


    　先生は僕と田中さんを交互に見ていたが、


    「わかった……」


    　まったく納得していないような顔で、そう言って先生は他の生徒の様子を見に行った。


    　ご、誤ご魔ま化かした……誤魔化しきった……？


    　あかりちゃんは、ぽかんと口を開けたままだった。
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    「デモン、大丈夫でしたの!?」


    　走ってきたのはエリスだ。


    　ボールを投げた当のビスコは──すでに姿を消していた。


    　そうだ、ビスコだ。


    　くっそぉ～～どういうつもりだよビスコ！　田た中なかさんの正体をバラすような真ま似ねをしてさ！


    「デモンくん……」


    　ハッとした。


    「あ、あかりちゃん、平気だった？　ケガとかない？」


    「平気だよ……うん」


    　よかった……なんとかバレなかった、のかな……。


    「ねえデモンくん。私、わかった」


    　バレなかっ──。はいぃ!?


    　わ、わかった？　わかった、って「理解った」って書く、わかった？


    「そ、そ、そ、そんな、な、な、な、なにを」


    　身体からだ中から汗が噴ふき出る。


    　そうだよね、こんなに不自然きわまりなかったらさすがにわかるよね、せめて「ゾンビ」とまでいかなくとも田中さんがおかしいってことくらいわかるよね──!!


    「あのね、わかったの」


    　あかりちゃんの言葉に、僕はごくりとつばを呑のみ込んだ。


    「……デモンくんって、勇気があるんだなって改めて」


    「────」


    　耳が、あかりちゃんの言うことを拒絶しようとしていた。


    　だからしばらくあかりちゃんの言ったことを理解できなかった。


    「──────ほへぇ？」


    　そんな間まの抜けた返事をした僕に、あかりちゃんが、


    「えへへ」


    　と笑った。


    　えへへ？　笑うところあった？


    「なんだったかよくわからないけどデモンくんは……昨日だって私のために、秘密警察の人と戦ってくれたよね？　それに今だって、ちゃんと田た中なかさんを竜巻から守った」


    「た、たつま──」


    　たつまき！


    「そ、そ、そうだよ、そうなんだよ！　竜たつ巻まきが田中さんを直撃しようとしてたから──」


    「うん」


    　にっこりとあかりちゃんはうなずいた。


    　そして僕の耳元に顔を寄せると、


    「……かっこよかったよっ」


    　そんな──そんな、くすぐったい言葉を残してあかりちゃんは離れていった。


    「お……おほぉ」


    　妙なため息が出た。


    　うれしい。


    　なんだこのうれしさ！　ちょっとだけ報むくわれたよ!!


    　それに引き替えビスコは──と改めて怒りが湧わいてきたところで肩をぽんと叩たたかれた。


    「よク、がんバッた」


    「田た中なかさん……」


    　まさかゾンビに褒ほめられるとは……。


    「ん」


    　僕はその手を見て気がついた。


    　カルラァ!!　右手と左手を逆にくっつけてる──!!
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    　　　　　　１


    



    　四時間目が終わるチャイムは、僕にとってまさに福ふく音いんだった。


    　とにもかくにも田た中なかさん──ゾンビが運動するなどという危険事態が終わるわけで。ゾンビが走っていいのはＢ級ホラー映画だけだと僕は思う。


    　さっき逃とう亡ぼうしたビスコは戻ってきていない。


    　まったく、どこに行ったんだ……っていうかどうして田中さんに向かってあんなボールを投げたんだろ。危あやうく苦労が全部水の泡になるところだったじゃないか。まぁ、実際田中さんを僕はつぶしてしまったんだけどね……。


    「デモンくん」


    　そのとき僕の背中に触れられた手。あかりちゃんだった。


    「お昼ご飯、田中さんもいっしょかな？」


    「うん、そうしようと思ってる」


    「じゃぁっ、みんなで部室で食べる？」


    　部室でお弁当か。それもいいかもしれない。


    　……ん、でも田中さんはなにを食べるんだ？　死体ってなにか食べるの？　そもそも死体の動力源ってなに？


    「もしも私が竜たつ巻まきに巻き込まれそうになったとして……デモンくんは助けてくれるのかなぁ……？」


    「え？」


    　今、あかりちゃんがなにか言った？


    「ううんっ。なんでもない！　変なこと聞いちゃった。それじゃ、私先に行って片付けてるから、早く部室に来てね」


    「あ、うん、ありがと！」


    　そうか、夏休みが終わってから一度も部室に行ってないから、埃ほこりとかたまってるかもしれないね。


    「あとね、デモンくん。あっ、あんまり、田中さんのことばかり考えないでね」


    「へ？」


    　田中さんのことばかり考えてる──た、たしかにそればっかり考えてる！　それを見み透すかされたってことは、あかりちゃんにいろいろ隠そうとしてることがバレてるのか!?


    　様子をうかがうと……なんでかわからないけど、あかりちゃんの顔は真っ赤だった。


    「もう、見ないで！」


    「ええ!?」


    「早く部室に来てね──早くだよ」


    　念を押されて僕はうなずいた。とりあえずゾンビのことがバレてないならいいや。


    　小走りに校舎へと戻っていくあかりちゃんは、一度振り向いて僕に大きく手を振った。大きく髪を揺らしながら。


    「か、かわいい……」


    　ゾンビを守るのも悪くないな、とか思った。


    「──デモン」


    　そこへ話しかけてきたのは、エリスだった。


    　すっかりしょげかえった様子で。


    



    



    「デモン、ケガはありませんの？」


    「うん、ないけど……どうかした？」


    「さっきのこと──怒ってらっしゃるのね」


    「……怒る？　なんのこと？」


    　本気でわからなくて聞き返すと、


    「いいんですの、そんなふうにおっしゃらなくて。ただちゃんと説明しておかなければと思いますわ。その、わたくしは悪魔のささやきに耳を傾けてしまったのですわ。ですからデモンだけでなくゾンビまで危険な目にさらしてしまいました」


    「ああ、そのこと」


    「……まさかほんとうにわかってらっしゃらなかったの？」


    「ご、ごめん」


    　エリスは大きくため息をつくと脱力したようだった。


    「大丈夫だよ、別に怒ってないから」


    「そ、それならいいのですけれど。ま、まぁ退魔士エクソシストとしては一度くらい悪魔の言うことを聞いてみないことには実際どんなものかわかりませんしね！　ですからあのくらいは貴重な経験として──」


    　そこまで言ってからエリスはまたも言葉を切る。


    「……素直になれないのがわたくしの欠点ですわね」


    「エリスは素直だと思うよ」


    　うちの使い魔に比べればはるかに。


    「デモンはイタリアに行きたいのですわね？」


    「う、うん、そうだけど……どうしたの急に」


    「それはあかりさんのためですの？」


    　不意の質問に、僕は言葉を失った。


    　あかりちゃんのため……だと思う。でもそれだけじゃない。


    　僕のためだから。


    　僕があかりちゃんといっしょにいたいという、そのためだから。


    「ぼ、僕は」


    「ううん……いいんですの。無理して正直におっしゃらなくても。ただ……デモン、これだけは知っておいて欲しくて」


    「え？」


    「わたくしは退魔士エクソシストですわ。最後の最後まで、そのプライドを捨てません」


    　聞いていて、それはなんだか決意表明みたいだと思った。


    　迷いを吹っ切ったエリスはいつもよりずっと、きれいだった。


    「わたくしは最後の一分一秒まで希望を捨てません。そして……その勇気をくれたのは、デモン、あなたです」


    「えっ──」


    　一分一秒の話。


    　それは僕がエリスの部屋で言ったこと。


    　僕があかりちゃんと離ればなれになることを聞かれて、答えた。でもエリスが言ってるのって……なんか違うことじゃないか？　なんのこと？　そんなにせっぱ詰まった事情がなにかあるの？


    「エリス、あの」


    「さあ、デモン。ここでぐずぐずしてないで。あなたには今すぐやらなければならないことがありますわ」


    　エリスは上のほうを指さした。


    　それは校舎の屋上。


    　フェンスの向こうにぽつんと人影──。


    「素直なわたくしとは比べものにならないほど、厄やつ介かいな悪魔がひとり屋上にいるでしょう？　やぶれかぶれになった彼女をなぐさめられるのは、あなたしかいませんわ」


    「…………」


    　屋上のビスコは、さっき見せたドッヂボールでの姿とはまったく違う。


    　それは制服姿になっているから、とか外見的な理由じゃなくて。


    　なんだか──とっても寂しそうで。


    「エリス……あの、田た中なかさんを」


    「任せてください。早くお行きになって」


    「──ありがとう」


    　僕は走り出した。


    　どうしてあんなところにビスコがいる？　さっきのビスコの態度はなんだ？　まさか飛び降り自殺──さすがにそれはないだろうか。


    　休み時間に僕が聞いてしまったエリスとビスコの会話と、なにか関係があるんだろうなとはぼんやりとわかる。


    　でもビスコが、今、なにを考えているかはさっぱりわからなかった。


    　今までビスコのことをちゃんと理解できていたかと言えば、僕は理解できていなかったと思う。だってビスコは大人で、僕は子どもだったから。それでいいと思ってた。


    　でも……違うんじゃないか？


    　僕は知ろうとしなかっただけじゃないのか？


    　ビスコだってふつうの女の子で、照れたり笑ったり、あたふたしたりやきもきしたり、傷ついたり泣いたり……するんじゃないのか？


    　どうしてビスコがあんな凶暴なボールを投げたのか。


    　ボールを投げてもなにも変わんないけど、ビスコはボールを投げたんだ。


    　なんのために？


    　僕になにかを伝えるために……？


    



    



    　屋上まで階段を駈け上がるのはかなり苦しい。


    　はぁはぁと息を荒くしながら僕は考えていた。


    　カルラはこう言った。


    　──お姉ねえちゃんがしてくれる料理とか洗濯とか掃除とか……そういうのの『対価』を、デモンはちゃんと支払ってるんですかねえ？


    　払ってない。断言できる。僕がビスコにしてあげたことなんてほとんどない。


    　でもどうしてビスコは……主人のいない家で使い魔として働いてくれた？


    　悪魔や退魔士エクソシストについて調べるのに、昼夜問わず行動してくれた？


    　──あたしは……この家の使い魔だよ。でもアンタの便利屋じゃねーんだよ。


    　便利屋だなんて、思ったことは一度もない。一度もないのに、どうしてビスコにはそう思われたんだろう？


    　僕はビスコのことをどう思ってたんだろう？


    　唇くちびるの感触──ビスコの唇と触れた、夏休みのことを覚えてる。


    　ビスコはそのことを、サキュバスの力を増やすための緊急措そ置ちだとか言ってた。


    　そうだよね……あれは、なんでもない、ビスコの都合だったんだよね？


    　違うの？


    　違うなら……なんなの？


    「────」


    　階段を上りきり、屋上へと続く扉にたどり着いた。


    　ドアノブに、僕は手をかけた。


    



    　　　　　　２


    



    　ドアを開けると、九月に入ったとはいえまだまだ強い太陽の日差し。


    　むっとする屋上に出て行くと、暑いせいか他に生徒はいなかった。


    　ただ吹き抜けていく風が少しだけ涼しかった。


    「ビスコ！」


    　屋上のフェンス際ぎわに、ビスコはいた。


    　風に、髪とスカートがなびいている。


    「よう、デモン」


    「よう、じゃないよ!?」


    　僕はビスコのそばに寄った。


    　僕の中の答えはまったく出てない。ビスコがどうしてあんなことをしたのか、ビスコを僕はどう思っているのか、ビスコは僕になにを伝えようとしたのか。


    　だから聞くしかない。


    「どうしてあんなことしたんだよ……田た中なかさんの身体からだがバラバラになってたかもしれないじゃないか」


    「まー、さ」


    　ビスコが言う。


    「もともと死んでるんだし、問題ないだろ。カルラならくっつけられるし」


    「そういう問題じゃ……田中さんがバラバラになったりしたらみんなパニックになっちゃうじゃんか」


    「そんなにパニックになっちゃうかな……そこまで考えてなかったわ」


    　ウソだ。


    　こんなへらっと言っているのもあるけど、ビスコが考えていないわけがない。


    「あのね、ビスコ──」


    　僕が言いかけるとビスコは右手を広げて僕の言葉を押しとどめた。


    「デモン、はっきりさせておきたいんだけど、いい？」


    「…………」


    　急になんだよ、とか、答えることもできなかった。


    　僕は僕で今の状況に動揺しっぱなしだった。


    「アンタ──この『扉』騒動が終わったらどうすんの？」


    「騒動……『開かれたままの扉』がどうにかなったあとってこと？　どうする、ってなにを？」


    　口を開いたビスコは一度閉じて、風で乱れた髪の毛をかき上げて直した。


    　そして言った。


    「あかりが好きなんだろ？」


    　その言葉に僕はあえいだ。


    　そんなふうにさらりと言われたからか、不意に僕の心の、もろいところに突き刺さった。


    　ビスコは続ける。


    「あかりだけが好きなんだよな」


    「それ……って、どういう──」


    　僕の気持ちはバレてたんだろうか？　うん……いつもいっしょにいるビスコにならバレててもしょうがないとは思う。


    　でも……その質問はどういう意味だろう。


    「扉を閉じたら、アンタはあかりに自分のことを教えるのか？」


    「それは……」


    　扉を閉じたあとのことなんて、考えてなかった。


    　いいや、そうじゃない。


    　僕はいつかあかりちゃんに自分のことを──自分が吸血鬼と人間のハーフだってことを言わなくちゃいけない。


    　でもそれは遠い未来なんだと思ってた。


    　遠い未来、僕とあかりちゃんが両思いになったそのときに言うのかと。


    　でも──ビスコの言うとおりなのかもしれない。


    　こんな事態に陥おちいって、あかりちゃんをイタリアに連れて行くとかそんな話になってしまったら……問題が片付いたらあかりちゃんに全部話さないといけないのかもしれない。


    　それは早くて一年、遅くても今から二年くらいの時点で。


    「……言うよ、あかりちゃんに」


    　僕は決めた。今決めた。扉のことが終わったら、全部言おう、って。全部あかりちゃんに話そう。


    　僕のことを。僕の思いを。


    「悪魔の血を引いてるって聞いて、すぐに受け入れられる人間なんて少ないぞ」


    「わかってる」


    「吸血鬼のハーフだ、っていうそれだけで嫌われるかもしんないし」


    「わかってるよ……それでも、言う」


    　だけど今はビスコの話をしたいんだ──と言おうとしたけれど。


    　どうしてか、言葉がのどにつかえて出てこなかった。


    　その話はするな、今はしちゃいけない、という予感が頭のどこかにあって。


    　僕はただビスコを見つめていただけだった。


    　ビスコは、フェンスに手をかけた。


    　金属の触れ合う、かしゃり、という音が聞こえた。


    「そうか……」


    　深く息を吐いたように見えた。


    「じゃあ、あと三時間くらいがんばらねーとな！」


    　不意に大きな声で、言った。


    「え？」


    「あのゾンビだよ。あかりに隠さないとどうにもなんないだろぉ？　まー、カルラの能力がありゃなんとでもなるだろーけどなー」


    「う、うん……」


    　ビスコは、にっ、と笑ってこちらへ歩いてきた。僕とすれ違いざまぽんっと肩を叩たたいて、それで──屋上が暑かったのか、額ひたいか、目元をぬぐうように左手を振った。
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    「──ビスコ」


    　僕は彼女の名前を呼んだ。


    「ビスコ！」


    　ビスコは振り返らず、手をひらひらさせてそのまま屋上を出て行った。


    　追おうとした。


    　でも、やたらと足が重くなっていて、動けなかった。


    「なんだよ……なんなんだよ。わっかんないよ──」


    　僕もビスコがしたようにフェンスに手を触れてみた。


    　ぴりっ、と小さく電流が走ったような気がした。


    「ビスコ……」


    　ビスコがなにを言おうとしていたかはわからないけれど……でも、どうしてだろう。


    　彼女が遠くに行ってしまうような感覚だけが胸に残っていた。


    



    　　　　　　３


    



    　僕は屋上にひとり、取り残されていた。


    　うちの学校の屋上は、こちらの校舎ともうひとつの校舎とそれぞれ屋上があるのだけれど、あっちにも誰もいない──ほんとうに僕ひとりだけだった。


    　ひとりっきりだった。


    　エリスはなんだか、吹っ切れたように見えた。


    　ビスコはすごく悲しそうだった。


    　僕はあかりちゃんを守ろうと思ってる。でも、エリスやビスコがいないとどうしようもないってこともわかってる。


    　僕が、イタリアに行くことは間違いなのだろうか？　行こうって思っちゃいけないんだろうか？　どうして──？


    　もしかして……ほんとうに、もしかして、だけど……僕はこれからひとりであかりちゃんを守っていかなくちゃいけないのかな？


    　なんだかそんな予感がして──。


    　その恐ろしい予感を振り払うように、僕は足早に屋上の出口へと歩いていった。


    　ぴたり、と足を止める。


    　誰もいない屋上。風だけが強くて。


    　ビスコがひとりでいた、屋上。


    「行こう……」


    　僕はドアノブをつかんだ。


    　直後──。


    　ザッ。


    　なにかの音が聞こえた。


    「え？」


    　振り返った僕の目がとらえたのは、身長は優に百八十センチ以上、黒のタンクトップに迷彩柄のズボン、黒のブーツという男。髪の色は赤くて、右手にハムスターの入ったカゴをぶら下げている。


    　イフリートがいた。


    　今、つい今、僕が見たときには誰もいなかったのに？


    　どうして？　っていうか、どうやって？


    「……ウウウゥゥウウ」


    　昨日見たイフリートの雰ふん囲い気きとはまったく違った。


    　なんだ。


    　なんなの。


    　目がぬらぬらと黒く染まり、口からどう猛もうなうなり声。


    「あ、あのっ、なんでここに──」


    　言いかけて僕は気がついた。


    　さっき、三時間目の途中……ケヤキが燃えていなかったっけ？　ケヤキは火に包まれていたんだ。


    　イフリートは火を扱う悪魔──。


    「────」


    　ダメだ。ダメダメ。どうして僕がこの悪魔ひとを疑う？　たまたま来ただけかもしれないのに。


    　──たまたま屋上に？　大体どうやって屋上に来たんだ？


    　どうしても思考が疑うほうに傾く。


    　違う、止めろ、相手を疑うことから会話を始めたらおかしくなる。


    「あの、ここ中学校だから一般の人が入っちゃうと通報されるかもしれない──」


    　言葉を言い切らなかった。


    　イフリートはカゴを持っていない左手を、横になぎ払った。


    　ずいぶん距離のあるフェンスに一直線に赤い線が走る。


    　シィィィィという音とともに煙が立ち上る。


    　がしゃん、かしゃん、しゃん……とフェンスは崩れ落ちた。


    「な……」


    　なんだこれ!?


    　イフリートは──怒ってる？　なにに？　なにに怒ってるんだ？


    「……退魔士エクソシスト…………」


    　ぽつりとイフリートが言う。


    「退魔士エクソシストが、な、なんですか？」


    　僕の声が震ふるえる。だってこの人一発で、離れたフェンスを燃やしたんだよ!?


    「……出せ……そいつを焼かないことには……死んでも死にきれぬ…………」


    「な、な、な、なんで」


    　退魔士エクソシストってエリスのこと？　エリスのことだろう。だってこの学校に他に退魔士エクソシストなんていないんだし。


    　そのとき僕の脳のう裏りに今朝の記憶がよみがえった。


    　ビスコは言っていた。アルベルトが日本に来て以来ガンガン悪魔を魔界送りにしていると。それを知った他の悪魔が怒っていると。


    　そしてビスコはエリスに警告した。人間社会に溶け込んで暮らしている「無害な」悪魔が退魔士エクソシストを襲おそうかもしれないぞ、と。


    「あ、あの──仲間の悪魔は、ど、どうしたんですか」


    　ホビットとサンラミア。このふたりが、もしや魔界送りにされたとか──。


    　しかしイフリートはなにも言わなかった。ただ僕をにらみつけるだけ。


    「あの！　エリスは──退魔士エクソシストにも事情があるんだと思うんです。だからあの──」


    　イフリートの周囲がどろりとゆがんで見えた。


    　それは──高熱によるものだった。


    　すさまじい風が、熱風が吹きつけてくる。


    　イフリートの周囲は水すい蒸じよう気きでも立ったかのようにどろりとゆがみ、屋上の床が小さく泡立ち始める。


    　これが神しん格かく悪魔の力か、と思うのと、ヤバイと本能が感じとるのは同時だった。


    　イフリートが右手を振り上げる。


    　その手に集まる黄色の光は超高温の塊かたまりだ。


    　右手が振り下ろされる。


    　黄色の光が放たれた。


    「────」


    　こんな熱量を食らったら僕はどうなる？


    　ケガなら治る、やけども大丈夫。


    　でもこいつはそんな程度で済むのか──？


    　光は、周囲のチリや空気を集めては白い蒸気と化しながら突っ込んでくる。


    　──逃、げろ……。


    　頭がかろうじてその結論を下した。


    「うああああああああっ!?」


    　僕は真横に転がるように飛んだ。


    　光は僕がさっき立っていた鉄のドアに当たると一瞬でドアに吸われ、中央が赤く染まり、内側へと弾はじけるように吹っ飛んだ。


    　破は裂れつ音と破は砕さい音。


    　高熱で溶け、ちぎれたドアの破片をまき散らし、ドアは下部だけを残して上部は中へと飛び込んだ。


    　ガランッ、と階段の壁に当たる音。


    「あ……」


    　あぶっ……あぶねぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!　あれマジ直撃だったら僕の身体からだ再生とかそういうのの前に炭すみですよ炭化ですよ消し炭ですよ!?


    　なんだ、なんだ、なんなんだ、イフリートはこんなやつだったっけ？　「死にたい」が口くち癖ぐせの暗いやつじゃなかった？　まるで別人──別悪魔じゃないか！


    「い、イフリートさん！　ダメですよ、これ、あなた、すごい力、なんですから！　こういう暴走は、なんていうか、ほら──」


    　言った僕の目の前、どろりと空気がゆがむ。


    　瞬間移動したかのように、目の前にイフリートが立っていた。


    　見上げる僕。


    　見下ろすイフリート。


    「……退魔士エクソシスト、出せ……」


    　ハムスターのカゴを、そっと床に置いた。


    「──だ、出せません」


    「…………」


    「うおあ!?」


    　振り下ろされた二本の腕。


    　僕はかいくぐってまたも転がるように逃げる。


    　ぴっ、とジャージの袖そでに触れた感覚。


    　直後火を噴ふくマイジャージ。


    「あっつぅ!?」


    　脱ぎ捨てて僕は逃げた。屋上の奥へ、入り口の反対側へ。


    　や、ヤバイ、どうしようどうしよう。イフリートはエリスを出せって言ってるけど、これって完かんッ璧ぺきにエリスをぶち殺すってことだよね？　出せるわけないじゃん！


    「そうだ、こういうときこそビスコを──」


    　僕はポケットをまさぐって、携帯電話をつかんだ。


    「…………」


    　ボタンをプッシュしようとしたとき、ビスコの言葉が頭の中で再生された。


    　──アンタの便利屋じゃねーんだよ。


    「便利屋……」


    　困ったときに頼る。困っていないときは話しかけもしない？


    「そっか……そっか、僕はそんな」


    　イフリートが歩いてこちらに近づいてくる。


    「そんなにひどいことをしてたのか」


    　僕は携帯電話をポケットにねじ込んだ。


    　イフリートに向き直る。


    「……イフリートさん。僕の話もちゃんと聞いてください。いきなり相手を攻撃するだけじゃ……それこそ魔界に送られたってしょうがない」


    　他に誰かいないだろうか？　こんな様子を一般人に見られたら大混乱間違いナシだ。うん、とりあえず屋上には誰もいない。


    　イフリートが足を止めた。


    「イフリートさん。知ってのとおり、僕は悪魔の血を引いています。ハーフの吸血鬼です。あなたのように立派な悪魔でもなければ、まっとうな人間でもない。だから僕なんかが言うのは生意気かもしれません……でも」


    　暗いままのイフリートの瞳を見み据すえた。


    「でも、僕にしか言えないこともあると思うんです。ハーフの悪魔だからこそ。この世界に溶け込んで生きていかなくちゃいけない立場だからこそ……。話し合って解決しましょう。それが一番だとは、思いませんか？」


    　イフリートはその場に立ちつくしていた。


    　次に取った彼の行動は──僕にとって意外なものだった。


    「……………………ックックク、ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ!!」


    　笑ったのだ。
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    　笑った？　このタイミングでなにか笑う要素あった？　僕、ボケなんてひとつも入れてないけど入れてるように見えた？


    「な、なにがおかしい──」


    「ハハハハハッハハハハハハハハ!!　ハハハハ……」


    　不意にイフリートは笑いを収めた。


    　そして息を大きく吸い込む。


    　え──これってまさか、火炎放射的な、すっごい能力を発動するの？


    　僕は後じさった。


    　がしゃん、と背中がフェンスに当たった。


    　やばい──。


    　イフリートが吸うのを止めた。


    　そして、こちらに向かって大きく息を──、


    



    「──ウチのバカになにしてくれんだよ」


    



    　吐き出す直前、イフリートの身体からだが硬直した。


    　すさまじく強力な電撃がイフリートの身体を襲おそった。


    　地面に膝ひざをつくイフリートの向こう、こちらに向かって両腕をピンと伸ばしている姿──その両腕からは今放出したばかりの電撃のせいで湯気が立ち上っている。


    　あれは全力だ。ビスコの全力の電撃だ。


    「ビス、コ──」


    　彼女は手の甲こうで額ひたいの汗をぬぐうと、へっ、と小さく笑った。


    「油断するな、それくらいでバテるようなヤツじゃないから」


    　ぐるりとイフリートを迂う回かいするように、僕とビスコは合流した。


    「ビスコ、僕──」


    「こんのバカッ！」


    「痛い!?」


    　いきなり頭ひっぱたかれた。その痛みに思わず顔を上げると、


    「アンタは、アンタひとりで神しん格かく悪魔を相手にできると思ったのかよっ!?　なんのためにケータイ持たせてると思ってんだ！」


    「で、でも僕……これ以上ビスコに迷惑かけたくなくて」


    「迷惑だぁ？」


    「ビスコは便利屋なんかじゃない。ビスコを便利屋だなんて思ったことない。だから、だから、だから」


    「～～～～」


    　戸と惑まどったようなビスコは、僕の頭に手を当てると一気に髪をくしゃくしゃにした。


    「あたしがどう思われてても──たとえアンタが違う人を追いかけてたとしても……」


    「──え？」


    　僕から目を逸そらして小さくつぶやいたビスコは、


    「アンタの命が一番大事に決まってんでしょーが。……バカ」


    　今まで見たどのビスコよりもずっと女の子らしくて。


    　それで……すっごくかわいかった。


    「気を抜くな、来るよ！」


    　その声で僕は我われに返る。


    　立ち上がったイフリートが右手でなぎ払う。


    　ビスコに首根っこつかまれたまましゃがまされた。


    　僕らの背後、フェンスに赤い亀き裂れつが走る。


    「ぼ、僕らじゃまともに戦えないよ！」


    「いいから逃げな！」


    　今度は光の球たま──さすがにこれは走って逃げるしかなかった。


    　……って。


    「び、ビスコ、球が、球がカーブして追ってくる！」


    「走れ！」


    「もう走ってるよ!?」


    　光の球はかわしたはずの僕らを、急角度で曲がって追いかけてきたのだ。


    　走っていった先には半分溶けた階段への入り口。


    　走り込めば逃げられる。


    　でも、校舎に入ったら他の生徒たちが──。


    「く──電撃で撃ち落とすッ」


    「今でっかいの撃ったばっかりでしょ!?　平気なの──」


    　僕が叫んだときだった。


    「そのとおりですわ」


    　階段から、声──。


    　ひらりと跳躍したその人物は、僕の頭に手をつくとくるりと前回りにジャンプして着地。


    　それは運動神経抜群の少女退魔士エクソシスト。


    　エリスが右手に持つのは銀色に鈍にぶく光る棒──レーヴァテイン。


    「投げられた球は打ち返すものと相場が決まっていますわ──!!」


    　光の球に向かってレーヴァテインを振り抜くエリス。


    　ミートの瞬間、すさまじい衝撃波と風が巻き起こる。


    「──くぅ!?」


    　金属音とも、石の砕ける音ともつかないそんな音が響き渡り。


    　振り抜いた。


    　光の球は一直線にイフリートへ向かっていく。


    「────────」


    　直撃。


    　イフリートを中心に立ち上る大火炎。


    　太陽よりも明るいんじゃないかってくらい辺りを照らし出す光。


    「……ウゥゥウアアアアアアア!!」


    　イフリートの咆ほう吼こうが響き渡る。


    「さ、さすがにやりすぎじゃないの……」


    　思わず言ってしまった僕に、


    「なっ、なにを言いますの!?　わたくしはただ夢中で──そうですわ、これは正当防衛ですわ！　先日行ったバッティングセンターの成果が出たなんて思っていませんわ！」


    　バッティングセンターなんて行ってるのか！


    「まだだ──」


    　ビスコが言う。


    「あいつは火の化身イフリートだぞ！　自分の炎を食らったくらいで」


    「コアアアアアッ」


    　イフリートの髪が、炎に応じて揺らめく。


    　燃えたかと思った洋服はそのままで、身体からだをまとわりつく炎は蛇へびのようにうごめく。


    　そのとき、僕の背後でがちゃんと音がした。


    　それは半分だけ残った屋上の扉がこちら側に開いた音だった。


    　転がり出たのは、


    「だ、だから言ったんでさぁ！　気をつけなすってくだせえと」


    「ちょっとぉ、痛いわよホビット。動かないでくれるぅ？」


    　ホビットとサンラミア──ただしセットでロープで縛られてる。


    「どうしたんですか!?」


    　僕が駈け寄ったところへエリスが言う。


    「校内に紛まぎれ込んだ悪魔がいましたから、わたくしが捕らえたのですわ！」


    「エリスさん、胸を張ってるところ悪いけど、この方たちはマトモというか……」


    「デモンの旦だん那な、言ってやってくださいよ。あっしらは悪さしに来たんじゃねえですよ！　ただイフリートの旦那を追ってきただけでさ」


    　そうだ、イフリート！


    　僕が振り返ると、イフリートはさっきの熱を吸収しさらに大きな光球を作り上げていた。


    「ちょ、ちょ、ちょっと!?」


    「そうなのよねぇ。虫の居所が悪いのか、何時間か前からいきなり別人みたいになっちゃってぇ。パワーだけは神しん格かく悪魔だから困るのよねぇ」


    「サンラミアさん、他ひ人と事ごとみたいに言わないでくださいよ!?」


    「この町燃やし尽くすかもねぇ」


    「でええええ!?」


    　僕も驚いている場合じゃなかった。


    「コォォォォ……」


    　イフリートは狙ねらいを定めた。


    　それは──。


    「旦だん那なぁ……ウソでしょ？」


    「あちゃぁ、あいつこっち見てるわねぇ」


    　転がったままのふたり。


    「クワァァッ」


    　そして特大の球たまが放出された。
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    　彼らとイフリートをつなぐ間にいるのは僕。


    　防げるか？　どうやって？　触れたら炭すみになる──。


    「ちっくしょおおおお!!」


    　僕は立ち上がった。両手を広げた。


    　防ぐ。防いでみせる。それしかない。


    　悪魔化する余よ裕ゆうもない。すぐ、もう、目の前に光は迫って──。


    　僕はぎゅっと目を閉じた。


    「うあああああああ────!?」


    　肌を焦こがす熱。


    　そして──ガキンッという金属音。


    「……金属、音？」


    　おそるおそる目を開けると、振り抜かれたレーヴァテインの銀色の軌き跡せき、そして青色の電流が光の球を弾はじき飛ばす光景。


    「わたくしにかかれば何発でも打ち返してみせますわ」


    「ちょっと待てよ！　あたしの魔力のほうが先だったろぉ！」


    　僕のすぐ前に立つ、退魔士エクソシストと悪魔。


    「人の手柄を横取りとはこざかしいにもほどがありますわ」


    「あんなにでかいの、アンタの力で打ち返せるわけがねーだろ」


    「むむっ」


    「あぁー？」


    　にらみ合うふたりだったけれど、


    「……ははは」


    　僕は思わず笑ってしまった。


    「なにがおかしいんですの」


    「そーだよ、大体アンタがさっさと逃げてれば──」


    「ごめん、僕が悪かった。もっと早くにふたりのロープをほどくべきだった」


    　素直に謝あやまった。


    「わっ、わかれば、いいのですわ！」


    「わかりゃーいいんだよ！」


    　ふたりしてぷいっとそっぽを向いた。


    　そして気まずそうにまたにらみ合う。


    　あはっ。あはははは。


    　よかった──なんだかわからないイヤな予感にしばられて、僕はふたりを疑っていたのかもしれない。


    　ビスコも、エリスも、こうしていっしょに戦ってくれるのに。


    「あのー、楽しそうなところ大変申し訳ねえんですが、この縄ほどいてくれませんかねぇ？」
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    「早くほどきなさいよぉ」


    　おっと、そうだった。


    　それにイフリートは暴走したままだ。


    　イフリートは今の攻撃に失敗したことが悔くやしいのか、アウアウアウと遠とお吠ぼえしている。ええい、犬か。


    「なんであんなんなっちゃったの？」


    　僕が聞くと、


    「さぁて……」


    　ホビットは首をひねってから、ああ、と言った。


    「田た中なかのゾンビが退魔士エクソシストにさらわれたと気づいたからですかねぇ」


    　僕らは顔を見合わせた。


    



    



    「イフリートさん、聞いてください、田中さんはさらわれてなんてないですよ！」


    　僕が呼びかける。


    　さらわれた、っていうか「保護」なんだけど……その違いは実はないんじゃないかという気がしないでもない。


    「じゃあなんなのよぉ」


    　ロープから解き放たれたサンラミアが言った。昨日みたいなナイトドレスではなく、黄色のキャミソールに白のホットパンツという出いで立たち。やたら肌を露ろ出しゆつしたいのはこの人の性分なんだろうか。


    「私だって疑問に思うわよぉ。田中さんは、そりゃ腐くさってるし、臭いし、気持ち悪いけど、ただそれだけの人畜無害のゾンビよ。それでも退魔士エクソシストは許せないわけぇ？」


    　腐ってて臭くて気持ち悪ければだいぶ害があるように思えるけど、田中さん本人が悪い悪魔じゃないことは僕もそうだと思う。


    　そこへエリスが言った。


    「田中さんはわたくしたちが保護したのですわ。町中をふらふらしていましたから、野良悪魔になっても困りますし。知識レベルがそれほど高くないゾンビでしたから」


    　イフリートがその言葉に反応する。


    「……保護…………」


    　おお、これは脈ありじゃないのか？


    　と思ったら、ホビットが額ひたいに手を当てて、


    「退魔士エクソシストの姐ねえさん。その設定には無理がありまさぁ。古今東西、どこにゾンビを保護する退魔士エクソシストがいるんでさーね」


    「ここにいますわ。ゾンビ──この世に未練を残した魂たましいを持つ者に対して、その未練を断ち切るプランを用意しました」


    　僕はその言葉にハッとした。


    　田た中なかさんの望みを叶かなえろ、とアルベルトは言った。


    　それは田中さんを学校に連れて行くこと──この世への未練を断つために？


    「まさかそんなこと……そんなに簡単じゃあねえですよ」


    「できますわ。少なくともわたくしたちはやろうとした」


    「というわけだよ、イフリート」


    　ビスコが言った。


    　イフリートはじっと僕らの言葉を考えているようだったが、


    「……オアァ……」


    　嗚お咽えつのような声を漏もらした。


    　そして、


    「…………死にたい……死なせたい…………殺したい………………」


    　この暑い中、僕らを凍りつかせる言葉をつぶやいた。


    



    



    　イフリートを中心に、今までとは比べものにならない高温が発生した。イフリートの身体からだ自体が白く見えるほどに。


    「ち、ちょちょっ、ちょっと、イフリートの旦だん那な!?　うあっちっ」


    　ホビットの服の一部が燃えていた。


    「あんだよこれは!?　どうなってんだサンラミア！　田中さんのことを説明してもイフリートはあのまんまじゃねーか！」


    「わっかんないわよぉ！　それじゃぁ他にあいつが暴走する原因があるんでしょぉ!?」


    「だからそれはなんなんだよ！」


    「知らないって言ってるでしょぉ!?」


    「ふ、ふたりともケンカしてる場合じゃないよ！」


    　僕はふたりのサキュバスの間に入った。


    　イフリートはすでに巨大な火柱と化していた。竜たつ巻まきのように火炎は渦うずを巻いている。


    「これ……やばくない？」


    　みんな、ごくり、とつばを呑のんだ。
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    　立ち上る火炎。吹き荒れる熱風。


    　僕らはただ呆ぼう然ぜんと、「火神」とも呼ばれたことがある神しん格かく悪魔の力を眺めていることしかできなかった。


    　イフリートが、一歩、こちらへ進んだ。屋上の地面がどろりと溶けていく。


    　その一歩だけで、露ろ出しゆつしている僕の肌も焼けるように熱くなった。


    　説得できなかった。イフリートを、説得できなかった。


    　彼は暴走している。


    　暴走のまま、周囲を焼き尽くす──。


    「デモン、逃げるぞ」


    　ビスコに言われ、


    「逃げるってどこへ!?」


    「知るか、どこへでもだ!!」


    「ムダですわ。あの火炎をぶつけられたらどれほど遠くに逃げようとしても火に焼かれます。それにわたくしたちが逃げたら校内にいる生徒や先生はどうなるのでしょう」


    　冷静にエリスが言う。


    　校庭からもこの光景は見えているはずだ。そろそろ誰かが屋上に来てもおかしくない。


    　もう大騒動になることは確実。


    「あぁ!?　じゃあどうすんだよ、退魔士エクソシストさんよ!!」


    　エリスはレーヴァテインを構えた。


    「バ、バカじゃねーの……そんなちっぽけな武器で」


    「どうにもならずとも、退ひくわけにはいきません。退魔士エクソシストの緊急コールを鳴らしますわ……そのあとは、あの悪魔が他の人間へ牙きばを剥むくのを一秒でも遅くなるよう時間稼かせぎするのがわたくしの役目です」


    　エリスは携帯電話を操作すると、地面にそっと置いた。


    「エリス……」


    「デモンは逃げてください」


    「行くぞデモン！」


    　僕の腕はビスコに思いっきり引っ張られた。


    「──い、やだ、イヤだッ!!」


    「イヤじゃねーんだよバカ!!」


    　僕は踏ん張り、ビスコと力比べになった。


    「早く！」


    　エリスの額ひたいにふつふつと汗が浮かんでいる。イフリートが近づいてくる。すさまじい熱気が伝わってくる。


    「意味がないと思うけどぉ。イフリートの炎は半径五キロ以上焼き尽くすって話だしぃ」


    　サンラミアがとんでもないことを平然と言った。


    「そ、それなのにどうしてあなたたちは……」


    　僕は言いかけて、気がついた。


    　危険を承しよう知ちでどうしてイフリートのそばにやってきたのか。


    　暴走してるなら止めてやらなきゃいけない。それをやるのが仲間の役目だから──。


    　僕がピンチだと、ビスコや、エリスが助けに来てくれるのとなにも変わらない。


    「そうだよね」


    　僕はビスコの手を握り返した。びくりとした反応のあと、ビスコがそっと僕の手を握ってくれる。


    　僕は手を伸ばした。


    　エリスが、今にも泣きそうな目でこちらを見た。


    　その手をつかんだ。


    　僕らだって仲間を置いて逃げるわけになんて、いかないじゃないか。


    　どうにかしよう。


    　どうしようもなくても。


    　いっしょに、どうにかしよう。


    「……ォォォァァァァァァアアアアアアアアアアアアアア」


    　地の底から湧わき上がるような咆ほう吼こう。


    　そして。


    　イフリートが腕を高々と掲かかげた──。


    



    「景気のイイ炎、ダね？」


    



    　間まの抜けた声が聞こえた。


    　間の抜けた、足音が聞こえた。


    「…………」


    　イフリートがそちらを見た。


    　屋上へとゆっくりと、人間の歩く三倍の遅さで出てくるのはゾンビの田た中なかさんだ。


    　田中さんは制服に着替えていた。


    「……田た中なかさんなのぉ？」


    「田中のゾンビじゃねーですかい」


    「だいブ見た目ちがウでしょ？　ネクロまんサー手伝っテくれた」


    　田中さんの陰からカルラが出てきた。


    「お姉ねえちゃん！」


    「カルラ──アンタ、田中さん連れてきたのかよ。っていうかそれ……」


    　うん、上から下まで消防士でもかくやというほどの耐熱服に覆おおわれていた。


    　こ、こいつ、ひとりだけでも助かる気満々だ！


    「田中さんが来たいって言ったですから」


    「田中さんが……？」


    　その田中さんはゆっくりゆっくりイフリートへと歩み寄っていく。


    　熱くないのか──さすがにゾンビだから熱も感じないのか、アスファルトが白い煙を上げている上も、平気で歩いていく。


    　上うわ履ばきの裏のゴムが、溶けて糸を引いていた。


    「みンなに聞イて欲しクテ。願いヲ叶かなえてモラった。楽しイ学校生活……ホビットにはバカにサれてたけど、今日叶ッた」


    　田中さんの服の一部が燃え始めた。


    「ゾンビの田中ぁ、あっしはバカにしたっつうか──いやそれよりも、燃えてる、燃えてるぞぉ！」


    「うン、でモ大丈夫。もう長クはいらレないから」


    「ちょっとぉ……どういうことよ」


    　ホビットとサンラミアが声をかけるけれど、田中さんはちっとも問題などないように歩いていく。


    　エリスがサンラミアたちに言った。


    「未練を断ち切られた魂たましいがどうなるかは……ご存じでしょう？」


    　未練を断ち切られた魂は──。


    「……天に、還かえる？」


    　僕のつぶやきに、田中さんはこっくりとうなずいた。


    「学校、楽しイんだなア。どっヂボーるもしタ。それニ……」


    　ちらりと田中さんが僕を見た。もう顔は半分燃えてもとの腐ふ肉にくになっている。


    「……ふぁースとキっスも……」


    　ぎゃああああああそのことは言わないでええええええええええ!?　やっぱりあれがファーストキスだったのか!?


    「…………」


    「…………」


    　ビスコとエリスとホビットとサンラミアがざざざざざと僕から離れていく!?


    「だかラもう、お別レ、いフリーとさん、いっぱイお世話にナッたね」


    　田た中なかさんが炎に包まれていく。


    　そして──炎だけじゃない、彼女の中から光があふれていく。


    　イフリートはなにが起きているのかわからないかのように、その場に止とどまっていた。まるで業ごう火かの中にいて、凍りついたかのように。


    「みンなも」


    　田中さんは最後に口を開いた。


    　でもその声は聞こえなかった。


    　田中さんの身体からだはすさまじい光を発し、その光は柱となって天まで届けとばかりに立ち上っていく──。


    「────」


    　光はまぶしくて。


    　温かくて。


    　神こう々ごうしくて。


    　清らかで。


    　でもニオイはやっぱり臭くて。


    　僕らは叫んでいた。


    　田中さんの、最後の言葉への返事を。


    　彼女の声は聞こえなかったけれど、僕らにはちゃんと届いていた。


    　──ばいばい、って。


    



    　　　　　　２


    



    　目をぱちぱちすると、ようやく慣れてきた。まだ視界は白っぽいけどなんとか見えなくもない。


    　もう、光はなかった。


    　光のせいなのかなんなのか、イフリートの炎も消えていた。


    　田中さんが立っていた場所には黒く焦こげた地面とは対照的に、純白の跡が残っていた。


    　その「白」は、十字を描いていた。


    「……イフリート」


    　空を見上げたまま立ちつくすイフリートのそばへビスコが歩み寄る。


    「アンタ……目ぇ、覚めたかよ？」


    　ビスコの問いに、イフリートはつぶやきをもって答えた。


    「…………田た中なかさんが、かつて……学校に通いたいと言っていたのは……ジョークじゃなかったのか…………」


    「ああ、そうみてーだな。それをあたしたちは信じられず、信じたのは」


    　ちらりとエリスを見る。


    　退魔士エクソシストだけだった。


    「……俺の意識はあった…………だが、何者かが頭の中にいた……」


    「どういうことですの？　まさか何者かがあなたを──」


    　エリスが反応したそこへ、


    「うちの妹から離れろ!!」


    　大声が響いた。


    　屋上の入り口──じゃない、屋上の端っこから聞こえた。


    「ぬっ、ふっ、ふんっ！」


    　屋上をよじ登ってきた人影。


    　え……よじ登ってきた？


    「ふ──ふうっ」


    　登り切ると、その人物は一息ついた。そして、


    「悪を憎み不正を糾ただし弱きを助けエリちゃんを救う、我が名は──」


    　言ったのは白い服に身を包んだ金髪の男。


    　う、うん、名乗るまでもなくアルベルトだ……ちなみにフェンスの向こうからビシッと指を突きつけている。


    「アルベルト＝ブリュンヒルド!!　とうっ」


    　アルベルトはジャンプするとフェンスを一発で乗り越えた。


    　げ、あいつがアルベルトかい、とホビットたちがイヤそうな顔をする。


    　うん、今ばかりは僕もこの人に会いたくないよ。


    「え、エリちゃん大丈夫かい？　ケガとかしなかったかい？　緊急コール鳴らすからびっくりしたよ。それに神しん格かく悪魔の反応があるって悪魔観測所から連絡があるし」


    　そそくさと近づきつつもおろおろするという器用なことをやってのけるアルベルトに、エリスはため息をもって返した。


    「問題ありませんわ」


    「そ、そうかい？」


    「そうですわ」


    　アルベルトはエリスのつま先から頭のてっぺんまで見て、「今日もすばらしく美しい」とわけのわからない一言をつぶやくと、こほんと咳せき払ばらいした。


    「この私が相手になろう、神しん格かく悪魔よ」


    「イフリートはもう目が覚めましたから、とりあえず大丈夫ですわ」


    　エリスがさらに深いため息。


    　すると、アルベルトはきょとんとした顔をした。


    「なにを言っている？　神格悪魔の報告があったのはイフリートのことではない」


    「イフリート……ではない？」


    　エリスが聞き返した、まさにそのとき、


    「──ぐっ!?」


    　イフリートがその場に膝ひざをついた。


    　彼のお腹なかから長い刃やいばが生えていた──。


    　え。


    　刃が生える……わけはない。ってことは、


    「後ろから、刺された……？」


    　真っ赤な染しみがイフリートの着ているタンクトップを浸しん食しよくしていく。


    「『神』を名乗るにしては──貴き殿でんは少々ぬるすぎる。いいえ、正確を期して言うならばきわめてぬるい。温度にたとえるならば摂せつ氏し八千度ほど足りません」


    　イフリートの背後にいたのは、見たこともない人物だった。


    　銀色の髪はさらさらで、先っぽはつんつんだった。長く鋭い爪つめ、やせた身体からだに黒いシャツ。耳には金の装飾品ピアス。


    　面おも立だちはほっそりとしていて、瞳ひとみはやたらと楽しそうで活いき活きしていた。


    　パッと見はホストのようだった。


    　でも──これだけ禍まが々まがしいオーラを発散していたらわかる。


    　彼は、悪魔だ。


    「あれだけ『死にたい』と言っていたのです。ここで死んではいかがでしょう？」


    　心底楽しそうに微笑ほほえむ彼は、血に染まった長い剣を手にしていた。


    



    



    「──なにしやがる!!」


    　ビスコが右手をかざすと、電撃が一直線に男に迫った。


    　男は長い剣でその電撃を受け止める。


    　電撃は刀身に吸われて消えた。


    　刀身の形状は湾曲してて、長さは一メートルもないくらい。刀身の色は真っ黒……というかよどんだ黒というか。


    　柄つかの部分は昆虫の肢あしのように屈折していて、見るからに禍々しい。


    「あの剣は……魔剣夢喰い刃ドリームイーター」


    　エリスのつぶやきに、


    「……なんだと？」


    　ビスコが即座に反応した。


    　そんなにすごい剣なの──と聞こうとしたとき、


    「お？」


    　一瞬で間合いを詰めたアルベルトが、腰からすらりとレイピアを抜き放つ。


    　キィィィィと高い音がして真っ黒な刀身がレイピアを弾はじく。


    「貴き殿でんはなかなかの速さだ」


    「……これをかわすか」


    「この刃やいばに喰くわれないということは、純銀製のレイピアと見受けられる」


    　アルベルトの構えるレイピアは細身で、雪のように白く輝いていた。


    「この者だ」


    　アルベルトは短く言った。


    「神しん格かく悪魔は」
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    　新あらたな神しん格かく悪魔の出現──まったく予想だにしなかったことに、僕の身体からだは硬直した。


    　同じようにホビットも、サンラミアも動けないでいる。


    　イフリートがやられた？　どうやって？　あいつは今までどこにもいなかった──。


    「まさか、サンラミアの姐ねえさん」


    「そのまさかみたいねぇ……」


    　ふたりは悪魔の出所に気づいたみたいだ。


    　僕もわかった、と思う。


    　イフリートの背後に転がっているカゴ。


    　そのカゴの戸は開いていて、カゴにいるべきハムスターのムスちゃんは姿を消していた。


    「こいつがムスちゃんに化けていたのねぇ……そしてイフリートを操あやつり、暴走させた」


    「でも……まさか、そんな、アンタは」


    　ビスコがあえぐように言う。


    「その直感はすばらしい。ビスコ＝シュヴェルツヴィア＝レクメンテルト。しかしながら、かような剣を所有している悪魔は魔界広しといえど我われの他にいないがゆえに特定もたやすいことでしょう」


    「う、ウソだ……」


    　ビスコのうろたえかたは尋じん常じようじゃなかった。


    「あの悪魔ひとがここにいるはずない……そんなこと、不可能だ」


    「ビスコ、誰なんだよこいつ！」


    　戸と惑まどったままの口調でビスコは言う。


    「ドリームイーターの持ち主は、魔界にたったひとりしかいない……その悪魔の名前は」


    　ネウテリア＝イィギルスフィア。


    　通称──ネリィ。


    「ネリィは王族悪魔クラウンデーモンのひとりで、神格悪魔。でも魔界を離れられない──そういう封印をされたからだ」


    「封印？」


    「デモン、アンタのお父様が封印したんだ」


    　女遊びが好きで、今も母さんから逃げながらヨーロッパにいる父さんが？


    　でも、父さんって……確か、


    「魔界の権力者を裏切って人間界に逃げてきた……って」


    　僕が言うと、キィンと金属音がしてネリィとアルベルトが距離を開けた。


    　ネリィは服の裾すそをパンパンとはたきながら答えた。


    「ご指摘のとおりです。黒羽夜彦クローバーナイトは我を裏切って逃げ出しました。置きみやげに我を魔界の奥底に封印して。おかげで我は分身を作ることもこちらの世界をのぞき見ることもできませんでした」


    「でも今は……どうやって」


    「はい。まだ完全ではありませんがこうしてこちらの世界にも分身を送り込むことができるというわけです。正確を期すならば『もうできる』ということでしょうか」


    　もう？


    「まだおわかりになりませんか？　我われの封印を解くにはきわめて強力な能力が必要でした。しかしその能力は、たったひとつあればいい」


    　ネリィは、口を思い切りゆがめて──にぃぃ、と笑った。


    「『開かれたままの扉』です。あれが順調に育っているがゆえに、我はようやく分身を外に出すことができるようになった」


    　どうして開かれたままの扉をネリィが知っている？


    　いや、ひょっとして、


    「ネリィが、『開かれたままの扉』を独ひとり占じめし、隠している悪魔……ってこと？」


    「なんですって!?」


    「そーいうことかよ」


    　エリスとビスコも反応した。


    　僕の結論を、ネリィはまったく否定しなかった──むしろ反応を楽しむかのようにニヤニヤしている。


    「──貴様」


    「そう目くじらを立てることもないでしょう、退魔士エクソシスト。我の用事は済みました。ぶつかる必要はもはやない」


    「用事だと？」


    　怪け訝げんそうだったアルベルトの顔が硬直する。


    　ネリィは小さく笑いながら、人差し指をぴんっと立てて、一方を指さした。


    　それは僕らのいるほうとは正反対で──もうひとつの校舎。


    　その、屋上で。


    「ま、さか……」


    　僕の声が震ふるえていて、まるで他人がしゃべっているみたいだった。


    　もうひとつの校舎、その屋上。


    　フェンスを隔へだてた向こうに人影があって。


    　その人物は──彼女は、両手で口を押さえていた。今見たものが信じられないとでも言いたげに小さく首を横に振って。


    　距離があっても、僕が彼女を見間違えるわけもなかった。


    　あかりちゃんはくるりとこちらに背を向けると、屋上から階下へと姿を消した。


    



    



    　どうして、どうしてここにあかりちゃんが。


    　あかりちゃんは──そうだ、映画部の部室で待っているって言っていて。


    　部室はあっちの校舎にあって。


    　ネリィが続ける。


    「『開かれたままの扉』……扉の固定化には『双そう月げつ日食』も『皆かい既き日食』を待つまでもなく、たったひとつの条件をクリアすれば早めることができた。その条件とは」


    　そして心底楽しそうにドリームイーターを振った。


    　その切っ先が向いた先は──僕だった。


    



    「『扉を開く者』が、黒くろ羽ば弟で門もんが悪魔の血を引くことを、知ること」


    



    　すべて、あかりちゃんにバレてしまった──。


    



    「くっくくく……ふふっくすくすくす……いやぁ、すばらしい。理想的とも言える展開ですね。黒羽弟門が悪魔であると発言したことも彼女は聞き、その後の展開も目にした。我われだけはそれに気づいていました。今ごろ彼女はなにを考えているでしょう？　これが夢だと？　頰ほおをつねっているかもしれません──」


    　ネリィが動きを止めた。


    　その横にふたつの影。


    「神しん格かく悪魔っても分身なら相手になりまさーね」


    「イフリートの仇かたきよぉ」


    　ホビットは十五センチほどの短刀を繰り出し、サンラミアは魔力を込めた黒いオーラの塊かたまりをぶつけようとした。


    　ネリィは一歩も動かない。


    　入った──と思ったけれど、ドリームイーターが短刀に触れた。


    　短刀が刃先から砕け散った。


    　サンラミアの腕は、すんでのところでネリィにつかまれた。


    「！」


    「くぅっ」


    「まずは木こっ端ぱからふみつぶしますか──え」


    　それはネリィだけでなく、その場にいた全員にとって意外な出来事だった。


    　ホビットの胸からなにかが飛び出した──紙袋だった。


    　中に入っていたのは、右手。


    　田た中なかさんの右手。


    　右手がネリィの顔にへばりつく。


    「くっ──!?」


    　そこへ、


    「……ふたりとも、離れろ……」


    　もうひとりの神しん格かく悪魔が顔を上げた。


    　ホビットとサンラミアが逃げたそこへ、イフリートが光の球たまを発した。


    　球は、間違いなくネリィの胸に飛び込み、そこに巨大な火柱を生み出した。


    　業ごう火かがネリィを焼き尽くす。


    「く……くくくく、これは油断しました」


    　ネリィの身体からだが影のように消えていく。


    　田中さんの右手はぎりぎりのタイミングで難を逃のがれ、燃えずに済んだ。


    「イフリート！」


    　ビスコが駈け寄ろうとした。


    「……うぐっ、い、行け、ビスコ。扉の位置を特定しろ、今ならまだぎりぎり間に合うかもしれん……」


    「わかった──カルラ、イフリートを頼む。ホビットもサンラミアも逃げる準備しとけ！」


    「ラジャーです」


    「へい」


    「わかってるわよぉ。逃げなきゃねぇ」


    　遠くからサイレンが聞こえてくる。さすがに通報されたようだ。


    　でも──そんなことよりもなによりも。


    　あかりちゃんに全部バレた。


    　バレた。バレてしまった。


    　あかりちゃんに、バレた──。


    「おい、デモン──デモン！」


    　肩を揺すられた。視界ががくんがくん揺れて、そこに誰かが立っている気が。


    「──っつ!!」


    　ぱぁんと音が鳴ったのは、僕の頰ほおだ。


    　ビスコが僕を強くひっぱたいた。


    「しゃきっとしろよバカ野郎!!」


    「び、ビスコ──で、でも、あかりちゃんにバレちゃった……バレちゃったんだよ!?　もう僕ら……僕、嫌われちゃったかな……」


    「知るか」


    「知るか、ってそんな」


    「知らねーよ、タコ!!」


    　ビスコがとんでもない力で僕の胸ぐらをつかむ。


    「いつかはバレる、いつかは真実を話さなきゃいけない、そうだったろうが……それが今バレたくらいでガタガタぬかすんじゃねーよ!!」


    「────」


    「アンタが今一番しなくちゃいけないことはなんだ？　アンタ自身が誰からも嫌われずにキレイなままでいることか？　そうじゃねーよ。あかりに嫌われてもいい、あの子を救いに行くことだろーがよ!!」


    　力が緩ゆるんだ。


    「それが……あたしの好きになったアンタじゃねーのかよ……」


    　ビスコの言葉が頭の中に響いてる。


    　僕がしなくちゃいけないこと……あかりちゃんを救うこと。そうだ、あかりちゃんを救ってくれって、あかりちゃんのご先祖様にも託されたじゃないか。


    　僕の右手には、まだカギがある。


    　扉を閉じるカギがある。


    「……そのとおりだ。行こう」


    　言ってから、気づいた。


    「ん、ビスコが好きになった、って──」


    「わかったなら急げバカ!!　走れ!!」


    「は、はいっ」


    　ビスコにつられて僕は走り出した。


    「お兄様、問題の処理は頼みましたわ！」


    「なぜ私がこんな中学校のために……」


    「頼りにしてますわ！」


    「さてまずは消防と警察対応だな。それに校長を説とき伏ふせて──」


    　すぐエリスも追いかけてきた。


    「今は、急ぎましょう。あかりさんの元へ」


    　僕らは屋上を飛び出し、階段を下りていく。


    　すでに下には人だかりができていたけれど、飛び交う質問を全部無視して僕らは人だかりをかきわけた。


    　あかりちゃんの元へ行かなくちゃ。


    　行き先は決まっていた。


    　映画部部室だ。
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    　映画部の部室は一般教室のない棟むねの三階だ。


    　廊下を一気に走る。僕らはみんな無言だった。


    　あかりちゃんは、今どんな思いなんだろう。


    　僕が悪魔の血を引いてるとか、この世界に悪魔がいるとか──そういうことを聞いてすぐに信じられたんだろうか？


    　信じられた……んだと思う。


    　お祖じ父いさんが能力者であるとか七なな竈かまど一族に伝わる不思議な能力のこととか──僕のケガの治りが早かったこととかいろいろ、あったんだ。今までだって。


    　今さらだけど僕、わかったんだ。


    　あかりちゃんはイタリアでこの扉を開いたのだという。


    　つまり四歳のころ、能力に関わるなにかがあったということだ。


    　あかりちゃんの前で僕が初めて悪魔化したのがそのころだった。


    　幼稚園のころ、あかりちゃんを守ろうとして……その後、あかりちゃんは家族でイタリアに行ったんだ。


    　最近になって僕は吸血鬼の力を使う場面が増えた。


    　そのせいであかりちゃんの能力覚かく醒せいが早まったんだろうってことは、想像に難かたくない。


    　つまりは僕のせいなのだ。


    　大好きなあかりちゃんを苦しめていたのは、僕だったんだ。


    「着いた──」


    　部室のドアはいつもどおりだった。


    　僕はドアの取っ手に触れた──触って、本能が感じ取った。


    　このドアを開けてはならない。


    　ドア一枚隔へだてた向こうにはとてつもないものが待ち受けている──と。


    「デモン……」


    　エリスが言った。


    「あの、扉を閉じる『カギ』のことですが──」


    「な、なに？」


    「……いいえ、なんでも……ありません」


    　歯切れの悪いエリスが気になったけれど、それよりもドアのほうが先だった。


    「開けろ」


    　ビスコが短く言う。その身体からだ中じゆうに青白い電撃をまとっている。戦闘準備は万全とでも言いたげに。


    　僕はドアを開いた。


    



    



    　黒の霧きりが噴ふき出した。


    　それは魔界の瘴しよう気きだった。


    　吸えば呼吸が苦しくなり、視界はぼんやりとかすみ、焦こげたようなニオイが漂う。


    　ビスコの目の色が深しん紅くに染まった。悪魔色に染まっている。


    　反対にエリスが口元を押さえて表情をゆがめる。


    　室内は暗い──。


    「い、行くよ」


    　踏み出す。上うわ履ばきを履いた足を、瘴気が流れるように外へと出て行く。


    　部屋の中央からこの黒い物質は湧わき出ている。


    　風でも吹いているみたいで──。


    　僕はそこに、あかりちゃんを見つけた。


    　宙に浮いているあかりちゃんを。


    　その身体からだは両手を広げ、首はうなだれている──まるで磔はりつけになったキリストのよう。

  


  [image: ]


  
    　腕を、胴体を、足を、瘴しよう気きが触手のように巻きついている。


    「あかりちゃん！」


    「待てデモン」


    　駈かけ出そうとした僕をビスコが押しとどめる。


    「どうして!?」


    「扉は開きかかってる──見ろ」


    　瘴気が湧わき出しているのは、あかりちゃんからではなかった。


    　その背後、両開きの木製の扉があった。


    　もう八割ほどが奥に向かって開いている。その向こうは完全なる闇やみ。闇だけれど──明らかにこの教室にはそこまで奥行きがない。


    　つまり、つながっている先は魔界。


    　あかりちゃんは、扉を通せんぼするように浮いている。


    「扉をよく見ろ……」


    　目を凝こらすと、あかりちゃんの身体からだから白い光が流れ出ていた。


    　その光は扉に結びついている。


    「あかりは扉と同一化しかかってるんじゃねーのか……無理にあかりを下ろしてもいいのかわかんねーよ」


    「で、でも」


    「……サキュバスの言うとおりです」


    　口元をハンカチで押さえたままエリスが言った。


    　ハーフの吸血鬼である僕ですらきついのだから、純粋な人間であるエリスにはこの瘴気が苦しいのだ。


    「あかりさんの能力は……扉を開く能力は覚かく醒せいしました。その能力すべてが『開かれたままの扉』に注がれています。あかりさんに取り憑つく瘴気を祓はらうことはたやすいでしょう。ですが、今、扉と一体になっている状態で安定しているのに──それを壊すことがあかりさんにどう影響するかわかりません」


    「どういうこと!?」


    「意識不明になるか、あるいは急激な衰すい弱じやくにより……命を落とすことも」


    　頭が、一瞬くらっときた。


    　あかりちゃんが命を落とす。


    　死ぬ、ってこと？


    　まさか──どうして、あかりちゃんが、今までひとっつも、ただのひとつも悪いことなんてしたことのないあかりちゃんがどうして!?


    「落ち着けデモン。まだやれることはあるだろーが。アンタのカギだよ」


    　そうだ。


    　僕にはカギがある。


    「扉を閉じるだけなら、あかりちゃんはなんともない？」


    　エリスはうなずいた。


    「やった！　それならやろう」


    　僕は右手を見た。


    　そこに描かれた二重の円と見知らぬ文字のような紋もん様よう──それは今、黄金色に輝いている。


    　あかりちゃんのご先祖が託してくれたカギ。


    　これを使えば扉を閉じることができる。


    「だ、ダメ、ですわ」


    　だけれどエリスが言った。


    「え……？」


    「見てください、扉を──カギ穴がないんですの」


    　扉は木製で、金色のドアノブがついている。


    　その下には確かに、カギ穴はない。


    「……魔界側にあるってことか」


    　なにかに気づいたように、ビスコが言った。


    　魔界側にある。向こうに一度行かないと閉められないのか。ふむ、ちょっとだけでも魔界に行かなくちゃいけないのか……怖いけど、まあがんばるしかない。


    「アンタ、もしかして最初からこのこと知ってたんじゃねーの？」


    　ビスコがエリスに問うと、彼女はうなずいた。


    「悪魔観測所からの報告で『扉は魔界側からしか閉じられない』と……だから、だから」


    　それを聞いたのが八月後半。


    　だから、それ以降、僕らと連絡することを止やめたのだ、と。


    「このことをデモンに言えば……デモンを苦しめることになりますわ。そしてそれを知ったお兄様も、わたくしにデモンにはもう会うなと命じました。長くいればいるほど……『カギ』を使うときに苦しい思いをするから……」


    「エリス……エリス、大丈夫だよ」


    　なぜだか涙を目に浮かべるエリスに、僕は言った。


    「大丈夫だから。僕、ちょっと行って閉じてくるよ」


    「あ、アンタ、そんなに簡単に言うなよ！　魔界に行くんだぞ!?」


    「そりゃ怖くないって言ったらウソになるよ。でも平気──すぐに戻ってくるから！」


    　僕が言うと、ビスコとエリスは口をぽかんと開けた。


    「……こんの」


    　ビスコが小さく言ってから、


    「バカッ！」


    「バカですわ！」


    　ええええええ!?


    「アンタな、向こう行ってカギかけてそのあとどうやってこっちに戻ってくるんだよ!?」


    「……え？」


    　あっちに行ったら、扉を閉じちゃうわけだし、戻れないのか。


    　……それって、まずくない？　帰れなかったら僕どうなるの？


    　扉を閉じないと扉は固定化されて人間と悪魔の戦争になる？


    　扉を壊せばあかりちゃんの命がヤバイ？


    　扉を閉じると僕が魔界に閉じ込められる？


    「…………」


    　僕はビスコとエリスを見た。


    「や、ヤバイね？」


    　ふたりとも無言で、うなずいた。


    　う、う、う、うおおおおおおおどうしたらいいんだよおおおおおおおおおお!?

  


  
    あとがき


    



    



    「明めい晰せき夢む」というものをご存じでしょうか？　睡眠時の「夢」の中で「ああ、今自分は夢を見ているな」と自覚した「夢」のことです。


    　この「明晰夢」、すごいんです。


    　なんといっても「夢」ですからね。「夢」と意識できるので、世界を自分の好きなように改変でき、空を飛べ、手からは火の玉が飛び出すなんてお手の物になるのです。


    　しかしこの「明晰夢」を見るには、ちょとした訓練が必要だとか。


    　訓練方法はずばり「夢日記」を書くこと。枕元にノートとペンを置いておき、見た「夢」を書き留めていく。簡単そうですがこの作業が結構やっかいで、起きて数分すると「夢」の記憶はほとんど消えてしまいます。寝起きですぐにやらなくちゃいけない。私は寝ぼけ眼まなこでケータイにメモをして、ｅｖｅｒｎｏｔｅというＷｅｂサービスに転送しています。


    「夢日記」をつけ始めてかれこれ二か月。順調に日記が増えています。


    　ただ……問題があるとするなら、「夢」がどんなに愉快であっても所詮は「夢」で、他人に話してもまったく共感を得られない（むしろつまらなそうな顔をされる）こと。さらには訓練を続けているにも拘かかわらず私がほとんど「明晰夢」を見られないことでしょうか。


    　それともうひとつ、最大の問題。「明晰夢」内で興奮すると目が覚めるらしいのです。


    　だから「明晰夢」を見たらあんなことこんなことしようブヒヒヒ！　なんて私が思っていても、それを実行する直前で目が覚めたりする。なんとまあ残念な私（三十路男子）。


    　そんなことを考えていたら同じガガガ文庫で鮎あゆ川かわ歩あゆむ先生が明晰夢を題材にした小説『ユメオチル、アリス』を書かれています。奇しくも私と鮎川先生は同じ時期に明晰夢に思いを馳せていたようです。鮎川先生とは今度夢の中でお会いしたいものです。


    



    　さて末筆ながら謝辞を。


    　イラストレーターの水みず沢さわ深み森もり様、今回もかわゆいイラストてんこ盛りでありがとうございました。口絵のキャラクター相関図がすげぇ凝ってます。それに私は田中さんが好きなんだなあと再確認できました。田中さんファン、いっぱいできたらいいな。


    　次に担当の☆さん、今度また日本中のウマイもんについて熱く語りましょう。


    　そしてもちろん、五巻まで読んでくださっている読者の皆様には感謝の念が尽きません。次回の六巻もご期待くださいますようお願いします。さらにおもしろくしていきたいと思います！


    　それでは六巻でお会いしましょう。


    
      三　上　康　明

    

  


  
    三上康明


    Yasuaki Mikami


    



    神奈川生まれ。あまり表だって言ったことはないのですが、怖い話が大好きです。中でも幽霊話が大好物。先日も家でひとりネットの怖い話を読んでいたのですが、そこへ……（この先は文字がかすれていて読めない）。
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